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3A-5 好急性テン拒の光合成｀膏了伝礼茶の信ガ

””, f1i釦 疇 ，如簾咲 （東夭・秋餐 ．碁疫併）

証直名 Iり在床 (1：：浮知呪のテン投 (Synecliocuccu,s,Sf.)t1. oヽ•¢近ぃ店直
て^Itt〈を反イるがそ渥て｀ 11令くガ＇種（ガい。 ~ n好往的イ{ffィ、 iクテン疫

の北合爪‘O‘＇．ぐィリ名品依＃付で｀力る？とに Iる。 今＠ lィ尤合成令［パのせ子

伝豆反氏の品ガ依＃任を＃｛和 I：花村 (1：作名を釈各する。

禾ラン菟の光令戎 l:Iる。2 発生豆虎を彼f脅径を用いて割を(, Arrheniゅ
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5『-Jo •¢ , 2『ー／2•¢名・ f が／ o ・c 以下ぞの后仔 {C1ネルギー “7/1そ＇れ／ 7、2ff

f• fが 46Kr丸／”o/ 1噌、 ,1:. 11~1 和犯の ff ク尤合成｀脅手伝月后任 (H20 →メ

イル C̀f d ーゲン） ti) Arrheni us plotず tI 約 29 ・c n・,が II• C,~ 不望免、とがゲ

らK、＃忙化 1ネルキ‘--f祐名創から／ l，23, 3クK四／',.,of 1'1J, 1~. 1 l l~J..1 
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柔1~；；て→ヽる．

光令沃‘を名伝 1壬の ff怪役褥り 1・1ストキ／ンク‘9C ワイトク r:Jーム＾の喝

チ伝1反氏て噌ちるとづ k1いる。 そ2“”役射 Iてt7窮fC1 ft. 1~ fトクローム

C-tt;（cyt. tt3）の g元反斥の“依呑れを炉 1i. 7 o • C t--!; It・¢り広ぃ厄
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をb1戎合と介 rkる． 1 1: f“f，1痴？辰く（ても，税Kづれる cyt.NJ n f r1 
ズ矛［：氏・ケ(, 10・（以下で.r1 fク(JO の術iC1,'［がガワ f/イト疇 i, 1 トヽ認められ
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3A-6 光合餃炉噂、'f，1反応、中心粒千のヒ°コ的レーず｀ーフォト
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3A-7 光糸 JI.の初発反応電手受容 4本 o 酸 4t'..19’l爪'Iガによる再駿化．

大

光令 I m 初発反応電子全容 1本Q Iさ，

中の電子フ゜ー）し A によ＇）酸化される．

の A+に よる酸化が阻 官さぃて い る峙 Iご 1さ，

れる． ：：： ：：て~、 1;t,

こ とが出来 た Z m,1注哨の＼ ＼くつかについて報反も す る ．

1.正常な 7 ロロ 7゚ ヲ又
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な~ ＼ヽ．

2 . 登 (50゚c、

クロロ 7• ヲ ス ト で 1す，

で`
岡山モ和

D C 日 U 存在下での Q―の再 酸 化 の ： 月’j定結果 'C,

の姪度はフェ

苓Jて｀・増加する．

4
 

ド写の

である．

3. 

よう

,2. I分）

DC  1-1 u布在下て

シ？ ナ A

D C t-1 U 在在下

て Q-を 再醍化する成分 z

Iす， N H,O H, C C 

の存在下や、和知逹あろい

la トリス廷珂ワロロ ア ラ

ストて・1t光，：：よリ西な化さ

れない力‘,

れても直ちに Q-以外 o 呪

窄 て 墨元されていろと夫

えら収ろ ．

4. 

口 7° ラ

え ら

5". 

z
 

ぃる。

ずた 1'1 醇度化 さ

1;) 正常な

又 1-- 中で 1;t

阻の西及 At.脊lャ置元吝 ］が酎I
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主出来な‘Iヽ よう

そ

元 WIl'.'.- 反 に す る

Z oEん 7

C p
 

ワロ

ま見水

i. ・x 
小枯久美子，若松国光，

放菱 生物）

な戎： ＊ i注

ド。

咀官と品め

トで，

し

水か らので手によ＇）涅元され 、 光余 I とエ

がし， DCMU"' ような阻官芥J"'.fi 在て•Q

Q―IJ光条 JI の酸化側の成分 Z て’'再駿化さ

DC HU存在下での Q-"'再屈笈化 1;t外か らカロえた

しか し NH, 0 H ゃ C C C P ~ 

この阻害.~程度も酸化吝1 ゃ畏元中1,＝

又処 理をして光全 I の酉袋化イ割を央念さ亡た

の Qーの再酸化 1す P且宅さ

.,.. 
（福女大 生蒻1,

｀
九

＊
 

ょ う な 諮 化 't'lて’̀ ：応，レ、し 、

る墨歪吝l~ して 13 ,

ないわゆ る 光 合 JIの駿 Aヒ利へ水． の 代 リ
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そ収によっ て知る

よ うな光 'itJI 邑た

よって吊りら『こう

れて い る．

アスコ 1しビン酸 <7,

：：： の 阻 官

ょうな星元

4セ ,~ H, 0,, I―, Mへ2令，フ ェロ シ アナ

1こ芍子 t ィ＃与出来ろ叩官ヵヽ有効

゜

normal chloroplasts 

△:10-4M CCCP 

▲:10-4M CCCP + Ase 

口： 1 叫!NH20H 

heated chloroplasts 

゜

サ

1 2 

Time in Min 

r詈 境 Iこ 布 在 し て い ると丸

してこの刃:

水姓遅逢 Iす杜 3 た la トリス知理＇によっ てこゎ：：： If,.., 

△:1 mM Ase 
+2 x : 1 mMFe Cy 

口： 1mM MnC12 

no treat 

3
 ゜

1 2 
Time in Min 

3
 

Z l3 辣水，1、世 a 酵~化 ~J あるい lす足

ようになろと方えられる．

lす 'ioo 心V 娃度て‘•ある．
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n、¢o 令危 e這紐1e. マ>？ヽ’>』錮咽茉 1-::.つい 1 森訂 (T=.

方戎と佳星~ 今ぅコイドヽ． o,t;H, pH  q、0 0¥ ト 11 ス紋裔1t中9'90分イ

ンそ:::,.ぺ‘ート＼ r：： 4繁． 40,0001<i 1c;1か＾逗 I¥)7"今うコイド＇ t分紅 l、 'i 0¥ エ迷l=I} 
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~ r-. 麻し=，，＼ヽ -,.,'1. ~ 11 J.廷程 1-= ~) <.殆千の直細；p、.}f. られうか．打熊， 1• か

叩 g記誼紐？・詑ぁ¢れ、ミ小しす布母釦瑾 Ill¥-:: f ?ものと翌ゎ ohh • 

ト＂ス処理 1-:: ふ，？屯韓可浚肱＼ l7 卜り入＾滉7ll・ztた，て消加し． o，8 m p可 0

0¥ 卜り入処戌で la-4=  7口ロつ4 直戸 1＝り， 釣 0 , "̀} a統か屯細可ゎ。 ミ山，7

うboA9eh1 /4  の十う 3 イト・租啜淑で 17．約 0,~み M の規内 l-::TJ- J,.。 厖I-f-11 J..,雑 l:t

1-:. cf 1 ~ス子や＾紡也ャ甑lへ’~ "=-' :'.Loi底の逍頃 1"~を、分に昭にい足直、し ． 今うつ
A い卜 ll 入ゼ渇茨和9 99 翻—い1 ス勾 {1 か0"日噌，サオー 1レ残届こ・う＼ヒ 7 nス

IIこ 7コt る可年代 K寛つ＂寸 -Z.¥ I み．

宦位知佑定森て＂箇臼ス滋昔i石＂守定史叙戸うのワし ， iヽ，勺 lOIOh一＇バ酎＜ 庖日哨

中の令凪 I(fl•·.i.. r・ヒ存在｛之、 卜りス 7̀＂舷lt干レート l誼紐コ也うし夭之 l,',j,'¥ ~。

うT=，+うコ 1 ドie N,e,...tに RQd(N R ; i祖歪晶仕 0¥ r日 1合す．面）這も干血求？

ll,7'・ミ戸 裾沢（浪ネ遠過牡 a 姦衛飛）ゃ軽ぅ島 I-Z. 閃史経、和い履＾ l月1iい pl;変

¥t.セ NR "I 咀史n笈屯て函1定で 3 b 8う 1= ＼ r＝示し＝卜 ll 入ヒ赤加＼雨克内咬 It:..ヒ註

祠的に戎’l足 1ぅし 命加 1笈2.,3 ID、以内に． 閃いい訂 I= i ぅ検^ ）丸＼''I"'pH咬sしをぅ肖
庄コ℃ F。 ―カトぅ A シこの乱危{}， り～ iId-e 1~ 1 T-=． 従， 2 ャll ス 1フ又軟

的目 l芍 F ft棗セ金晶し舷le.-{しー 1-lて分丁ール残姜セ ／7ロスリニ 7コ也うし素え

l,',I,¥ /3. 

釈令に 、0¥ fう 1-:::. 卜ll 入処内て"7口入，I~ 7 ~'lt' 「＝十うコイド t前囚祁弔 I
T-::文9込<."2：：R元 SD S-ホ・ヽ Iマウ II ル？ミド'T,し庵辰神前に 11ヽ IT｀ 兄の 1 ヽ•1 -~ p、¢

i"臼隠の直嗚狂 t祖＼べ• T-::. 。 1 rふ IK. (,v.-o-Pい、a吋ふ"l心と．Di心叫l一つ，9＇-d此 ob;s-

pn:,p; 。いし ..,;d心て｀＇ 勺ロスり~ 7 ~セ T-:::. 令うコイド＇ につい？ b雨為へ角料莉セ 1iTJ i rてか'’

¥小そ＂小 9ロスりシ 7 1 ? l' ら壷臼屯，ず丙夏的？”. ミ4°¥l"頂透過住ゃ脂喝に対可ら

親和杜へ這 Iヽ とふ 、も。 し夫ぇ (,'4-',a. ゴりにミ 4'¥~ 0¥ 吐昂ヽ伶ゎ 4 で｀H亙磁臼

哨^ 卜す、゚ ？＇’うフ 4ー にづ｀‘?森対 1'"110えT-:.。
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3A-9 箋線知悛奪発生いいパいい促造料令げ峨因

手0比較校峙

゜増刃 紙， ム千 魏（域浪犬•生物）
憶に，疫緑伶 0爺劣免りパ稔 1柑化それる事 K iり機能を藷 ク よ）に43 

栢，が 1< ~ I こいい を 1-リス処錢疫格休0"い怜いい訊 f¥い“":， EDTA

研委線休抽点液中 k こ0移ヽ 怜Kを促迫ィも放介を抵ゎ k ()令，そ 0成介の性憤を＂條n茨役因手 (C和）りものと比較検封＼ i1}-fc' 

O. 8 M トリス (pHfg,2睛聞）処角して失移そ屯た咲撼釘i, 辺元哩 DPIP処理

I Mi:ca1t, DTT, BSAt加え 1ィ千イ1 う泥再洛性北反もで蔽奪免生能を固復1~ ,lJf, 設、来

託 6)20f~／叫グうミシジ ン J ゃシ矛 IV ギー較絡反企稚噸希＼ 0 50だ DCCDi 1Jrl 

えるて敵奪愁生能国復勺＼惰i督それ'K.. 令k, E DTA処理 1` 蓬緑体を脱茨使 li. ~ 

＂祐、 fiいり如矩＼それ衣 04‘‘ ，千因〇よう t 茨役~ J cc名）こがイオ ン0関ふ{弓

“移怜化．＂〇反た様式を毛デ IV1¥ 1ネ l， こい仮定〇正店を訊べ‘てがた．

卜り入処復・還祀11:'D F I P処瑾 0終った康條休 kそら I(. .,,,,般t>fD1A処理

-¥" (I 0'lltMEDTA処理．］勿Mトリス (pHg)火理〉 1"税茨役 1k t n k 米牧.IB~-f 合も E

DiAキ也釦液が 1Jロとる℃酸も発生能 0名希移，い化によ名団復ば噌他＼ K窄， えMNa Br 
で町 l＜脱茨役＼長もので 4 そりがa研博しん四4〈, （/0 宵 M ヒ＇ロリ ン戟塩処理 • o. 3M 

ショ誼処理）祖線体で iそり嗜仰りl.hf‘ が 1゚ あり，今役'! S IC 11 ()芽 ltlkつヽヽ 1,t放

討1名虻啄しゎ名 4・るろう．

.,,-1i I こり屯升姦，性化啄に加え~ EDT A抽出液け 3~ 4日問イg]"1直析＼ 1 

EDTA t豫ヽ 9tt ()が更，， 1、1名剤‘} 、` OFi k柚出液ヤり ATP介湖酸嗚池怜 11豹平
介1遵 -1¥'k． ： O E D T A抽似液中 Kゎぅ仮追咀 J-IJセ1召‘‘、]'lス A151.. o 
＂啜紐，絲牙析潟 I11.‘'漢稲粒製豆名亦，そ 0屎t純度〇高、、 0-33％枇知俵洛氾

虹 今 I1次の 33-!iO％佐和絞炉直打がより lI. 3イ名5羨1, A TFが絣絵奪冷性を呑

しセ． これら ()4足血ピオ l-C.伴 -, 1 見うれ~ A丁pAr解畜肴裕抄は俄湿失蒋＼ 4）ヽ

弓衣約 1]が..fJ.')他、 、叫 し`〇よう イ1他湿矢移り判足追因 11. 1り起 5合、、よう 1-ct見え

るn1`そ 5|こくわしくヽ13、ヽうと比殺枚綺 I1 1j'名ク{I) 1`あ名．

(+Gr●"'・ J) I 

ヽ I、I

thylatofd●OII叶 Im

EDTA-treat,) 

_;r'(+occo 
，，，， 

--➔ 
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3A-10 暗所生育のトウヒ葉緑体の尤活1生化

奥達雄 （九大・農）

．．§涅樹の店菜 lれ暗所で＇クロロフ゜ラスト（正しく 1..;tetio-chloropltt.st)とif秘す

5。ミのクロロプラストぱ積逹的に 1辻発頃のク‘'ラナ以外にフ°ロラメラボ｀デイ之含み

光化ず子 4, 11と完ぶして 1..1るが， 0心生能と 欠 II て I~ 3。、‘のう産に短吋閉舒光

い照射す 5と， 0.z.発生中心 l;;l光泥注`化で屯， 0ュ充生が観序て.1る。抜ぅ植物の子案

涵利で毛生育条件とう iく設定することによって．同様に尤浩）生化兒象がみられる

(弁 ..t衣・理研）。これうの知LI土7ロロフ°ヲストの形危和阪と共に，形成ざ小たナ

ラコイド隊J:.(/'J02.発生中心句吉性化にも光が必柔とすることと示唆している。

一方正宇な芋釉1本が TI-is処涅後， M̀存在下で光活｀注化づれるミとが発J かh

（山下氏 ・ 筑汲大）、 M,t\—蛋白覧＼（戎田氏ら·、京大）と共に，光、：も1生化現象の阿析 lょ

01.発生様袖への有力なアフ°ローチと言えよう。

便宜的に尤；が生化とうつの過程に別 Iナを考えると，送肴iH化のナラコイドヘの

吸収(l)，0ュ発生中心への出蛉合 (i11.a.c,t.ive M"" 結合蛋白の生成）~, M"1..蛋台の光

冶1•生化 (3) と 2 り， トゥ t.() 70ロフ°ラストの場合うも1‘生1t.にM.,,冠加と必要としな I~ 

のて•活性化 1;I: （3)の通屯1:ついて主に考之小ばより。

払在、 0逸主桟槙が禾哨の為， こ中 L 光洛，l生化人との閲1f. と諏し•• 5：：と IJ.難かし

＼ ＼が， Tris処理クロロフ°ラズトて＂ lょ， S収徒レベ Iして` ’践誰で 3 3よら 1こ勺 っ゚t：：： 。

知達Ii，氾氏(/“‘)の ph.oto...eduCibled叫 tideb。n4詞フ蛋臼 1てみら ii¥.aよう

に， M>t.-%;白かれ自体の光による枡逹変化ーむも1•生化と含珂 I吋岳 9 ている。反た中
べり税化的クロロフ f IL.蛋白 (7700/p¢go)が，蛋＜ヲかオが生によるんのとす .it.I手，

M71., · ~台の蛋的 •I'生復 1::-_;む呑1 '生化のナ、ノ｀ が含ょ小て I' るように足え云 o
トウ t.1) -fラコイド膜ヵ＼〉切呑l'生（しの

さ 1ヽ ，構造夜にと 1形↓って II ~こと 1ょ右
g100 

ぶ
図より推定でさる。が・年雌クロロフ° .; 

ラズトの和が生化柏俊で， p→匹rcapも。d泣叫〗

によ i.'0必主在若七t‘哨らが 1項なつている。や

サ ー ル言＼専~ NEM て lょ全＜そ If)効耳研 玉

みら沐す ，-tl ろ 1糾没度で活I •生化と没追 i 50 

L瓦ヽ｀小に就I¥て現社校計中であり 、 d 
ミ屯逗の放子、と表告する予足て'’わる。 ざ

干
d 

＆ 

o o O.I o.2 o,3 

心ye~pioe+h＆いol (-mM) 
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3A-11 駿系茫乞弁と発現 1-:: とも 0 ぅ季緑体と :;..I-19千オフェ I-

1レの反た杵り変勒

゜小1バ視，井ヒ科ぶ（辰 -K.距・セ均，拿的研）

ず、ウレン算棄緑係 t;:...卜り千 ,1" 7 r:. Iール存在千 7"北憩射す;と．ニトロ千オ

7't.-/ - l し Id 札化序 f•` 工蛋白と締合 L 、 I司旺に栢合毛に比例 lた而温ITイ光スペク

トル (F年／印5 比）の交化が観叙：小 3，如／印5 kしの交化 f1笛柑．と＼ ？輝

した:(]) "'応 IJ:、 （1)光化沖系 iLJ¥<'1Jl'Iが原笈化iF'.梃． I：： rJ ぅた時芥‘こふ• (..:,.）杖＼払邸 ir下7'・

仄応 t行力わ七 T：：渇合 、反た暑 1JJj-える f月払の祐麻 r：叙行して II.}。 ]J..，忌臀，9、連

玲 i..l 2, i、IC 充＾閉牝 t午えたり1社にを示 L. 4 回^ r月忙£ I~ 糾としてゑ動 1 3。

じ）卜＇）ス疋匹 I"'- J l) 諒 f、発乍 t直りし t岳：綽負-で1}-. 2. lf.. t紀の閃忙 1::.g Kをもフ

Z Iq料の ，皮利をする。 ：4¥らの贔たがら t 我‘ん 11こト 1J千ズ 7 1::-) - Iしlz gら品白

修価反た• 93、JIと分所弄しlりの他后石柑に依行 l2起二 3 :.とヽ畜萩ごれに砲岱°'lfI二

汀(.._.し 7. 光化倅§:E 色原径、 6 の布~~\範．が変化ず J ニヒ 0 と＇’を示吠 L た ,,IL l'ij所

五c:,_.示と氏エ母白の 4ド梃．委化ヒの 7月行、とさら K 睛硫 Iこす Jため t1、下へ和．茨をィ．f，Tご，

株 3如碍斗 E-B音、？． 中で＇免芽．乍肴 2 で｝と， IiIJ"兒全〇辛縁灯ヤ瑶I,t(.DflP

礼凪元） ・とも，介、蘇手、紀℃従のサ £t奇胆的に戻わ lr：：桔均咋疇 らゎふ このざ

う「d0けセ摺弟，：卓統礼 E0、忽 i113と、箆咋 7月t系緑伴 ,1甜I祀て叙 tHiイ91ら::.と

1/ゞ 和らわて¥¥8。 Z 釦 n0酋/f.1.If Z" 免牙• t f 1セTニト hし第 1Jヽ シ弟降 Lた租＂、花 t
釦か rJII 頚緑低と、 あらかじめ／乙 B訂日光糾．月「 LT:.玩，、シ且餌 l7二酪界杞乍印tE

tっ厄棧佑 t用いて． J:.- ~ Iつ・i;;f 7 t: I - Iレ厄在下て＇簡牝 P."．fで4T'「z伎、イ6濯 Ir

イ光入ペク トIしを ;d’I但し 関光g|1 1打 b和1r/F68Srt 11)灸動を比較 LT:. o 醸系牝生

慨 tも 項 緑,{,f1:f. 逍緩 l7. 2, ［発の「り托でテえた Uf径ドを了 1̀クlil期のな初をす

らの I:1rl. 0笈f、発戸/[I) rd I I薙緑年で‘11、睛硫 IdI~訊1 •戸欧察っわり 1‘ ，た．

",.._ ri危珠乙晴阻中？｀＇生有 1セ T：：碩足{.恥ピ挽 tt rz rd 11セえ千＇スムス紐杷と，

いパt千ブ乍肯 1 セ F蘇 f．祀セ従をもつ七ネ了＂スム又紐 l包がシ単師 LT::.呆緑介を用

い？行っ E。こ ＾噂令{ 該昇祀乍土片を屯っ菜如不で^叶 2 i芹の F肝kに杓尺さ

月、す牛困割 I反・れが厖い煎つ中 F。

以 t17) 綿呆から 牛＠ O F麟を 1訊難ヒす;托,{¥'.,I閤{:lI，品白と二 1-- ロ千オ 7 ェ）

-Iしへ反心 i•t ^ i3すA的Ii匈l屯．「、 1うレン草葉、t翠イ床 Èlt 1、rdl 戯` f̀免乞ラt,＼，tt tっ

岳緑店 --Z"I J,..... 紹~的 l2 名、こ 3 現象 7` ＇ あることか-B片らか 1-:: l'iJった。 1E、 ニトロ fオ7

工／ールと礼イじ怜斥正咲 6とQ 雄合 1:. J:'）不ヽニるイ6 遠 lT イ礼スペクト Iし知~(700 ~が

n このり 1 光花、及＾屯i~ と い'~-,_,..,.. "'tr イ托悦'J豆＾叙‘ケ）も ． 峨~· T:.が1''l.Ii ?の

花約の栞、租介？` ＇駐寂っ 4、E• こ小ら＾ことから， クt...の厄杓の色昇：亜迫 1-;f-、f)̀血..,

T:..'n在杯‘終1:.K3 i n と，巳わ,},~, しか Lrc1 tJ~ 5,ヽ ¥-')ス知理葉綽仔 7"屎床つ↓9 た

；ぅ TJ Z I訊割 I~ 勧 If . 鯰烹従乞能の fr II 卜hヒャセキデ‘スムスの頚、縁/i$?’'1J観宗1

小 （0カ`，， t, このこと l}， これらの葉緑奸てt沫恩P.9."後の系 Iオ項わ酪化杯低 l;f、

9半す‘'Lt同一て‘'13 0 m こと を示し 7 II ら。
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3A-12 タ1(‘ コ培養，細胞の結化・械．邑過程の制御

II[. Pt-oto叫 orop柑Hide.-630 の光唆挽に甘する光償知要

。神谷眼月・丸上 勇 （帝良大・紫）

我々ば昨年の年会で、暉中で謀；代堵青した 9 バ｀コ培蒼、i111胞(~綽卓竺坐）
ば 6色の去去保たれるか‘、..:の 1で1B胆は脊色光下で緑化し 、 赤 色 忙 下 さ 六`暗中と同じ

く、社化しないこと左 報告 t.. 七．脊色光下さの ク Cl 0 フィ IL合成は、 St>{)er~ /C.IYI.._ S&C. 

程 Ifll) 光r"さ、飽和する弱光反応さある。

令回弁々は、手 色 光 荊 照 射 に よ り し 益 1l::L だ夕 Iヽ‘'コ 堵羞細胞名、暗中おるいは遵

a の忙5"の赤色忙下へと光呆件を弯たたときのク 0 0 フィ Iしfの を 化 玄 検 討 し E。

暗中及び強光の未邑光く4.300 e~心 sec:, 下さ中、ク 0 0 フィル量の著しい疸下が認

められ左。 これに対 L.. z、 i3也の赤色光 (1,0ooe勺心sec以下）下では顕寿な低下は

認められなガった。 この甜果は、脊色光前照計後では、夕 Iゞ ュ培羹繹胞の 7 D O 7 

ィル含校に屯脊 e光とともに弱光の赤色光を有効さ肉ること玄示す．

次に 、 ニ1/t..5青色光及ぶ赤色光の作甲部位を柊討し左。 一般 に 尤 等 植 物 の 緑 化

過程は 、 ク0 0 7 ィ Iレの前』E体 Protochlo 1-o p叫1/ide(Pchlide；昔色光・赤色光吸収色棄）

の光定項（星元）によっ 2雑 I}、 .::の過程の光受宿偽は Pchl;de 且阜さホることが‘

知られ 2 ~\る． 9 I¥‘ コ` 培養閥胞中 I二は Peklide-630 (F、33；ケイ光ス 1¥07 卜（しのビー

ク 633n")が存在し、令色光熊射 i.::.よ Il Chllide -6り6(F683) への茫変楼が認められた。

また、この PehliJ.eの 青色光索母は S-oo吋 /c111"sec程 席 の 弱 光 で 飽 和 し た 。 こ 知 対

し赤色光の場合、濱光の赤色光（ ~.ooo e~/c.1112- ,ec) 下さは光袈項中起らす、 し力` 毛

Pclilid.eか`ぅ肖失し左。 し令‘し、 100 e卜i1匹• sec 近辺の弱光の赤色光下さ、ば光安母か‘ 認め

られだ。 これらの Mf阜牛、 Pchlide<1) 光委坦に対.L-<淮光の赤色光は 1'Jl字効果玄持っ

二とを示す。従っ z、 ク Iヽ`9.:,. 培羞 1ti1B吃の綽化が 未邑 忙下 さ遣 行し なし1理由の一つ I二、

Pch1;deの光唆捲に対す 3未 色 光 1二よる姐害勅果が考えられる． しかし、 Pchlideの光

安喚が 十`分起る 3る光の赤色光 (200ー800吋 '”‘sec.) 下さ‘之ク 0 0 7ィルの蓄肴、 UPち

紬化 1古起らな介った 。 以 上 の こ と 介 ら 、 夕 Iヽ‘‘ュ堵董細胆の，琺．化過程ば、rくと毛、

Pehl；心と青色光受容色岳の 2 つの色秦系の制御玄~ rtる毛のと考えられる。

文 l：：、浪光の赤 色 忙 照 射 tこより、だ全 1こ Pchli<ie.玄哨失ミせた 1細 胞 之 用 II 2 、と

の再生 過 程 と 検 討 することにより、青邑光厄杏色素系の低主さ輝べ‘た。 Pchl,d.eの免

全 な 国復ば、手と光照射 (18)により起った。 二れに対 L.. 2.、 8音中で‘の Pchl,d.eの五

生す 、 子色光下さ• 生成 L た量の 1る程度さあ 7 E。 李t、 祁光の赤色光照射さのゑ．

生屯、 8音中の場名と同程度さ、あった。 二のことから、舟色忙下 (18) さ、の Pchlid.e-

630の礎詰能は、暗中及び‘ボ色光下の場合の 3倍毛忠<.‘手色光 r.t Pchl;d.e.. -630の洪

15合，：：村要約で‘あり、赤色光ばこの系 1=n;無ちhさある二とが魂認さ九た。
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3A-13 棒藻 8cり “cle泣也，＂ r-アミ t L-7" 1/ ;_畷生今成の光他存

炉
大瑛含美子・長谷栄二凍大、元微石）

ー殺1：：紹藻で‘'は暗中て｀＇生育中にも可成 1) のクロロ万！レが生成ざれる。 一方 Sca成

翁 tl¥.l,(,S叫秤巫S 咲稟竹‘Cも A／の 30°c五晴生育て｀‘はクロ v万 iし令戒ガI'抑えられ．藁

色菜竹‘か‘碍ぅ“、光照射によってクロロ万（レ令版系ガI'砺年される。 りロロ 7-fIレ生令

成の希駆イ存 5ーアミ lレ7'’') ン酸(ALA)生成活性 1本l0況 H d) レブリン崚存在下 -z;'蓄積す

“団を ~l灸することによって求めた。

1)穿生株と変稟4ヰ‘C-2A' の ALA 生令成の光I~存（は一生昔の休止した晴培養野生株

扱伸 1~-ti を当 1... るユとによって生じ＇た ALA 今成弔性 It 、社が’略碕行後も可成りの時

肉持綬方るが'̀ c“̀‘̀1註昧衿行後直方にALAの蕎唸 1本止つてし手う。 その f月に 1司1

に示し t-::tぅに 7"ロトクロロ万しの蕉程が古こる。 3、3す・訊-2"示乞光て'‘ALA令成 1本

繰 住 し、その信励戎長は終0,6tZ>〉61み 679 ?t.処 t‘ある。 また睛培峯した c-ZA1 l::. 

は 7゚ ロトり口口 7.fl,L., -j I布在し、 暗中て` ｀ O'l I吼 HALA*-'加 -i"その萬棧（し舟 t (.哨大し

た。一方野生株,:,''（い睛袴行によって 70ロトクロロ巧，レ〇喜積 I本お‘こうなかった。 ::. 

れうの舘采かう C-2A'""t.，＇は咋中で ’'7° 口 r'7ロロ 7,rU...-をクロロ亥しl"-逗元する係ガ1次

投してしIるため暗衿行に Kつて喜積して←る 7012. トりに口 7ィ‘しか'ALA令成を柏剣し

て U るここか＂稚足される。

2)ALA 令成季性のサ乎ーー暗培廉し右野生株l二 0,5W• 況—Z, I)舟乞光を烹術りみと

約 ]O/lt-の裕導雄を古‘91てAlA令成活性が桑現する。 ：：：の遥祖1本テいスタマイしン A,

6̀'f 4 Iレ70リン、ク 0 五 7エニコー iし、 シグロヘキシミト玲加 c，'胆宅ざ屯． 枚峻．

t-=--ん匂復住成と袢ぅ過程て｀ あ`る:::..とを示す．促原茶床的な生言かぅ含立栄康的生育

への疫キ袋の初期過程が青色光ず伶棧Pさct{..-c.,,るとし）ぅ現象 1本緑藻にびろく見られる

ものずある。

Incident light : 435nm 

L-L 

2

ー

aouausa,on11 
a＞二
e
＿o
u

6゚ 

孔
';
'
’
~

□

6.5 

D (10min)-L D (20min) -L 

7 6 6.5 7 6 

Wavelength (x102nm) 

65 76 6.5 7
 

瑾衿行によう 7° ロ

亥 9しの地光スヘ゜グトしを、

o廷 g呼 sc-2A1(L) 

固 1.

は

卜りロロ巧しd)蔦積。 レ4起光 ≪35九処の 70ロトクロロ

10況 H のし 7"1）ン敵存在下て"30か照射し tSa四 4U況

と咋中 10ノ zo,J/.0 1/r役の嗅竹‘の差スヘ゜クト 1しと L て釈録．
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3A-14 董印細胞 700 卜 7° ラストの光合成丸性に及ぼす亜虚酸イ

オ ン の影響

。神 剛）釦届知朗（国立公磨研／虹物環吃）

ニ暇化イオウ (.s0.1.） I：：植物葉 t晨藤する と 、 た だ ら 1::.co.Lの吸収速匁ぶ我少 l

,Jじめ 、 SO).. t除くこ卸分的にあるい＼な完全 1.:.回復す 3。 SD]..＼こ気孔t閉じゴセる

ことが、知られてりるが 、気丸閉鎖だ す`で` CO.z.Q'I吸収速J度の恭少（国復）と説咽すぅ

こと 1i 困難 -c· あった。この SOュによ~ CO2吸収速度の可逆的阻昏，衣 、如よか。の奥

駿かう 応 BPcarbox双asし I＝ナ、Tずる拮坑祖唐が爽体て、｀ある乙方えゥハた．一方．碓吻

産1：：吸収ういた紅OJ..｀よ、隻亜琉蔽あるい、さ亜流綜イオン (HSOJ-J so]') にな J ぶ，

so 1.晨葬産中に 1まこれらのイオンは｛まとんビ‘祖出 3 れず、、主に硫酷ィオンの形で苔

項 L て、，る．これ lさ豆坑結 Aオ｀ハ＜酸ALされぐす<.;且＇」定ぶ困難 rir~ ぬて•もあぅぶ｀

so2ぷ亜流酸イオ ン 0)形で｀葉緑体、内まて｀‘到達してり;ゎヽどうか面訊月とりた＂かセう。

したが‘って、 SO2暴蕗葉中 t‘｀亜えた峠イオンカ'RuBP ca.rl:>oxバ“しを 1昔坑的に阻磨 lてし1

3ヵヽビうかも釦llて＂ある．

坂々 ,;J.'...t.言この CO2.咬収及び困走に対す 3 SO2 の影窄と茄べ• 3目的て．、気 :}Lの

咽で ．紐 祀 壁 で の亜虚蘇ィオ ンの 蘇 4し等＾閑趨を除く、、 t..カ¥‘て`` 3 37° ロ I-7° 7ス

トを打科 Iこ逗ん r：：い。え～研究て‘ Ìぶ、ます・・亜庶勇イオンバ99頂々の条件下て‘`7° ロトフ゜うス

ト ＾ 光合成に皮 ,tす影堺＇と謡べ た`とこう．低 rH下 t̀‘ 亜Eを蘇ィオンによる先合成阻告

“”に起こ 3、、こぶゎかったのて｀報告オる。

（ 材料こ方法）目然む品室ビ、／ラてメ（凶屯 半 竿L.c.¥J`otaゃ応）を 5-8過閑栽培

し．兒全に展閉 L た葉か 57° ロト 7° ラストを単雄 Lに。また一部の実験 -i:・,a,．レタ

ス (Lacナuca至呈L.vu.r. Roma.i-.,e.) から得た 70ロト 70ラストも伎用 lた。単紅,;席

法に従い．酵柔的に行：フた。収率＜，ょ環境条件：によ＇）かな＇）変転す j. 得られた不オ秤

のうら ． 光合A澪性が｀ 70-/2oμmo釦 02e函叫／， 改 私 の も の と 用 い た 。 酸 素 発 生 ，

1+'co2国定 1よ、 直常 0-6はマニ/..- Iレ1 S-Omは 1- リシン， /.,,,,1-1EDTA, /O,,.,AfNaHC01 

(pH &o)溶波中て.fテフた。 9覚拌，1．7° ロト 7° 7 ズトっヽ、フぶ｀れないよう低速ざ行った。

（緑 果） 7° ロトアラズトと 2.....H. 免琉酸イオ ンの入った袴々の pH落茨中て・ o°d

にて 1分 fa;4 ン キュベート L. pH知．0 ，二「；るよう卜 I/ シンぅ落液£加えて酸素杞生をう炉j

定 し た と こう ．pH6. 5'以下て毅索発生湮尺の急 漱はほ Fり＼‘みられた。せこて“pHS'.Dと

邸逗び、亜迂鰈イオン ぷ 酋 姿 苓 発 生 に 反 ぼ す 影ずについて詞ベ・た。 pH5、o t.",;i. 1.... M 

て70%, /0,,._は t.'30-1/-0%まて鰈荏発生速度 1 氏下すシカ<. p⑬ 0 t... Iよ10m兄｛蹂％

とほとんとぃ阻序 3 れな か フ た。＇を o.I. 困走にフいても同様 0)p.ii脊ぷみられた。この pH

$'.Oて斗られ 3較素発生の阻与，....亜迂疲イオ ン迩理後洗浄 L -C屯 1回復セか 、 iた亜

店 鯰 イオ ／` こ，， ンキ ュ ベ ー ト す ぅ 峙 閉 t2秒まて嶋`請めても 、狂且名率 11変わら「Jb¥っ

た。心撃03 t ff¥いて pH叫衣俗した 70ロトフ゜うズトヘの亜妹荻イオ ン のとリこみど

詞べたとこう 、pH低下 に 伴 い い 紅 衷 イ オ ンのとリ込サが屯加した。

以 .J:..の手舌条にもとブ｀いて｀亜庶絞イオン 1：：ょう光合戌活性の阻磨 Iニフいて方魚’

すa.
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3A-15 グリコー）レ酸酸化認予．I-::よる緑麦フ°ロトプラストの

Intactnessの測定

R必4 Doよ， ol面村酔夫，赤沢 免（右文・農・主化帖御）

プロトフ°ラスト Id句ー弁と l て取．リ坂ぃうる 1ての項吻っ林々な研免に用い

クれてい)).啜者ら 1J え k 紐肴 7• ロトアラストが必令八研気．主サ玉様成オ Iレガネ
ラの /jr-~ I~ 有痢 fJ 会であるこヒを明らヤ｀ 1てし 1て．これらの研丸において Id.言可製 l

Tて7° 口 I-7• ラス 1- の血tad"ness 11ゞ宦卑 TJ 因ざと r,l る。従来 、 7• O f-アラスト，，呼吸

沿注 ．兄令奴渚｝王が ．そのはad心 SSのキ旨樗 t. I 1 とリぁ咋れていた。 しが L l;f 11ヽ

ら、この母令Iてたられる知見 Idぷ庄と lての叫aあ戌ss0)目ヤといぅ足.f王的 TjO ~と％

ぁリ、謡］製 l7-;, 7• 口 I- 7• ラストの何 1. 9‘•項化をク •J ている 9‘ ヒいっ戻そ的 TJ 切加t函
のう配1定11不可罷で・ゎゥ。本文全て一 13 7° ロトアラストの !Mt這 n紅を史青的 Iて唄’j足すう

指棺 tl 1. J・＇）コー 1レ酸酸化酪手が麻初であクとの耗果をえ 1-:.ので．それと報告す

る。

7゚口 1-7° ラス I-l:l芥ウレンソウ揖煮 o‘ ら二役布法で祠裂 lた．最終フ°ロトアラ

スト燻;に 1.l 50 ~ /00”'必scoュ／m3凶／加の尤令Acoょ且足沿｝王 I /(J-----.]O”'心 0.,

勺凶／hrの呼 9む印を保将していら．

シリコンオイ Iレ逗、1¥:;法 1-::J'リ` グリコー Iレ酸のプロトアラストヘの立し追註酪祈

l 1~ 括果 ． pH 7 - 2 では少 TJ くヒも 20 分関 、 7・ロト 7• ラストヘのク‘. Jコー Iレ醸の取

1) A d"t Id禎兼？れTdn‘, 1て．団に元すように 、 7• ロト 7• ラズト苓疫にグリコー lレ酸
を和cl1口晶合、紋和反収の速加夕‘"揉められ?. この各叶千？・ Id }.')コー Iレ威の 7•

ロトアラストヘの月1)込み 13械翔．3 れ 16-いので＼この郡頃r吸収の噌POI3揚潟，とうプ

1-: 7• ロトアラストに由来 1 る 7｀ リコー Iレ蔑菓化碍麦の作用 lてようと運降3 れる．反
応た中の全 7"＇)コー lレ酸裟化酪麦:もi113 トリト ン x-100(0.I'/,) n添加 lてよ）浄l足す

るこヒがで3クのて＼増i島とうう 7：：アロトアラ 1、卜の与’j令 (A1) 13 ；又式に牙．ゴよる。

叶

A = ___:_:_____::_: X I O O (7,) 
V,ーU.. ク"')コー，レ或酸(t酵嚢 11q_ 尺 1i酪希 1 •あ'.) . 7• 

▽ュー広 ロI-アラスト房砕夜t4°cて保召し 7：：弔合．3

O,lfi四

”e”“mam 

pH7,1 

，,＼↓ i()以 ,oillrhnわ 09

戸↓’”’

， 
Time (m;n) 

日閉 11)可惑生珪の矢 うも93みられ TJい。本法を用いて

祠製 しTて可、ウレンソウ 7.p トアラスト IJ) WI,ねあ1むsE別

良1~ と、 7 i・の 7° ロトアラスト炉項fもをうワていら

：しを牙． 1糸甜果がえら w1.,7-:.詞製 I7て70ロト 7゚ ラスト

を4°C.で 1日．暗中で保召 l7-: 1島な、楊iもを ク')1て7.

ロトアラストの争」なI1 20 7, 1：且すぅ． 、、の内今．兄

翌巽微饒に dぅ観餐から Id. 7'ロト 7・ウストの破衷 1l

恥られ7Jいので ．7・ロトアラス 1-の戸杞濱賤 P‘揚も
をうぅて いクものと涯屯胡 3れる．

•X Pr-eseぶ叫d,.ess:

UmV. 4如叫le , Grenoble I F,.ana 
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3A-16 ホウレンソワ素アロ f-7° ラストからミトコンドリアの

単鮨とそ，，＋主慣

。面 11 幹夫， Rし 1)4,• 赤沢免（石尺．稟 ． 主化剃卸）
か呼吸現息 14 グリコー！レ醸．の代情1と烹蒋に閉皇 Lてお J｀ グリコー 1レ酸の代‘壽

K Iコ森吃中の 3 積のオ Iレガ＇えラークロロ 7• クス I- I ハ・-オキシゾーム／ミトコンド

リアーの剛与が報告 3れている。光が反視名を理呼 l7. いくため Iて13...t.記ズ＇レ

1‘・え 79‘-T'）つ-11./雌代魯1に果 1こ＼ていク役早Jの碍 8月a"'';f-可欠であ'.将にグリコ

- lレ豫径訪I1しすう代` 壽fi_,りt1) 才 1レn"えゥ嗅達益に閉 1る知見 l3．兄呼吸現息の厚

訂に粕 tri祖、5-t堤伏すうものと朗月 3れク． L t)̀ l 1i p‘ーら｀ミトコン ,.:・.'.Iア ． Jヽ・

-1キ"'/yシム に Ill)¥'Z. IJ. これらの知見 9‘•13 とんどえられていな V\. 祥言 pヽらミ

トコンドリアで l¥・ - 1キシ‘)ーームn単維訊製法が項立 1てい 1i h ことにその原因が

もとめられ?.今回塚危ら 11 ず・ ウレンソウ環 7• ロトアラストから代｀訃15古拉，，みレミト
コンド・）アを単離網駁し、 ミトコンドリア 1 ：：：ゎ ・ ワ~ 7"＇） シン朕：皮酸反応・，，臨れを訊

み 7-:.のでその参も品し猥す 1ク．

芥ウレンソウ愛 7• ロトアラス/- 11二段階ぅ広 t罰製 l1て．最於 7• ロトプラスト揖
品（約 4吋はII 4 t11I)に抽出液 (0.3且マン＝ 1-ー Iレ， Iml:1 E PT A, o. I 7. BS A. I Om且

MOPS-KPH(pH7,2J, o. 6'/. P VP) ;z,()叫＇を加え、テ 7ロン不毛ジ'T1サ"-E酌 V¥ "l..7. 

ロトアラストぃ壕叔 l1..._,.介旦lゞ lご 5')えら紅 looo3- l叩003 迄殿ゑ介t

P釦品千邑綬をh勾駆追I¥; (!,,ユ9, ¢, ““祈 Pa必り， 0.ヰ“乃精， 9．21

BSA, I(),.,“Hops-KOH(pH7.2)）に侠） 1-:: ．且恥｀ 11 灰必~"-n SW 2s -3 ローターる用い．

Itooomm 3()か痢行な、た。

キ印粛．酪舌和Iの利足 9‘ ら｀ミトコンドリア，，， 701. 11 2り・ば l.P“”り邊，界釦 Iて

回収され 1り 、｀の急分に lo/＼・ーオキンソ'’ーム I Ef<. f チラコイド環の芸し入 11ほとん

渭魚 3炉 Jい・ この .:,i_Iゞ 存：件にわ` いて、 ER とテラコ 4ド腹，Jすン 7りレ層-n.
f~4屯男面並 v-1:.”r..287,凪辺が,tJI流立されZわ｀リ、パーオキジソ‘ーム）3

57.-m.pa必戎琢釦 1液出 3れ1て。 28'， -'I-51 Pa凶吃界面 I浚 ゑ さ れ た ミ ト

コンドリアの比ラ古柑 I;f、 リンコt史を基噴として用い 7-;_渇合、 32/ nmoles()_./，，，，9f”払

／加‘んげ）リ、ジャずイ毛吼をから阜紐訊応れ 1-:.ミトコンド')アと）月社肛の直 t

示した・ 31< tの P/o比， RC比 I]呑々 2. 6, 2.？ という f直P‘ーえ られ、代‘請的

1-: b省i島t っヮてい 13いこし 0‘呵元 1ト K. ：： dJ ：：トコンド＇）ア l°d 7・＇）コー 1レ酸牡蛉

I) /'t釦A10t•あ? 7‘、9シン を茎惰として用いること P‘-t 3ク． そ＂凸令，，，江尤 l笞91

23/””んsOュ／mif”如／叫んであリ、 PO比 ， RCCC.1Jふ々 2,S', 3. I といウ

頃ti`した． ：の経更 1つ？．．）シン，，叱皮醸反応によ） 1六 1 1= NA PH P‘・・ ミI-コンド

リアの電}4云並行で痘t..されクこしと、千、 9箋してい-?.

·X• Prese...t a.d.cl.ress: 

ll.N・v. °b 6-renoble, 如ゅI,le, Fm心

149 



3A-17 ホウレンソウ葉サブ‘7°ロ卜下ラストに応する光合阪沈性

゜汚見託生，点沢 菱 （名大・農、生化営制御）

森度tLE植物葉の葵内細胞の丈祁分 1江液月りでもめられている。液腔n¥`光合杖規

繁代割1：：お＼＼て何等ヵ＼の役割をもっこと 1ま想1象される ITれ℃ も`，どのように闇与し

てし＼る力＼と IIう官態1ま不8月である。近写．種々の植物紐甜からの液胞単難法爪閣奉

されてあ')，液応く穂有樹、酸などの蓄袴 Iこ果す役割 lこ閲 Lて有用な知貝ポ菓楕さ

収つつある。 L n¥ Lこれらの囚i唸Iさ｀りわば｀液脱のもっ静的な役割につ IIての節見

を提供するもので高リ．細胞閃の先繁代困を絵令的に理紹 Lようとする観点7Jヽらす

れば、単器LE液胞E用l¥る楚、験否 E槙版‘す i.tからも、新Eな作業仮誇E埠入す

るミと力げL'要であると未えられる。：：：：のような作葉仮説とえる目的 0)もと 1:::..，れ乳

れれI~ 液胚を含呑な日葉肉繍胞 70 口 I- 70ラストーサフ"70〇卜］°うスト (subptoto-

plast':>)ーと詢製 L、それを通衛 0)70ロト 70ラストのボす光令政党性と tt較棺計す

ること 1::.L E。

打7"'7°ロ卜 70うスト Iな、ホらしン‘)ウ莫肉命1!l腔n＼ら誰製 Lf:. 7° ロト 70うストを

li:J. 1[：：示すような fi'icoll/ Percell step grCtdit.nt によって 40.000X j 1 2時間遠

心するミとによりえらミと力げ＂さる。この糊閑虫の臣理 Iさ、回京 Lたように、油腔

肉顆柑いな n心"tt重の小さ I廣胞と他 0)顆柱 (70口7° ラスト ，ミトコンドリアな

ど）と爪遠Iし内によって緯胞肉 1：：否いて相互分離 L,強Il遠Iしし力のもとで 1な原秘博

睡爪｀＜び爪訊志果、サ7"7°ロト］°ラストと l¥‘干ュオ 7°ラスト (uqcuophsts) I二小か

れると l¥うしのであ託？

酸否電袖法を用 llて，貝n、けの
光合政唸性否よぶ暗母D麟性を測定

L ~とこ~. 7° D卜70ラストとサ 7"

70ロト 70うストにお` ＼lてとく 1こ君 L

↓3 ぃ差 1な萄、あられな 7J¥っ]::.• Lかし．

0 -他st 放射性町丘需逗諒法によっ？豆

● Sllbpro叩叫 氏伺化産吻を銅祈 LEと： 3,両渚

閑1こ否 lするアミ）酸 ．有徳酸なと’'(/)

代射上の者を重 l::..1な睛ら n、1二覧！的な差異ヵゞ諒められた．これら 0)知貝をもとにして、

恙等植物緑弱条阻胞の世合氏州素4ギ謝lこt，いて液胞h＼項ばす役膚Illこついて寺密した＼＼
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3A-18 光釦冠鑓lCht'0mati皿にあ It~ アミ）懃透過碍楕につ I I 

て

佐渡守，浅見純生 ，赤沢桑（紅 ・崖、生化制御）

廷版細菌 Chro叫 9/UI/OJ jlycine 透過を調べ` ．それm'能動輸送によって行なわ

れてし＼らことを明らかにした肉駿特集 lこっ II て籾侍す~.
(I) ~皿の 1トc- 9が'ne遠過は光によフて促追されて，ミの明茶件下に応乃

7 ミ）酸透過 1古睡結合性 ATPase の祖~t.l VCCD Iこよ，てぱ阻皆ざれなり（すれt"も，

Cyc(;cぇleC,tmn砂 spol"tの阻虹IHOQNO 1こよ＞て F且害された．呑た lia.2.Sの添加

咋依知的c;ne透過を促進した．一方．暗各件下に寄 Ii~ 兄的cJne の近過 1な
DCC.Dによって阻壱された加励2S （な効見を示ざなかった。 p咽on;onop如re.liCCP 

ば 8月暗両知件にボける叫cineの透過を阻壱した。した犀て ．9りc,＂い速遥 Iな咆

引伝逹石ゃ ATP力D水分留から形板される 7on卜又農度勾配 (AμHりにより駆動され

瑾豹輸送であること訳布唸ざれた。

(2) Ch心 at四 (J)9しyc;ne,透遥につ lIて、その甚質貌和性 (Km1直）と暑丈翰送速度

(Vmax値）を遠II定し、呑た他の了ミ）酸との閑連につ I¥て藷lべ`た。約Cineo透過o

に値は光により浚化しなかった爪｀，光各件下で'(/)Vmax1ま暗条件0)それに比 l丙

旦 4倍丈きぃ値如示した。した力＼＇って， 9如cine..0)透遥を促進するの 1本． ca.n・;e.r(J)

穀和性択光エネ lしギ'-l::..よって文さくなったので（まな< ca.けig を取勘するエネ

lレギ＇ー量が暗条件ぶりも明条件のオ爪＇文きくなるためであると示唸された。 alan;ne

と函;t,e,I本的Clhe0)麟 l遺して持荏的阻害効果をボしたので＇，これら 3種 0)アミ

鵞爪＇伺ーの年ie卜にとて輸送をれて 1＼る毛のと弐えられた。

(3) Chmmati叫9にわけら的Clfle透過Iな， B耶輌各件I：：否 I¥てpH65～訟に至並pH
hゞ みとめられた。さ応温度依存性を誰べ＼睛暗両各件に否ける的c111eCl)透過の遠

性4ヒエネ ILギーほそれ冷Lit.8,200 ca.(／俯olI S,/00 ca.ll 111.0/であ.,た o
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3A-19 ケイ瑾の光合成炭酸固定におよ（ぎ｀れ酸春、濃度の彩響 (2..)

゜鈴木貨策．：青米考子う名）IIイ鉛手 （筑波大•生物）
淡水祖ケイ藻 Niな迅、aru而 r、・ で1さ．光合成℃02.固定実験lこちヽヽて、初期祖物

I::. LてPGAが検出され、短峙闇のうちに主 1こ痘）コ酸からオリゴ｀半唐（和3ヴIしカ

---）ヘビてぶ哀｝込．主れてヽ くヽ。 これに対して． マス 1ヽ ・ラギ‘巧現む炉J=--コ洒俊への取

｀）込ふ lさ比較的少なく、初期産物的な和 I~示さ~\ヽ。これ 5 のことから叙五 Iさ．

せ竺五五介ゞ甚本的に 1さC3型の光合成寮素イ粒洒む行な..,てヽヽるモのと考えて、、つ。

ー級に C迫物で‘Iさ．酸森による光合成朕酸固定の阻害（ワー ILプ IL--ワ・効果）がよ

られつ。 しか L、凶 m廿neれ` で1さ ワー IL フ‘•Iしワ効果 lさふ 5 れず、介‘えって酸案 1 こ

よって朕酸固定 1古促進されだ。このとき束酸固定の I'fターンI~茎本的に 1さ変化がふ

られず、 グリコー Iレ酸、セ＇）―---。グ＇）シンヘの “Cの取＇）込おも＼王とんどょられなか

ったこヒ1さ．いききでに報告 Lた。

Mi炉actiiょ Oko.be(1'17 6) 1さヲ之藁nA四吼sti5皿紬四ーなどにおいて ．醗伝

による光合成授酸固定の露か、あうれることt糊告 tて、ヽる。 A”‘・糾 a応 の 過 合

も、凶 ru炉厄ri の場合ヒ非掌1こよく似た相洗目を子、 Lてぢ）、酸蒸によるイ足進ぅ項

楳な哺区による可能性ガゞ大き） I。 Lう‘l、A叫 ulonゞ においても、 この碇逢lこ対す

る十分な説甲Iさ芯されていなヽヽ。

今回 1さ．凶． m仇€れ．にお 1↑る．酸表の光合成戌酸固定仮進劾果の紐明の令がかり

も1号るために行如セヽヽくつかのサーベイ茉致：の租澤、につヽヽて粒告すも。

ぎず 、二の効果の再現性1-:..つヽヽて検封t行なっセボ｀‘＇℃ら国泡実験に用ヽ、セ細胞

の堵誉曰薮 (b~21日）、国定祀表喝の大中点酸灌浚 (033mM~30mMHem)．

安瞭峙の水湿 ('.20~26°c) なピのちがいにかかわらす‘ヽ藉支荏 1-:..~ る楳酸固定の促進

りゞふられた。~ l 1.促進の大きヽヽヒきに 1さ、喧呑頴相下の 3倍迎ヽ値を示 lセ。

RuBP力 Iしボヤシラーセ‘万合1生の酸索による阻言を調べっために、望素ぽ、ぴ酸春気

桓下で‘、 pH7.'8、43mM ては 10mMHCD3 t‘‘ ぅ各件で活姓t測定 lだ。その鈷

栗、 20mMHC03で 1さ酸春気桓下ぞ望吝気相下に対 Lて約l0°1．の阻官て京 Lセ(J)1：：

活 L 、+芥Ml--\CO"i て ‘`l埠切0°/• もの大ぎな祖宮ゥゞ令られた。 このこと 1さ、応BP

オキシT‘ナーゼミ舌せ主の存在をポ唆 Lてヽ るヽ。

っそ` 1こ、グ‘̀‘)コー Iし痩担者に対すう酸恙の黒ク嘗モ調べつセめに、グ＇）コー 1し酸ナ

守シダ‘ーゼ碍且嗜祥Jであるヒドロぎシピ）ジンメタ:::.-ス lしホ項夜 (HPMS)10心1

咋戸洸合成1+ca固定も行なわセ七鈷果酸表濃洩1ゴ砂 Lセさう芍全固定登）こ

対ね HPMS'の祖~Iさあ 5 れず 0%、'2.1%. 100% の各酸素：：／叡溶下て‘、それそれ

約知幻阻害ぷふ 5れセ。きた HPMS処理I辺和ちっ七り‘‘l)コー L酸の苔積 Iさ．

ふ 5れなり‘っ七．

この他．イソニコ千二 IL-ヒドラづド (INH)なビ 、ヽ くつう‘の咀営脊¥Iこつ Iヽ 7も

その祝渫て調ベセヵヽ、国ぽな彩智 Iお令 5れ存かっセ。

玖 J::のように、 これぢの実馬合砂 1;;:酸呑のだ合成危酸困定に対式つ促痣効果て途t
咀すっセIt"(1)総唄1さ得 i.,-れながっセ。目下． さ5に群紺な検計t行なって 1)る。
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3A-20 光独立栄和招饂吃心合氏特社について

゜伍藤文彦西田晃二討，山田康え

（京大蓮蔑化，＊金夫た理生物）

培養細胞ぱ源恥口条件下で培養さ山ている。緯化免養細吃も通唸it音地に熾原

を要求する（以下この細胞と photornlxotrophlc緑化t告養細吃略して mixotrophic細吃

と呼ぶ')。一方 ．CO2を富化0し曲当な光強度下で地養すること 1こよリ mtxotrophic細

吃のあるものI'd光狸立栄湊詞：：生育することが＇できる． mixotmphic純旧吃毛光合成

志生を示すが＇＼屹のエネルキ 11-；原，股索ぅ原しさ虹：：：；勘Dした碗1：：よっていると兎われ

る。貪，光独立党着培養細胞1切光合成によってエネ Iしギ＇ー，炭素を得ている。

m1xotrophic.，光袖立栄着t告養細胞はこのような栄養l知過ぃともっている。一方，

蜘 陀1玲叫2分裂b¥"箆時起ているかどう力＼という点で緑葉要肉細賂と IJ困なっ

た生理」だ態にあると危えられる。そこでこれら mixotrophic1 光独立栄養緑化培養

細吃に応tる代祗「特恥 8月らかにする目的でい光合成特注，特lこ光合成立刀腹

祓醒系噂討と行なった．

sucrose 3 %を含む L,S釦豆’'甘目所下培養した勺 I¥＂J(Nicotiana旱四m var, 

涵msun)尽エニ＼ンダ (Cy且謳茎叫逸庄兵しink)mixoTrophic細胞ヒ sue.roseを含ま

呈 L,St紅地.t.CO2I%¥こ富化した空気を通気し 8酎所下土告養した光独立党姜tを養細

吃、み々約 IOOmg E.リン酸 buHer (pH⑱)に懸濁し 28°c,3oooolu噂 8月下 NaH1't03

（最終環度 1，芦M)却 D後の炭酸固史の lぐ9ーンを追肱した。丙応を E+oH で停止

したイ俊 80匁209o EtOHど袖出し， この E江OH可容l屯画分の屹山柁｀れの固定危物I¥の

敗込を 2こ笈元八°-l¥° ーワロマトグラフィて＂令確定是した。

mixotrophic，光独立栄蒼細吃とも B財所下てし甘着所下よリ詞gめて喜ぃ 14(,0.2固定を

和した。この時の初胆艇酷固戻産物をみると 10日恥固定で P紐,su~o.r phosphates 

ととも1こ扁ぃリンゴ酸への月1込みが認められた。 PG-A,sugo.r pnospnate.sへの蔽込

＼す硝明しともに飽和し、／ぢ Sue.roseへの蓄翡が認められた。これらの純畏がら緑化

培知証名にあいてもカルビ ン回誅が'i乍転していると剃勘された。一方 l) ンゴ酸への

恥込み 1項 j定活剛内直純的 1こ埒加した。 5分後の E+oH可箸I屯五分中に 5めるリ‘/

ゴ該への取込み IJm,xotroj:Jh1c細胞 2q%，光独立受養紬吃 15％こ`＇あ＇）遥常 0) C3 

誼物緑要中に応tる固定ょ 1)Iまるか lこ危ぃi直を示した。蹄所下にお1tる舟蕊固定の

初胆産物の大音砂汀リ ンゴ＇酸であったが明所下のリンゴ＇該八の固定昔 C7¥ 2 5o/o (t1'1 ¥ XO-

trophic紬吃） J //％（光独立栄菱細陀）であリ，韮所下で叶恥リンゴ酸A の片CO)

取込討を説眼することはできなかった。 このこと 1;t:) I¥’'コ細l!3月名のみ店らず工二、ンダ＇

細紀にあいても認めら屯た。

狐上の結果胆所下緑化培養細吃においてぱえっの炭酸固定糸が慟ぃていること

霞咳された。喪酸固定 1：：胴与する酪素三和譴I」定を行ったところ RuB P c.o.rbcxy-

l.o..se. Iこにヒし放倍裔ぃ PEPCl咋oxylase の吃立を認めた。 2つの炭酸固定糸の 1つId°

応 BPco.rboxy lase と力 ILビン国路による固定条 I 1也の 1つ1otPEP c.o.r-b。xy¥Q.seI：：： 

よる C1-C3 carboxy|ation糸が作勤 lているものと判断さふた。
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3A-21 高呼穏内史沼Iナ砂恥よる NADがらNA虎へ，，凌

禄
淑蔽冠、 9田和月~€r.E.Eよ…ぶ （東大 ・応醐

効Aスコンシン大）

蜘祖レ虹叫ふ亨l没丸紅和すに NAt) 恥‘NA 呼,~没祓する:::.と h'，‘
匂小て＼） 7.;i.表立、森匹こA釦紅い‘CM訳 CCC?+:;;ど‘l：：：さって饂さ
れる：：：パと感射北 k...レて 1な，狂臼嗜虹心籾-{ある二とを叫り h‘ にし

，礼令氏澤穿：：）這心紅マ‘•あな二とを這咋．わ紐い訊凶｀甜ヽ＝と”1 ::::...a 鯰□ 9ぽ｀起這動心｛和~\灯 t‘｀わるの h‘，冷い払叶＾＃炉
ある q パ如姐~ ・('る．

泣疇屯礼ずるの（：：：田幽ふ鱈屯唸，，｀う俵厖＼て｀ふt心す紐い
叡戸 OJ1-:.＼奸釦研濱るのぜ，高鑓術a"t呵逗い．かして
紐 1浚(0A.,,13日か）羨知｀ルを1升¥'た．ずず必＋→愛に応｀戸，克I:よク＝つ千

ン1ミヤ` Jiv才千ドレ入‘IV^ 没‘面を碕‘E．暗Iヤに IR化釘虔知恥立
粁レ，給蛉尋玉）恥って 1 如科げ守l-=-41恥濯 v 1 叩叫直甲
螂 V f-_ ．ミ小かり 0、 I~ Hd.あるいぱ aINNaOHて`●::.コヤンアミドヌクレオ行‘

直心臼 疇謬を冷小冷｀り咋v, M吋戸ウ‘J,．＇）＼加ムを呵ヽ 雑昭和サ
A 9 1) ｀ノり． 、~Iヽよ，てパ咋．叫JLい叫ふよ ')NA'7 硲NA 汀 I洩
釦)::::.立パ吃和咋．｝咋lコカラ幼屯か生でも 1 印森Iミ v-z.NAO→ 
叫 t>Fo訊心む狂．

沢ゃ ， 咋1ヤ t‘•印けハふら 4 す和よっ t, 、l"がし；；知卿砂？トプ＇ラ
スt註靱¥/I 虹珈Iヽよみ NAv一NAVPq、及翁？を 6屯しで． 3戸硝炉．．
紅 vt-1ゎトイうストを，昨‘遵っ口暉訂Vても NAP -➔ NAD?0 豆遣釈い．更\?, 噸ヤ｀［咋咋ト -j~~; ~I 弗I中 t` )..0 ーナイゃ憚
這ふぐることによ，‘)喋啄v, 1 

f 
心如は生、虹這立l̀` 這町する?:N A t; 

→ NAゎpq浚虎心：：：とと見ル咋．

-すI NAゎ→ NADf'6J没衰＼古／虚o丸広いがェ叶 1`7む羽ぃ臼芍t
かり／~'):バ釦虹‘佑成さ小にA 丁アを利困する， NA D ffーゼ I"ー蔀鉗甚了休汲

茄·て｀あると宙史ざ小て＼＼るのて‘• / ::::. 0)屈念碍耶砧今栢を柏ベ・F.、¥＼夷づ b卜づう

スト t;;i..o沖＾戸口冷恥戌&-v,危、和繕り蒻i釦珈遠、）！知示ば、ミトコ` ／

和）了／ 、べ I v' 牙ヤシ、j‘一＾ゎ心が可戎tt 否今1吟~v, J.f,.}l"f`小の後和柑惑蹂素

1/今打ぽ池v E. NAbヤナ→ゼ ＼`i灼衿-ヽ生か炸訟l'v砂す3こと t:.、了咋

・プ叶イクストを釈詞;,.'c.屹ふ外叶屯ケ＼壼飴Ta和知｀`I lo;;: ~17‘) やメ匂ジ
I<‘ 己t叫咄石｀も， NA わギナ-そ‘叶t岱~I咋斥杭す)ことが見少さ小 t-::...
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3A-22 Pyruvate, Pi dikinase(J)沿製にともなう低温不安定性(J)変

勧

。山崎達一1 杉山達夫 （静岡文・農・農iヒ）
Pyruvate, Pi dikinase（以下略してdikinase)ば C4ジカ）しポン駿サイク）レの key 

enzyme であり, cold labile enzymeである品ヵ＼‘・知られている。 Dikinase 1J‘"触直する巨

応、(J)Arrheniusplot)よ10°c前後1こ屈曲．屯、記寺ち，この温度lcl冷温惑受性(J)C4植物愛1こ

ついて測定されたた台成速度の Arrheniusplot(J)屈曲点の温窟乙ほぼ同じである。ま

た，％植物(J);令 顆-;r,1注とそれら dikinaseの見かけの cold lability(J)閏に相閲の有る藝

が、 トウモロコジ及びその他の C4植物を用いた実蔵ヵ＼ら示唆されている。そこで•本
研究1ま．この品種・種間における dikinase の低温不庁定性(J)見かワJ:.{l)遺ぃ力中ば

起因するのかを明らか1こ可る為に打った。

各種のc4植物の種手を30℃で発身さt!1ガラス室でろ週間以上戒音さセ，出穂討

(J)碩物奨を実鰤こ供した．訪素抽出には， MgCl2, EDTA, DTE, pyruvate, ascorbate，を含

む Tris-HCl(pH7.5at0°C)を用い ，PolyclarAT を添加し紐組を磨砕した。ホビ；；ネート

はモヌリン布で口過した後遠心 (40000g 1sec) し、そのJ:.煮H-!.Sephadex-G25 によリげ

）し口逼し．そのタンパク分画を租酵素ヒした。酵紫ぅ舌性の測定 1庄既節•(J) 標準法に従

しIPEP carboxylaseとMalatedehydrogenase を共役酋彙とし NADHの滋砂をゥ応m で分允

測定した。祇温不完定性の測定に I~祖認秦液四l（中で予；令した餌駿青こ移し 1 分俊

色 0-time t..し1 以後素む寺的にその一郎を比り活性を測定した。

石の回la、 巨巴琴 maximum から得rこ1且
認素液を氷冷L，刃介後の dikinaseの成存祖

対活世 (o ）ヒその月の平均貝温（●)をアロ

咋したものである。；氾こ，この低温不安

定性の見かヴ上の遺いが何に起因するのか

を明らかにする為， i氏濯耐性の品い時期に

ある植物がられ酪素液と沿て，誤宕温．祈お

よび DEAE-cellulose クロマトク｀宅デフィー 1こ

ょつて dikinaseの音9分精製き言和汁た。その

結果，左．図1こ示すように，積製が道こにつれて むkinase の低湿鮒性IJ着しく低下し

た。しかし,dikinase活性を含まない分画を酵素標品l：：添加することにぷつてその低

温 19注1a再び回1星した。このこと Iddi-

kinas,f/)低温惑受性を支配する物質か＊祖酪

桑液に存圧することを強く示唆するもの

である。この物貿la鳥こ不屯定であるこ

とが8月らかLなった。これらの笑鼓結果

を述べ‘, dikinase (/)低温惑邑性におlプる

生理的意表について考繋したLl。
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3A-23 l-ウ屯ロコシ葉臼咋 Iし乙ン負リン面屁 矢`ナベ疇

印 l:::丙益<J)盆析

04屯本歪杉山達夭 ⑭卵玖 ・農・農化）

C4：：ノカ）し未ン談サ 19Jし I~~ 1-tるオ、スオ‘:r.J --）レピ）しビン資の 4茫牙統素で• ある
ビルビン貧リン酸ジヤナ---心は細把内で・堵：によるすみ文かな活性詞節tうげる。

咋処1胴礫 hヽ ら雖紐されfぷぅ古迎ジ共ナ..---1:!:'1'<1 血辺土匹 にわ` 11 1もうもふヒ1 れる．

9ゾのう も い 謡 這仕I遣叩係-t・~るが、 r?.. 1-:. i没もし ．かっ床矢0の品J分みhり質が孔滋

化に），)-；；；する。 こ(/)$j分3 杓噛（以I~俊 ． ：：お性化因 3 と言c1) 11 et渓珂嗅ャら抽出さ

れた和和 ジキ ャセを R(!)米も千で・触媒的にうも性化するダンペワであるしとが明

らかに勾？ 1..いる。苓系ら leiこ介海出ヒ因令の料）分坐貨髪しこれが付糾姜する反応の祖

培t知未とする省いい説みた．

危担土戌ナーせ雌舷反1-:.屁 l．魂処和臼モロつジ産令ヽら巣饂直蜆 L1:::.い(!)

'1 #J l Iた。ぅ合出I:::.国令臼砂知虹づ7史のようである。咋知痢 L1-=-l--'?==tロづジ簑租

織臼虞に滋謀 L た．水元ジ｀ :;{....-ト t モ又リンもで•O遥したのち ． Sephadex
G-25 1-:. r＇）切し日過し ．遠 lじ 020 0 9 、 5)~) 外笈、上衣 ti紅娑な恒」 l30--40
0/.§知） した．これ~Blue Oe')(tran Sephorose 4 Bヵぅムじ上‘)アブィ:::.-テ

4 -'J Oマトに、ぶした．ぅ舌性化因含 I4ku .. ：農棧~ o.5t/11,11i石鳶出乞れた。こ

直作囀性化印3-¥cl:ほぼ 100咋虹臼．崎繹知(/)phosphaヤaseおよ

if'aclenyla-¥-e k1 no£e 11徐玄ざ札た．また―...,(!)ようにし1難湘厖れた池印ヒ因3
l~ 4°C c保もすることにより 、1昧明り俊も約qo・/.(/Jうも姓叫船を2れ1いた．

和和ジ キ`ナ/も江和虹ヒ因含 l』 Rt加 Lるじジ;r..-j'..- 也孔滋 1“社を的\~湘如
し、い最火比ぅも性I狂紐下匂鯰した池は到の催に利逹．する。立庭益系t珀 ll

碩 g 洩的憐炸竹ら危紅iジギナ--{!.・・みよびf註診性化五祀の碁埓r-t・ -s,,り、咤和ヒ

印ゎ濱弓砂lジギナ-1?.: · (l\~I賢雑＄素 1:: あるこ℃ n済、成さ孔た． BIue Oextran 
｀出ヒ因$(/l娃ちの森式t泉砂ため 1-:.こ(!¥和祗糸に BIu e Oe)(fron (It blue 
dye峰なである Ciba(.ron Blueで和0し、屹n掘恥飼八:k. せ(/¥娃且．これ

峰牲化反応臼知 租習し ．兄(!¥1雌毬式は危紅ジキナーセ I戸討し'lc.ompe -
紐 ve であり｀ pし1合貨し --t.18'. u n com pefi-¥-i ve 1:・ ~った。さら I~箱々 (!)f\uc.le
o-ti de、および PPしにつ I¥ 1_ も奇印ヒ役益におょ 1念4恣疇逗 t諒 ‘^• 1 みた℃こ 5
ADP. AMPおいび PP印＼ぐつ 111_も蒻窟砕且隠がみられた。＼千表）牝し 1..ADP、
P Pc. (J¥祖炉試 Iむ不ぅ舌斐：：ノ・ぺナ／任し渡泊し1-c..ompeキ沖lve.i:・ :If,った。 ＇ソれらの綽

恥ヽら禾活＃凶ジキす/もに 11nudeo+ideまた 11屹の粒似窃哨ふ往ぷし.い(l)的哨

徊噸和暉玲の森芽屯糾征 tヤJ,"(_ぃし百僻ぱが示遜されも。これら咋珀記述バる

t Y.,もに、苓ヽttil:::反拓のし<みにつ° 1も汚屈したり●

和i化反元り逗莉 Iく な lま•す土｛ヒ令如肌塙
3焦：知Ofl\ 瓦祗 n 効速度 ~l.OO'c. した。 t f←全 nuc.leoヤide(J)
和 芦冦 I~ お叶るう農段＼1 l mM/ ppC I1 t.5 mM で• ある。）

憔効O~ti AfP AMP AOP PPしC-rOPC.DP UDP NAO喝叫WOP刈0閉
~ 100 ¥00 
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3A-24 高続素濃度翫環度和くおける且臨四胆亭 z の

砂 ColaTeの伐謝と狐世の移閏くつ V)て

漏畔硬，号笥毎愛加I乱正三郎 （文骰和大，農化）

且幽皿た3)ゃ絨‘憂組藻 (/)glycolate 磁釦、種々疇、 I, 年）て C3 —植物のそ
れと愛なって V)ろ．前1老lくわ‘げる高絞素濃度 、急尤強度下での glyc叫 teの細胞外

ヘ疇直もその一つである．乙 tf)ような条件下で` ）1 納連されるがycoLate n屎素

紐心合成I<J.って 1固定された虔素てはない）ずすであろ．そこで‘，旦半立逗どこ

の条件和環した喝合の排泄ざれる gL7c心 teの炭素骨膨炭給慮でついマ検討 1た

．志た、•この条件下での、 9 Lyco_Late の＃お世と旦俎位座が応 toeゆ忍r/0t. Iて特って

賛 3Lyc0Lo..te碍鰭系との粗釦紐、I/)V)でも検討 1 た．

呈 匹z,;tタ％ Cらを含も空知這伶(/i／心） （ながら 之,000Iレ

ク又n兄葱射下で 7日闇箔養 lた．細胞と達l叉1,よって集め、）0凡 M'）ン裟緩衝汲

(pH ¢. ？)遺喝 1た．この細胞懸渇液を／00% oz (zo叫り誌汲当たリ 50叫知）、

zo,ooo)しクスの丸照射和＜各呼闇保った使細胞を除いた反戻液中の乳y叫 ateと

伍しK心のち法l＜従って定曼 1た．

5¾ CO"--で生負した互辱匡竿ぼ、反尺闇始俊 y~／0所閏1'』まで廿祁翫対 L直銀
的に砂coLo..te げ虞（た。その量ほ／/~叩9/Iふ//s Iく達 Iた。こればE叫如＼細胞

直重 曼の砂望蟷に 相 当 1 た． 9如 0位te罷世中に 、亘姐竺芭の貯瓜匁糖て、、ある

param)lon, （→9/I咋尋が成bIた。砂coしate詞后p四 mylon匂 麟 立

と盈ち 1く止 9 た． itて、 'J'/oCOz で生~I た恥gLe似t N訊吃03存在下 1て3#r闇光合

恥也細胞肉構成版 介 を 橡 識 Iたfl/00'/.Oz, Z,0,000)しク又1て保っと、 I¢C-glyco峰

叫兜世）で1半ないp幻 -a.my/o"t.盈冷りをが成サ Itて．乙れらの昂戻から 、j:::_記条件下で

ほ、龍虚される糾ッc.o伍teの戻素骨格は pa叫 JLon... Iく由来 1 て万）、今丹＃され fて

砂幻ッlo八の炭素の約ク〇いが排3世された斜光°はたの炭素と「迂っマいると靡出さ

れた。翌） 30か迂 9りco国 e として代謝されたものと思われる。 とこうガ惰LjC.O峰

網詞lくは細吃肉 の鰐i.ne/ sertne1 9Luta叫 te のプー）レの変動lcl全く嘗められ

ず、この条件下での 9厨 olo..teのイ勺祀ほ疑閉視された。そごで罷世の 1迂1忍停.J:.I 

た旦笠竺迅細胞1-::.1-'l/-c-9Ly乙oll<..te を投与し、 )00(o Dz, Z,0,000)レクスえ葱印下での

/4co代闊＼゜ターンをみると 、化消ずされた吃のうち?¢ %IJを0zとなっで放わされ、ア

ミ）酸画IJiへぱほとんど印リ込よれなかフた．

以J::._の争戻から ／00尻OzI Zo,ooo Iレクス？の克葱針下で1d, E以g/€厄 /-J
砂^ 'ClmJLo几 E砂 ¢oLafeに転喚し 、その砂と翡お世， ！／3を叫todLO悩riu滋化 1

た後成戌酸 Iていろものと思われる．なあ，このイ反定された爪it心 on.4riaでの

的 CoL虚蝦化速度は 、別1項逓l]足 1たこの細胞の 9り叫ateイペ謝能ガに見合 うもの

でわた、以上の畢妥に甚づいて、呈紐坐の gly⑫ lafe.イペ謝と光呼唆の直lてつ

V）て t考慮する．

t) Yo koto.., No..ka.n..o),. kita.okQ, A~ric 釦/. C.l¥eれ．，年、 11s-(/7'7f)

z) ~oKoto.., Ntl..k砧 ol Kit邸0ka／ 土釦4年 ，／.2/ (I切 り

3) Yo koto. i- k,ta.oka..、Bioc/2年． J． ，且ヱ， I} 9 （／9四）
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3A-25 ホウレ ン、／ウ（注辿竿上。leraceae, L.）の葉令と光呼吸

手舜懇，超咲東（延世心，樟翠命（ソウル火）／ 山田芳碓（九州大）

There are conflicting arguments on the site and mechanism of co2 evolution in photo-

respiration. According to the results of Zelitch(l972 a,b) and Grodzinski(1976,1979), 

H~O~ produced during oxidation of glycolate by glycolate oxidase oxidizes glycolate 
2 2 

into formate and CO~ which is responsible for photorespiration, and even formate could 
2 

produce CO., by action of catalase in peroxisomes. But Kisaki, et al(l969,1971,1972) and 
2 

Moore(1977) didn't agree with such results, arguing that catalase activity is so high 

that remanant H.,O., is not enough for such oxidation and 2 molecules of glycine formed 
2 2 

by transaminase could produce serine and co2 responsible for photorespiration in mito-

chondria. There is no agreement except the conversion of glycolate to glyoxylate in 

peroxisomes. First of all, mature leaf was usually used for photorespiration studies by 

them. To clarlify the biochemical and physiological change of metabolism depending on 

leaf age we observed photorespiration, ability of CO2 fixation, enzymatic activities in 

peroxisomes, amount of chlorophyll and protein, and ultrastructual changes of cell 

organelles chronologically in spinach leaf. The following results were obtained, 

Photorespiration and the ability of CO., fixation tended to increase steadily with 
2 

growth and decrease with senescence of leaf. While changes in amount of P-glycolate + 

glycolate associated with photorespiration were similar to changes in photorespiration, 

there was no relationship between changes in amount of serine+ glycine and photo-

respiration. Changes in glycolate oxidase and catalase activity in both cell free 

extract and peroxisomal fraction paralled with that in photorespiration. Such a result 

in catalase in intact leaf was confirmed by using electron microscope. Changes in 

ultrastructure of chloroplast and peroxisome tended to associate with CO., fixation, 
2 

enzymatic activities, and photorespiration, However, H2゚2production by glycolate 

oxidase and H.,O., decomposition by catalase seems to be responsible for co., evolution 
2 2 2 

in peroxisomes. Sodium azide known for catalase inhibitor was added to the peroxisomal 

fraction to see the possible role of catalase, in which co2 evolution was 3 times as 

much as control. Such results lead us to suggest that co2 evolution in peroxisome 

depends on both activities of glycolate oxidase and catalase. 
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3A-26 トマト葉におけるリンゴ蕊生芯反応のグ）コール酸によ

る活性化

山内稔・ム田芳雄（九大・懃業化）

C3木直物（こ化合成とおこ十むわ七た場合、低（02.濃哀下ては尺02..よ')MaQ心—
I ~ C の生成割合および量ガ婚加すゐ。本問究 lま、イ~C0.2. 濃衷下て生成が堵加するこ
考之5れわ中f9沢謝物、峠1こグ）コール誌回略中閉体が、 M直aね生威反応と池性化

するので1さ応）力‘こいう予剌のもとにあこばわれた。

同一の同化箱中で、数1国のトマト切断葉I,各種の代謝化合物（各50iwM)を塁散

流によ＇）侠与しつつ、 ''tC.0.2.. を快与した後｀肱伽包— l'fC の生成量と測定した。こ

のこき対照しして、月免イオソ水を侠与した。 Mala共生成量（こ及1ぼす化合物の効果1な

、q-l炉 o/ate. ガ最も大さく、対照の 6~7倍、匁（こ GIyoxyla認 €:rlycemte かう～嘩

ヽErtyc,‘冦、 Se.riV¥e、Pnos松0砂 c.olate.、3-Phosph0砂 cerc.. ie、P)1ruvate、

As印 rtate 、 autamate 、 FructDSe. —/, 6心 phosphateあよび6-lucose lよ3~I4音、

糾 ose-.5-phosphll.te、Al a.m,ヽ咋e.、Fr心わse-6-phospha..比、 MoJ.a.ね、い—Ket浮'“すa r̂te 

およびC;t卜ateI1阻宅作用と示した。

供号lyco/a.te 濃度の培加としも l~Ma如te- ＇”c 生成昼Iさ増加し、／oo,,,,が容液之
供与Lても平野しし tょ力‘7 た。こころが&¥yc.ola.te-1-,~ cかSのMaQa杞ー充生成量

は、 Erlye of o.te-1-'兄濃度好omMの時すて1打遵訛して的、 葉内 l違 ye,olo:t e 

-'兌の勢神が認めら水た。ゆえに、供令した€iiycol a.t eヵ甚陪と Td̀ I) 、 1~ CO2. よ）

Ma如互‘4cの生成曼が増加した t..lな考文 5 れず、 €ri ye o/ a.te.ガMdateの生成反応を

池住化して ll~ °L樺寮されT：：。

そこで①税1オ ン 木 ②Glyしo/4t e.、③q/ycol at-e + M山叩也、④M必 111a認

（約OlllltA、pH5.0) をトマト切断葉（こてい•水供与しつつ、光条件下℃｀ 10 分呵竺．0土
芝供与した。その紅果、 Erlyc.ol ate供与の台莞1こかかわらす、 Maし四ta処理によ）

Ma知ねの生成＼な阻宅され、逆に如；meへ0)14-C l:'...リ込み宮」合か噸加した。

G-1 ycol a.te.供与によ｀）、別の仙仏te生成経路が作転するのて l1tお、嘩条件下でも

作動して 1）わMafa花生成経路(F浮・ 1)が古速化されると推察された。

1午 C.0.2.. 暗固定芝 30分閑あこか遠果、 €rlyしo/ate 供与によリ M叫te への '~c
とリ込み割合lさ増加し、そ如よAsparta.te.t:. Calvin - Glrcolate 

v 
如tama区への／~c ~リ込み割合の浅少によ cycte Glroxylate 

＂ って浦われた。＆lyしo/ate秩合によがい心 ＼ Gl!cine 

＂ 生成量の増加は、船砂 dehydl"o~eMSQ..が‘}舌 PGAく一-Serine 

pし性化されるためこ堆定された。

低 coi}農度下 Cは、光呼吸基知ye.ol ate. ピ02

の生成量這加するといわれ~I)~ 。 Aspartate • OAA —• Cit~ate 
知 olateがイ臥col..}農度下でM心 te生成量之 Glycolate→rH] a-K~toglutarate 

↓ 
増加さセ、旬国に逗元力と洸覇して 1ヽ ちと推 M~late Glulamate 

察された。 Fig.l. Activation of malate synthesis 

by exogeneous glycolate in leaves. 
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38-1 甜供n‘ りの 2,ma ＿ク`` Iレコシダ` ービ`

叫奇紐，鈴祠雄 （島吠、＂落素虹摩灼）
叫： ざき心賓寿り 11M心叫 P砂 迄 厄¢LIB心丑ヵヂ必41』扁する、伍蘭り‘

; & -J‘‘1レコシダーピ‘および＂グ）レコァミラー tt如口ぁゐい I~鉢晶に (z 誌性質を
印 lノ0)履 砂、成プ'‘1レコシク` ’-ピ I魂牲殺粉戸よ＜ i乍用すゐニヒ I

(jj)組出殷粉をマ）レトースヒほぼ同速度輪で分所す砂ーグ‘)しコシダービと）＇`ルコア

ミラーピ・の中閑約な新［ LI クイフ°(7) 酵素ゎ＼→M.¢心平必J ぢよひ•M．心丑氾04呵 b‘5
碍；れた二と，およぴ(iii)必ーグ1レコシダーピゾ ）`レコ 1{ラーピば甚梵特呈性ぉ

よぴ紺 尋l乍月の相達に加え -Z.アミ Pースヵ‘うの遠虹如ァ Jマー型疇l？卜な
＜ a -グ‘1しコシダ｀—ピは必咀であり，グ）しコアミラービで 1ま p型乙＂あり， こ Ol央h‘

ら力区別之＂ぎゐ二となと＂環うが 1:::.. I た。ついでコメ乳寮は掛程子が~ 2,  J が表豆も

やしヤ‘~ 3っ，ユたネ千` ヵ‘5 3つの孔ーグルコシダ‘ーゼをtむt'...l' いずれ噂和）

高咽紐泰枷冷枷性を有すみ二とを認めた．ガ虚の孔ー グルコシダービ lま弟齢b‘

らの必ーおよび` ．p-ァミフービ‘による生成灼マ）レトースを／か所するのが主作用と

寿ぇ 5 わていゐ~\• I l.如鈷界および'./？ 7 3年叶素iによゐ鉗芽、 h‘ うのa-）＂ 

）し•コシク｀｀ーゼ｀ぉ森牲滋米分をマ）レトースよ i) も速ゃが 1＝ フ1＜袢するとの報告 ti'~) 植吟
での翠裔靖←吋砂—グ）レコシダ｀ービ｀の段割を、ヤうに検討すみ J沙要茄あるとガ
ぇ1 本史痣を行なった．

麟および誌某： mm(B必 y+-L．砂乙←ザPで）を／〇累食塩を含

む酢哀緩布戒(pH夕．3)遺式康砕浚，抽土された水酵、朱をば滋およびエダノー）し

心み分別光殺し Mセルロース＂カラムクロマ｝グラフィーおよび＂訓綾月ディスク

電麟知よ‘)対慧／デ｀A スク宦気牙⑥沿早ーな2 つの水酵素(I,I)をi出た。
丙酵素の分チ量はそれぞれ？ 3,0/JO(I) および&0, tJ O O (]T）であった 。酵素(I)

は遠牲紋粉をマ）L--)-ースより速ゃ h‘ にフ暉 lノ jセ方防素(JI.)0)溶牲殺粉に対するオ（

罰月！iマ）レトースに 1,-t.［噂燭・、あった．両桔朱は 5スマ）しトー入力‘りの抗転サ

生年でも非鶯，＝異なり／和素(I)'*d..-I、6-．J’̀）しコシル転秒を｛了なってノ＼゚ ノー

ス，イソマ）レトースを生戒 Iたヵ＼‘'酵素(JI)，“x-I, 4車冠多を行ないマ Jレトトリオー

又を生戒（た．酵素 (I)はアミロースが； a -グJレコースを辺む雄（た．また丙酵素

の横戒＇株ぉ異なり 1 酵希(I)Iサ雑含量 2,7J.z•• 主構成批叶マンノースであった h\•,
酵素(K)噂旺33スて｀‘ /旦疇ヵ＼、グ Jレコー入 Z'• あった。アぐ／酸姐戒｀では J諄
素(I)Ii酵素(][_）に比較し zt l)ン，メチオ＝ ンノナロジンがう〈ノ リジンIJ゚ロ

リシヵ＼、ゲながった。叫直丘よび発芽程子におけ h 両酌索の沿い，前年• Ii酵
素(I)111・酵素(l[)よ ’/i久〈／使か・ば酵素(I)ヵ酵素(1[）よ i)高か った。 以上のよ

i I羞 l'彗紐涜疇お よぴ ｀・ 紐虹 紐など り`＼＂井平に皇なみ 2っ{J)a -）＇・ルコ シ

ダ` ーピヵ＼＂同ー植如加戸存在 I-zいる二と li，本酵素のボむ布生理的役割を方 th上

で地昧昴ぃニヒ乙●` あゐ．
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3B-2 B̂cil l us ”‘'“e ri..... ro s< US 、こ古 It 9 生長と色弐蒐

生 I~ →•>'
国た 喝‘J， 社 1刃史 夫 (U 本区人・生.,.~)

本 西がれ湛性も素（カロ今ノ 4ド）t走生するこピ，ぺ訊 1こ奇内ら 1-:. Iって打し告され

てり： ；）たれ究，ご色 1産主，，意ふ t0月らかにす う こ ヒ を 目 的 と し た ．

37 •c,:'' 板ヒう培苓し直体 t 49 t<.．長分又午 lt¥エそス（0．3%） 1: 1° アトン（／ ％）を含 "i・ 斗

杞 t蓬本＊＇もヒした (s-P呼也）．本薗，1私集性が高く jt!¢に光障 L，，，すヽ）ので集函往

，，汲t号 t生長（薔恥 の 行 坪 ヒ し た ． 菌 体 tメ'/) - Iレ 礼 9K4と、ベンゼンーメグ）一

1レぅ＆康（I:t, v;('）て亀’色¢̀ t桂出した。オんじ浪の弓力見をF^ 叫瓜．極人浪ふ I` ちげう瓜杞え t

士 を青で除して‘｀らかぅ傭で色 t．え生の枯芍、ヒした．

培屯の PH4iのたお It細函紐胞の氏扉i勅 t足峡-f 5.'-1 こで生表，色言．夫生 'I(.

の閲jit紅睛的，： t月へ＂た． rH,l:.、しに ,1.）ヽ ＜っか，，太目がt忍W られた．培尾閉せから約

I峙闇はわずか 1: pH底 下 し (I)、つ、，て"pH,_J:;...t 1 3こヒが｀わか..,た．よず菟干 ..t:..; 

L (2). J 睛閏から r“̀qitにヤ,.,.~心が直 1-t 11 11・・ -良 -t"あった (3)...,、，で貰し、'pH

...t:..埒力‘.t、こった (4)． こ° rH..t.堺 11.20私9§ r.9 1た1t1̀ “ ウ‘Iこた＇）、以 4た五が 1ij様な上早

tみた($'). (I)から（ょ）に 1,＇いて ,t正心にの生．長 J:r、<、（3)に入 3 と兎千の生ふ＊‘-itりら

れた．培足初項月に名• It ; pいら千 It 生ゑ閉柑＾ため＾代‘ 謝切投~ t 1` てヒ恵われる．（令）

(;“ると生及炉雀ん 1：几り、（令）終刻 10 生ゑ It長た 1こ立した。 (l) →ヽら (4)}JJ事』の色 1、え

生そ心わイし力‘で名＇）、この相間中 1よl£ -定 "'t→ t..,1<.. (4)になブて 2,3叶閏且過 L て

t‘ ら色 i走生 11算し＜ふ:.,た。 8-P9ふ丸に酢剪プト）ウム t；広加すると (A培兌）生

ゑ I1 硝大 L 色丈危生 ,t. 屯 I• 位下した．准化プトリウムの啜令 (N~ 丸）に 1ス伍~ Iょ汲‘じ‘

色1、え生 Itふ i1 た． 3た B-Pクi丸， A 培丸＊よサ"N*元 -i・ pH -生長関ぼ t み｀ヒ

が•t 力‘ら代 ',0 ，，足国で、 pH 9.0がら社 '“1迂で生長 11..J..久し 1t,) 色f、A生，、北ふ 1G な

った。 1たって ． 色庚庄生 1: 先行して弁ヽa生長がt̀ ：：')、 1， ， 紅 果 炉 再 人 斗 が み ら れ

う＾ '1"わうう． A ク}tC I: tヽヽ ）て 生 ゑ 噌 ;:._,t~られう 1I トヒ＂ も、ヤ分な °t 間いi'過、＾ “L

にも 8-P培免の場令に比べ｀色床先生そ心少なヽ,. 't：で色項表生 11必すしも屯乃i主

ゑ 直 仕の一環ヒして生起す｝過紅で，ヽな、，と忠われぅ．

本硲にう11 3e．知代（ヽr.C、3分） ＾影埠｀ t 堪甚ふ樟,:っヽJ て狙べ｀た。 U) から (3）で9 • 49

ら入た蔭 Aみに 1-t,熟、尺環4とに生脊万仇な t ~,1. なか..,た. （'I-）にな＇）色裏．ゑ生＃項しく

な ld手，f. . からえ I: 凡ケ昧店9 位過し色｛が•一え号次 J:... 9｝紋さたるヒ I1 し・りてだ．処可1L

に生肴可＇となもの勺可られた．兒筏社 I庄心色 tそ＂ク檜わ I:.~た勺て，しま，た．＊茄，ニ

よ＇）角生づれうこんら 0) 色及，1.n~ 杓して‘‘ # }から ． 紅龍内，，，枝桟逢 I'局丘す lと考

L られ 3 ．恐らく色{令号の嗜加とヒもに 、 Oi嘱迫り正樟成 -t,•·· j基 “K, L てi，，起され、

tら1令定，，楕迂ャつ出現ィ｝ t 愁抵如バ i貧1号1)：：と 1こr、ろ，，，で＂ヵぅぅ．

..):... IC 庄べた本珀，，生ゑ過俎，1 こに iでに知られでヽ） 3 Ba ci Ll吋ん紐函，， iし千 Ifク

杖過柱し，1刀L く渓な っ て i;・,) ．本菌＂粘祁．坑姓、ナ t.'・ If) よ う な 様 遣 1:. 由森すうのか

現丘＂とこうチ吼で力 3. : t--色禾寿生＾哨大ヒヒも、：、割ぶされう色素，，特親も

~ it.レて,,るこヒザ‘aゎ+‘..,た。 こからの点． 1:..., ヽ ） て は 現 在 枚 柑 中 で tろ．

1) 呑内 1 衿頃ら 生化＇t,丑， Iso (r,‘‘)，丑，？ク双 I96f)J 社1”‘um)1 位，外ヽ (199勾
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38-3 '/ Iゞ コ属植物のも茸が分郊するテ，レペン化合物

点‘生『求， 191鳥伸月 （専免 ・年拭）

7,＼‘コの葉 9-::.1す小さな毛（毛芽）が滋生してお＇） ，葉が生長・成懃する 1：：：つれ

てこの毛茸の先錨 1：：：樹脂が分戎 Lてくる． El本で栽培して、ヽる 71¥'コ(Nicol匹 a.

lo..bQ.cu.m) 1-i＼ヽつ‘'れもこの分翠物の主成分ガ‘Dwo.triened,olという Ma.⑳ q心祉erpene

て‘• あ＇）｝これ 1す 7,\‘ コ 1：：：：特果詞：：含まれゐ成分て＼あるとされて、ヽん。夕 I\｀ コ属植物
(~enu.s 心t匹a.) は 65種ぁフて，＼ヽす｀れもその戎以二卵器閏：： I古毛芽が生えてお＇）、

呈的な差 Iさあるガ 、＼ヽずれも樹脂を令泣＇することガ知られている．そこて‘` これらの

樹脂成令も検索し、 N辿 acumがどのように Lて以叫rienediolを生成する能力をもつ lこ

至ったガを知るため l 以下の実験を行rJった。

定験‘方去

1 Iゞ コ屁植吻50佳と世界ふ地で局部的 Iこ栽埓されて、ヽる在来品校 l5種を温窒て'‘

栽培し 、各廷物の閉花桔'<葉と収穫した。収穫葉（如．叫．50-100,)をその約 10倍量の

クロロホ lレムに 30秒向喝積して葉面，く存在する脂蔭を抽出した。抽出液 Iさwh叫；mm

I p,s；戸紙て＇‘不溶物および水分を除去したのち｀ 45°c以 fで‘痕圧濃縮 L、介村 1こ1共す

るきでー 2o•e, て＂ィ呆屁した。分析喝主. IこErL C (OV Io I, 3叫 l56-290℃,6°C/m¥n, N• 

70以／加‘^）て あ`‘こr6ヽ ヽ、試料I古燕処理およ 1J..JBしゎlbom叫；e 処捏したものを用 ＼咲 た。

ピー 71古qC-MSて‘碩認した． lむ名：：応じシリカ T‘ルカラム（名exane→ 30知 珈 仏 恥 →

Q恥）て‘紐介臨した画分を q-LCて`、分杓した。精繁した物嶺 1さNHRて` 虚認した。

結果と汚寮

日本て‘'栽培さ札ている N．坤血mの品桂（黄色種： B1,Corker, MC V呼虹；日本麟租

7ぼ．松 111 ．だ‘狂，白逗州；バーし—~)1-J:" ＼ヽつ‘‘れも d、•terpe.ne として 1ざ <::J.. と住 D1Avぬ池4叫のみと

含むもので‘あった。 し力‘し外国圧来権の中 1こ1-;l.7‘・ラジ 1レの凸以Kね ，卜lしコ橙の

So..1t1s1.1-n,.3ーロッパの NFT, Beryer./J.C -r［と‘'のように Du.va.trien叫olととも 1こう 7̀'ク`、 シ

辰d,・lerpene,cis - A如n~ を含んで、ヽる品種もあった。 N． ねbac血湛クト (/)1 /¥コ瓜植物て‘̀

D咄vatviened;ol を含む栓，古 N.sylvestv-iS(lJみて｀、あ？た．ラブダン系化合物IすPm、'屯la.ね．節

I：：尻する 7種のうち N.b四 avふ；と N.raimo砒•i 紅ひ'•Tome心saど詐に含まれる 5 梗 I：：

のみ含まれ 、他の節に厖する桂 I二 lす含まれて、 rヽJヵ‘9 た。 N.t心ac匹 1-t-Nsyvedris 

とTome社o.sa.e舒の、＞す` ‘れヵ‘の種がが 1すあわさって祀生したとされているのて‘’． この

符の種をさ＇）詳細, -::言目べてみると ，/V.~／心nosa 1本 SC如eolと rna.noolを含みN．必p如 a

1°3-I否とんど分咄物を生応せず． N．七m函 os;f-。v-misは cis-Abief'Jolを含んて‘` ¥〉た。

“setcheIIiとN.知-叩i、'の d:tev,ene1む未同定であるが 、少なくとも主成分1;.cis-A1,enol 

て‘’IさrJヽヽラ 7̀`夕` ＇ン系化合物マV あった。この、芍果ヵ‘ら Mtaぬ心ク）は N.sylvestns と

M tomentog̀form心がガ｝すあれさって祀生したてあろうことを推測ざせる。

叫 e心 vides,・,'とNraimo砂、’のう 7̀` ダノイドはそれぞ丸令取用 6-LCて＇精恨 L、oiIと

缶晶ど得た IT) て＇、現在槙造決定中である。その他ヨーロッパの古い品位の中 l:::.I~ r:J.-

Duvc:>..tvlened: o lのみし力‘含ま r↓＼ヽもの、 d —ょ，／も B ーを多く含をものなどが存在し
たのて‘・、 これら品種を秤 1ヽて Dぃvatvienむ；成の生灰系を籾査~ するヤ定 で ある。
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38-4 ィヮがネ -c:・ンマイ (Conio四 amme intermedia)かう旱悼てれた

新 L,、アミ J峠

畑中信ー＊，宝岡索+,斉森見司、み田由美} (東大・

放養・生物）

日本危シダ植物に含 iれる4勺異ァミ｝酸t2次元へ°ーヽヽ°ークロマトグラフィー

1沐魚柔中，イりがネゼンマイ (Coniogramme intermedia)に近維型ずrナ在 L二＞ヒドリン

1'索色 1:背色 33 未知アミ）蘇と見出 LT：：ので． tの単雑とみ負逗ヽ 可＇克 tみこな 9 た．

(~料］ I qりq与＂ }:I3 日土号王・県み知村和紅直吻 9章、ti9、SK3 t子屎集し．直 5

I~ 禎出 Iこイ畏 L r：： ・

(4"; l'..新了ミ l峠っ阜誰J 粟t、印即保 L.，t：鼻 ’l迫 L~o ％ェ~ I ー IL~ 長 1::. ミ

サ々ー 1こか 'itう過 Lキ由出汝糾 ¥30Q'£ えた. ~ ah..'E t,t,イスン交埃祖咋 9̀`イヤイス

ンSKi B(m型）,:りヽ It. P氏着し F アミ l蘇を 2.N ？ ＞モ＝ 79K ̀..i忠出し，嗽和農

埠 l7ミI繭貸血分をえ T:. :ihtサ l1° ‘`っ？ t.‘‘1z.Iしカラム 1:“‘Itm-7'・タ／-IL —耐

蘇—* t'息向 9ると目的の？ミ l戟とヽゞリ＞ 9¥晨合物勿が‘えら 4'-T::. ~ "'-. i f象イオン

夫復樹Rlダりエッりス 1（酢戟地）のカラ~ I 次 "1.亀`アビ t,し hラムとヒ°'）ジ` ンーメ

? I ー，L -水 1‘ 村`翌 Lsg, tえた．収骨出 300~t, オ<-rセトンから桑給晶項．

（怜項）創射i.> I ~2 ° (o<）炉＋ 25I° (c..= 0.“、出o), +2s-'70(C.=0.34, 3M H(.Q..） 

元素分芥t1直 C H N 

C, H11N 02. 冥如』 55.65 8.9り 10.8ヽ

計用値 55. 80 8.5'1 I o. H't-

松 (H)ん込気長吐5スヘ°？卜II..(.6) I,'15 （しH)、4.81 (H. s), t.H2 (H) 

=-::.ヒト‘‘')ンと E応して讀色 Iこな 3 ことからネ1包か峠令叶う§ t小 T：：：つで 79̀`ムス

" t舷qiと l1祷A＂えt，，,:Tこ 9 た ． 胚•全床｀窃 91. 湯 It? t:) マト 9" ぅ刀—こ
？ミ 1峠負 9h令mtにより・イソロイシンと 7ロイソロイシン.,り :s.,ire:.令和＂

，，ら:℃ 6<.峠ら”‘にな') T：：. 

［キか屯〕祖免Rのシ 7卜から L-系,,rミl蘇ヒ方えれ 1ゞ 痔胆温元 1‘・イ ‘I P 1 

シンと？ロイ・/ll イシンの遠全物,-_r._')，二言誨令 t.Iつ｛つ骰這11た，ェ9 ][、正9

C.00H COOH COOH c..OOH " 3`•中かと考え 5 れ 3．以析雨
咄 -C-H hN-C-H H1.N-C-H Hぶ— ~-H 頚 9ヽ ら昂雌 LT::. I,合叙‘&.,m. 

tl3C. -C. 
'(~UI) H1.C; C. 応 f-H H-f心 h 't.t浪 lT::..‘"見、，弓` れ`ヒ1-

袖 (.I.'ls)む(992) CH CH 
9 91 恥 さXt ず、可訳•t全、ユ l[ I= r＆ら <k..3. 

C.li3 CH3, (I,'lS) CHュ
I l[ 

COOH 
I 

出N-C.-H 
I 

出c'c、C/H

恥
11ゴ入

｀ 嚇夕

C.OOH 
I 

Hi.I-I -c-H 

lII. 

と
HiC./‘c../ 

CH3, 

い A

165 

i t林砧iが、島スヘ．？卜 1し追

果4よ<][.，碩迄t又廿 33. 

lI. I::. It a、b叫to覧性沐ぶみ')

ぅ~ "ゞ． 天然’iり＾,·ヽ93`• 小ヒー奴

9 iりヽ 現仕入ヘ・クト Iし 9社度討ヽ

合取‘tら‘: r1, 1. 、， l.

本雄iい 1可定と 3民隻ヽ:内し 1句
杖.ft, ヽ， T-:. 和ヽIT~ if轟洋た笞I恥銀勧．



3B-5 t!内にみ）丁る t゚ ＇）ミジンヌ 7レオチド，，生合灰

m. Orotate p~ospl.。 ,.;hos-yl transferaseと OMPJ~匹如lase,.,

柑 •I1 1 
ア 月． 追 (J;・ 子．のれ大 ・理 ・1") 

ヒ°リミ ジン ヌ？レオト．． ，，令 A.f. 1 こ •J . CO2. 7 ミ／ n史1 ;.打として用・・るいわゆ

ぅム -公 if月と ・ ピ ‘)ミジンIL甚マ 7 7 レオ シト 11f1いる salvafe1を片 3‘・みるこ

とが知られている． 今(!I,1' !5..! !!.!匹if丼 "'orotate-→UM P 1紅珠する月9手．T呵みる

orota.te pho,pl.oriho,yl transft!rase (O'P"RTase, IC 2.4. 2.10) と OM"Pdec.a.rbo,.yla.st (ODCase. 

EC 4. I. I. 23) について徊IL内ケ弁． h1.f．杖令体，，有竺 ，各‘1.}1,. ti . ―舷 j~ 11. v・韮l

片的性竹 i栓訂 lた．植内で 1J. orotate→ UMP "変夜 IJ::.の鼻1手子．以外 T..{行わ

れることが杖告？れて、・う，，て•• イれにつ ，． て i 訓 べ 1-:. .

材叶と乃；五 ；だ．局的に o.ss.（o家天上ず 2-3 B 閏府免手 2セたモヤ シマメ（腔竺竺ヒ

皿） ＂胚釉 1..1オ枡 I:. l て用いた．杓 203 の材料 1 50 ml " 2mM EDTA, 0.1 1• 2•四呻·

、thanol, 5•/.'Polyclar AT さ合も SOmM Im:dazole h.. ffe.ャ(pH1. 6)て’抽出し ．吠字令息．社

々の？口~ ~,.. う 7 of ー 噴 梨 l 1,. ． ~f.;1 代 11 [1moトotaieヌ，1[1-14C ] 0 MP 1 

" tl て用、、生 A• 1 れる AC O2 1 LS C T.. ：91庄 l↑". 
“長と考吊：モヤシマメ，，揮出痕 T.，， orotaie→ UMP" 吏1史，=ll PRPPがが／員”'

'). "13叫 owicz とLesniewska. 1: I リコムギ禎出汲 1'" 見． ． 1c•1 れた PR PP 1用、． TJ、、

or-ota+e→UMPOI雌 (PKiocいem.1.1083, 1910),1 h hてて` OPRTase t OPC aヽe"'み 1こ J'}

この反応．9；‘舷 株 1.れる::.tヵゞ 庄 <.f.9支2れた． OPRTaseとODC4ヽeの元 tiの90，，，●以上 1J.

mt  f分＆，こ h在 L. ;,,分皇 “rt;f 1! 11. If!...令上 0 3-8 代て•み呵た．こ ft 11 ff!. 

帆 199 て•‘ みられると門林．士 fI "大抒分か1"＇tT,：みる： ［ !.f、してい?.シ，， 2

つ,.叶 I・1lむて・ 11村¥。土fiて・分紘 2トるか． 9 鼻".".,iの11科§．柱令体 tlて

存在することが1i定 2れて、ヽる．モヤシで J.,,これ 5..、ff. 11. 氏キケ息 ，Serkヽ勺‘

5•200, PE At allu lose, H炉 oxy£ap4;+eI: I う'.. "2 1- ,.う 71- て．、 同じ令上 I：くるぃ・ t

オら紆§社令符と Lてnk L て"ることか●● •f. 9度2れた． tヤシマ J..。PRTas之 ’I.

orota+e ，，み 2 碁‘lt lて用，’, 9肖孔穀鼻対長＾ Jう 1て urac;(マ 5•fluoroura c../ 1甚

fとすること 117心 91̀ 自fG.,OPRT4S~,~,P,メて、．?. .:のこ 'e Il, 1‘” で If"r・ 11. 

9財孔籍と 1J’”')ム平 iを片 tur‘’'[＾ “'“fe it 給が同一•自r i t 用 ・、 Tヽ • • こ
t 1手．lてい 7• Or叶ate→ UMP .,免羨に 1J PR PP の佗 Mi↑が IL打ヽ 9に`r中 1"みる．

OPR T4se "'PR PP, or叶ate,：91 T b km i1 11. 1捏ヽ 9門（ 7.2)1• {トそ． h l. 6/M. 

4.5/'M て― み• t=. OPRT"ヽe.,広ふpH ll ~- 0 "T・み，たが 0DCa”..¥ -A I l. 6, 2-'f. 2 

と広紀 fi)1: わた．ていた．そヤシでメ., OPRTaヽe, Ol)Coヽe1: J}。rotAt t→ UMP., 

麦1麦13xantosine-5•P (XMP), UM P. uD P l： ｝リ r.I.序2;,.たが . ¥.,佗e.. ブ'lン．ビリ

ミジン 7'1- オナド“切長 1J.J ・ 1"' •T-:..)(MP,~ 1 う1.11.9,3 ィ・） ・／・ ピリこ ジン頂五

＾訓 tヤ， UMP. Ul>P 1こJう9I.t,1 7ィード I¥"., '1且＄ 1号える： tが T̀ 2 うが ． ：.,._ 

,, 1月止ヽ 9,C こトり ..,91が 6;ば打分、こ27.. カル J・・ ニ IL↓ L らヽ 0MP'" tl 1メL

て` るヽと い う芙土代によう i＾と 、e.＂ゎトる． t痘ヽ 9.t人・ ICっ・・マ IJ. こトら.. I. 7 

l 9 9 -., 1仔湛及ャ責、しり 1:.・ t千1爾r,lうえが ，y~ ¢ t t九る．
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38-6 ゼラニウムおよびプドウにあける L—アスコ 1レビン酸の酸
仕的朋製反応について

斉藤和実、＊Michael Williams, *Frank A. Loewus, （東

賃 Iセンター）
＊ 
ワシントン州立大）

Lーアスコルビン酸(L-AA)かう L(＋）過石酸(TA)を生成する反応は．理在ゼラニウ

ムL7・・ドウにあいて知られている。但しそ の反応数作ば 両植物で全く異っている。

す「J 臼 、 L-AA の C11:! ゼうニウムで 1J届酸(OA) に取込まれるがブドウで 1JTA に， —
方L-AAのC叫前者で 1JTAに取込まれるが後者で 1]糖に取込まれる。今回1Jこれら西

反応をさらに検討するため 1:，各煙標廠L-AA（特Iし今回初めて使用したものI;t L -

(4-3H)AA とD-(6-14C]AA) を上記植物に投与し， ての代謝を諜べたので祓告する。

ゼラニウム (Pelargoll凶加 crlSP“l?1肛居南葉二校を含む妾嘩先誼瑯を． またフ‘`

ドウ (V¢ti,s[abr“sca)葉1l果房に向い合うも 0)ど切除し，べIレジヤー内で切口から標

滋‘L-AA溶液E与え． それそれ72および24時間後の代謝産物］を分莉した。 ごこに用い

直 嶽L(D)-AA Id, 栢当する 1饂 D(U-gluwp引anoseがう化営合成法で調製した。

まずゼラニウムに L-［U叱］AAを与之，72詩向目 iでの代諌］を径詩的に追跡した

括果，生戌するTAと仇との比lJ屁時向日まではほ',2:1である --,とが認められた。

ただし， 以後TA1J.さうに生成し兎：IすたがOA1J48吟問で1j[3̀、アラトーに達した。 これ

ぱ基有である裸諏L-AA量のイ在下によるためと思われる。次いで L-(4-3HJAA, L-(6-

14CJAAあよび D-(6ー叱JAAの代衡を調べた。 このうち， L空の標紙化合物を与えた邊

合引叱共に約40％がTAに取込まれた． irこ3Hが出0に約20%， 一方叱が不溶性画

分 （泊はほとん ど取込iれず）に13％取込まれた以外 IJ,面標猷L-AA1lほぼ同様の

挙動を示した． 一方 D-l6-’℃JAAを与之「こ北合，吃11TA1z2 ／゚。しか取込まれず，幼か

らのTA生成1]非蒻素約介緋反応によるもので 1]「Jいことが強くホ唆された。

ーオ．フ＇` ドウ頻に L-(4-3HJAAとL-（U化］AAを与えた渇合，3H1J出OI:6q公 ま

た叱1lTA1て45％取込3れた。 この後者のイ直1J.L-AAの68%がTA1:lで代謝された渇

合に相当し．祖陀での両実峻1直1lこの呉で良く一致した。

ゼラニ ウムとブドウにあける L-AAかう TA生合成反応に由し． 以上の結果E含め

て現石 iで1ご確認された辛実 Eまとめたのが下図である。す「Jわぢゼうニウムで‘|J.

'.:AAのC3-G結合が蔽化的に南

裂し C1~らかう OAか‘̀, irこら～

c6からTAが主成する。 一方プト‘‘

ウで 1:t.!.-AAのC4-C点が合が蔀

化的 1こ南裂するここによ'), C1 

~C心 TAIZ tょリ．Cs~ Csば穂へ

とイ＼謝されるが， これ1こ洋ぃ H4
I j蔽化されて出OE生じる。尚

現在， これら諸反応 1こ肉する蒻

榮レベ lレでの知貝ll全・z得られ

てし l「Jぃ．

:i:cooH 
0 ℃OOH 
II I 

I *C 
COOH 

HCOH 
I I I 

+ HOCl HOCH 
Geranium I I O Grape l 

COOH← -HO9」→咤OOH
I 

•H~H •He~•出0 + 
I I 

HOCH HOCH 
¢ 

…toOH …と出OH--[i l 
Hexose 
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38-8 平得rflレロ過え Kよる陳粒ふ大、への俗令子昼茎危の結合

詈の癌）史

｝）、松分っ‘̀)3 (布克、大・庚）

＇） ン餃化反応 の将作と知丘で‘． その治帷郭位と茎康との相豆作l莉を和 3：：と 1a

吟率不可欠尤＇ある。 とこ 3尤＇菜 、緑体あるい iすミトコ ソI-’ りアの弔合蛍辺 レK年(,咽

ギac如 IJ){れの朴℃'laATP ら広箆と将 ~'J ¥ヽ。 ATP合氏椛を碕っため K lc:1あ3箱笈

の暖合、 ~I中要とする。ナ弓コイド瞭 サブ‘ミトフンド＇＇）ア粒-}. '再犠氏粒みなど て``

ある。 ATP4?応能と甚象の 、絡合との直褥の防運を知るため Kla毘北： l1) ような粒み

糸を用＼ てヽ茎寝の絲らを詞べ大＼ヽ。 Lこって‘ATP合松の茎頓の膀糸への結合 ，a，中ず`

しも境国勺ものと l'J陵 5百ヽヽ 。か勺リゆ;やかな結合として 1＼る可能性もふ，ヽ。従

って平衡状怒のもとて‘ATP合応稲環っ粒み てつ I¥て生領の稀合を釘＂る＇炉蓉が生

ず3。

：：：こで‘茎板濃度 1N'oの湾森と ．日体禄の見危淳度ゼロ廠狂キ i合む（あるい la合

手fむ）夷決を選合す 3と硝拉ふ D¥‘‘合まれ L 11な Iヽ 境合峯液中の甚埃蒐度 /°d応とな

る。廉粒みが含 3れてい 3喝合恭淡中の苓族瑾度を N，粒与｝て経合して IIる茎原の量

をふ，陵粒みの途来中 K 占める体箱を甚とす 3とみ伝：： y．-M ( I- 匹ん•)と屯~.ここ

て｀＇ か項采全体の体縁尤＇あ 3 。尻ん：：：：： O• と紆なし得る埓合 N' と痔）定する＼、と K よっ

て小を知るてとが｀て＇ぎる。しかし午弓つイド晩などの 1J‘ 「Jり匂大きさたも ，た妊．み

系て IJtも合祁伝の数 k 比しその体積ヵ＼‘大きいため吃／ljo／ま患祖t‘ぎ aくな 3。将 K紬

名量 d力＼、あきリバくない喝合屠し、、扱羨の原因となる。てこか3比ヒ d..と平衝ゲ'

ルロ溢玉、を用 I¥-z.求める方克をもずれた。

方ゑと tて IJ左目 K，示すようなほぼと If.)¥¥乎衡ゲ‘

lいつ疱と行う。言ず料とし℃①茎塩環良 2Noの潔浪と腋

位ふを含む落茶とを正靖 k 喘体埠表らした反応夫応！．

Rのの反応液と忠｀品 -c~豆時屈（～給） 鱗土心し n嚢牡ふ t 隙

l＼たと須切 .,,,1 の名々~ c, /J うムのヒ舒に恋加す a.ヵ

ヲム系 la すべ｀ て~.の濃度の茎績て‘ 平役ik してぶヽ く。 (I)

＠各々の喝合 K つ I¥ て板 ih,1れる差知変化屋と各々

礁 ，,A'il,2 とす 3'l..、 ぬ＝ ¥j',,c,-勾 tv'ムれ2)'

吠＝ N心 (/-りJ(_,んn.2.）-.iJ1.., となリニフの頑り定儀．巫，

△叫から差毎の隊粒ふ への、稀合量 d と贖粒みの体積辺

とを知るごと か＇`て＇可3。

ここで‘ほ曝粒ふとしてか hレンソ ウから蛍祖した

今弓ゴイド戚，甚栢 L して Abp と5。4：もoIとK..t:言8方法

を言い hKので＇その方：：：去の詳細と結果とを報告する。

fJ i,. ADP,,;-。4,’七ol の濃蔑 ,a, 該素的 t~I~ より NAD/.J の

3匁0'It,れ 1：：：：：ま lす5咬光笈咲如から測定した。 ・国中 ')1(11;:J.

茎績凍度 M。の丸滋加l3NA叫(。.,.N'AD)ラ也液．祝ば租京彦

表であふ

C,, Cュ：

¢ o、bx~o 
Cm. 

S!p出 ex
G-75 

↓
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3B-9 1::. マワリにおする項榛物の転琉一葉の A~ と転丸との

関係

代谷廉 （郡立大・痘）

高等植物の右梼物噴の転丸I(つり 1匹 t:..vetmnsP°rt説の他に ?IULSS-fI(711)誠, P-

-prote.Ln.説など提出されて l) る現択である．素の Ageの差畏 1, よる転琉量の変化か

らAc社vetr≪nsPo,t I：：：：ついて秀窯する．

ヒマ ‘7'）の素 1こ` Co量を投与した場合，その "cのイ＂射庵吻の素からの転弐量は ／

戒育 Lた素からの方が若ぃ素からよ＇）夕い二とと報告した。今回 Ii:ヒマワ＇）を一史

条件下で 6週間育 T， その差ぃ葉と成育した素 I:::.ノ T勺l虹c.oseをぅ曼ヂa法によ＇） ／分

叩投与 L1 弟 ll 案と快‘育した紫での 8'LLcose の代酎J'• ターンと転流につりて頷i べ‘ t< ．

一枚の素 1-:.’℃-~lu.c.ose を投与し.,,ユ0分後に投与邦分J 茎 <1) 各野分を切断しノ直

ちにノ メク）ール：クロロフォルム：キ｀‘酸：水 (/2: 5 : l :2)の考衰て違如司抽出

し／次 1<l10％エクノー 9レで 2回抽出し／両抽出表を合セ 1、低温て｀‘ぅ成圧ぅ農饂を行っ

t：：：．抽出液Iさ元汲射能む則定後ノ Dowe.xI 1,よ＇），府棟薇ノアミ／醸／輝のフラ

クションに分，r,さら 1::::＇.. Cー化合物 Iなペーハ°ークロマトグラム r::,I:-')I可楚しノ’℃放

射能を茨l‘足した． ア 1レコー）レ去表で柏出した素（さ粉木 I：：：し／ ア /1.,.コー 1レ不遁1生物賃

の抽出を次の様 l召和た。 し如V(.t.c.h.. (P I％土 Phrslol.五 6ヽ'I l'r 7'1-) の方式こ

t') I cJ,-石庄seの作用 1,よリテ＇`ンプ ンを分糾し ．I その分紐産物 1ょ迅心分敵を行？

て分 17た。 この葉の残査をさら l<pronase 1 次 I~ pee.ぢnose の作用）：：よ＇），前ヒ I司

様の史立を行 l¥ー／ それぞれの西素分紙産物を抽出しノダ友 JE c~ll'-llose ャ fe"'lc41/位lose

のフラクシコンと lf：：．名ーフラクション 1す｀C放：射低受l定役へ° ーパークロマトクラ

ムによ')'℃化合物を向定した．

... C-9lu窃 eを業に投与 Lた場合でも I "+(0:1.を投与 Lr：：呵の絆果と 1司し‘'様 I：：℃の

棄からの転武量It咸有 Lt：：葉の方が若い素よ）ウかった。 まt：：成育 Lた背、における

"t-su.c.rose の生戌覺も多 lI •‘℃-s心rose の生戌覺と転弐との闇憬を再戎茨 L t=. 

アルコー 1レ不戎H生物噴への℃のと＇）こみを比鞍すると ノ 若 ll積の方 1：：：：タく見出

されt-:.。 ア lレコー 1レ不溶1生物質中で比較するとデンアンヘの .... cのと＇）こみは洪い素

t成育した索も差がはかフた．搭¥¥弗 Iミ 9く℃が‘と＇）こまれていたの Iエペクナン噴

とセルロース籟であった。 このよう 1：：：：括 n紫ではア）レコール不宝性物箪への代‘謝が

sucr-oseへの代‘謝よ ')9<， 即頭に某からのも<port が低いことを示して()る．

ヒマ ‘7'）の杖育した葉 1：：：：ち‘ l)T s/J.C.rose-rhosph0..ね sサnthetaseの競素李性が若

ぃ栞 I"'比べ‘T高く ， su.ct"ose<T)庄欧曼も it'JI l：：となどから成‘育した紫からの .exfoY℃

の促進にこの様は要因がI~ であることを示している．

~xpoゆを促進させるか1 低下ざせるかが転式棟構の主専な臣であ＇） J ¥れ lJ葉

自白の中に存在してし） 3のである。 slnkなるが｀ゆえ I::.sourc.e から転気が起るの

て^1なはく，，紫それぞれの拝っ ac社心な転琉坂樟が存在するのでば柑かろうか。
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3B-10 いわゆる焦色瑳蓬の呼吸系\~ついて W Beggiatoa n 
呼咄系

森゚脇見義， 8野精ー （広息大・理・格曲）

糸状‘体t作る、寺、、 可 Rすべ‘'）運約七する、セ，て＇嵯菟し栢仰＼ていろ競光合成色

素t持七ない点てtmし異なっている神菌 11'．哲色極藻し呼＼a`‘ぃるこしヤ＼‘ちる．

Beggiatoa 1ゴこの群 I,屈する和菌て＇’ちる。 こn函Ii:混合采養て‘'、生長＼さ D乎唆ポ釦に

俵在していろしの報告ヤやある。 （サし分希ゎや広いに t七＼かわらず` 、 この苗の呼吸fイt‘

釦について 11)報告 1さ余｀）’'くない。わ収わ如3 Beggiatoa の呼啜1-.Mする駁素系に

ついマの前査 t行っ tのて‘＼ その雑果t報告する。

Begqiatoa の生甚には酢酸塩叶効果的であろしいう報告ャやある洲、わいわ I),¥I j' 

L'l I - IL伏` よ＇）効畏的て‘'あるこ le.t見出し、以下の詞査 t行う¥-::十分の五量 t得

ろこしゎfて＇守 t。

培養中尤‘は生距 Iてよる酸焦の吸収伏柊められ tb¥＼負菌池合後て‘‘I3、エ q)

-,し、 コIヽ り酸、 1) ンコ｀｀酸算の諸基賃および‘培養液~について、 生苗¥-::よろ酸素吸収

l:l認められ 1s111った。

細胞抽 出液 中にばイソグエこ醸立I<.素酪素、コ lヽ ？醸説 4＼煮酪悲リンコ、｀酸

磁 l＜悲試素の活性は認められるャ＼‘¥礼の化の TCA 回玲の試素の中に ¥jぅ舌性ヵ＼’¥"j¥'.ん

と’'認められない t勺力やあ')、 TCA 回路全体ししては回転＼てい 7JV'J うて‘｀らる。一~

すイ、）りエン酸リアーゼ＇、 ＇）ンゴ‘酸合叙｀配素の活性は認めらい、ゲ＇）オキ ~Iレ駿
回路ぱ回転 l7.い ろものし塔えられる。す店ェ q}ールによる NAD還元の活世は

認められなかっ t七＼＂、 Thunberg 管中て‘‘↓ 4 レンつ‘-Iし一 i:すみヤかに還元する場合が‘

ぉった。

Begqiatoa戌 A型千トワロム t詩 tず、 B型、 C型！ 4 ¥-.りロム tt寺つこ¥:. IJすて'¥

に報告し t砂 CO—還元ヒ墨元の差スペり卜 1レの測定から、 4 卜りロム。 t 持っ：：：：

し研わウ‘った．ラセ、 いくつかの茎質七加えセ時の千卜りロム系り究化 t 酸化還

元差スペ 7 トル¥,よ＇）測定し七しこち、 NADH 、 NADPH 、 コ I¥ り酸、リンコ‘‘駿IJ.千

トりロム系七還元する研、エ lj) -）し 1i還元し乃がった。

o( 一h卜り'’lし'tIし酸説水、素酪素冶性吋＇なく、 4 卜り D ム 0'£ 持っこしから、

Beggiato; Ii，そり代‘釦系ゥJ'藍藻に近ぃ tのし屯えられる。生長わよび呼0及1文わけ

ろエ 9) -1しの 1及割につい ,Iさ検討中て‘、ある。
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38-11 ラ汎桑Anabaena四虚却's(IAMM3)にわlするニ l-ロゲ‘
ナ-ピ叶く素代謝の脚糸

濠両登，日野精ー （叫島火・理・植勅）
Anaiaena面｀幽I心を患径素烙約這ぃ1¾CO2 を含むN2を通知て培養する

と）ブィコシ1：：：：：：ン量灼も下 lもれに併って酸系発生能も1紅 lf滋胞ヵ潤身られる。
むの細胞て‘はヒド日ゲナーゼ冶性が増大＼てお化ヘオ日シストに似た細胞が出現
すると共にニトロrf＇ナ_,.ゼ‘浩在も現れたこヒを J 1q 79虹絆会て湘報告 l「く。ここ

勺訊＼ f昧知同一のものと思われるA．四凡必i/isCPCC7118)にニト日ゲ‘
ナーセ，'蒻疇釦碍ること（屯既に Rippkaら(1qワ8)によリ租告された成

知の得たNー欠紐細胞勺H2'尋いC2H遺疇釦切られたのて‘、)ロトロゲ
ナ也‘ぃヒドロゲ‘ナ---ゼの卿糸について諏べるために以下の複験を行った。

蒻仰：：：N2固定により生脅できる A.cyLindricaて`‘屯 into.ctな糸状体において
特に還紐が不足l9ぃ限り 11外令いより与えたH2を逢元ガとして1甜利用 l危いと琺

えられている。淡際A．呼ndH‘caて‘‘(1気相をんからH2に変えてもC2H遵元活牲Iぉ哨
丸 fj い（表）。とこうがA．四riab直s でl~Ar下でC仕還元活性11 ほとんど認められ
枯いのに対l)H2~ て、［お紐が虹現した。 l灯‘し H2を与える代わりにん下て‘DC
MUを知0することによっても位H2透元活性が現れたのて‘）このH弧喝C政還元互
紹 1j,H2ヵ遠紐とは利用されfくのむ1稔<H2とヒドロゲナーゼにより細胞内

這ぃが残＇4lている02底糸からニトロケ‘、ナーゼ糸と硯護すかすなわち
A. C紗ndrica 嗜で尻から沢ているのと同様に 02 の scaven~er-- と＼て慟ぃf：：：と忍えら
れる。このこと(iH存在千で5％のO廷添加することにより克性が消味、することか
らも支埓される（表）。

このラン莱のニトロゲ‘ナ__ゼ逐牲1cJ:悠ぃ02分圧て` 祖肴されるヵゞ (2%0匹` 約
50％阻唱される） J これ11縣細胞のラ雇，あるい11八紅］ジストを知ラ雇

におl1かニトロゲナーゼの⑫感、愛性の殺蒻Iに追＜／ヘテ日：：ノストを祖するラン硯
直行されている02感勉性 (20%0召約50％祖磨される）とlれ埠知` きない。
碇ってこのラン議て‘`あられたヘチ日ジストに似た細胞l1,::::..l-ロゲ‘ナーゼ‘<f)ら感危
牲砂みてもまr濁能年）にも坂愈、したヘチ日シ又卜て‘‘l印く）いわゆる
proheteroc.yst (Kula.sooriya. et al.1 9 7 2)'(. ~猿訳‘きる。印嘩患和錢 H成
存Cz均念谷紗知涙・められたが， 02濃痩を疫えて湧l捉するとその活牲112% 02の科
在千{最夭の憶をとつに

C坪2 reduction (nmoles.mg drywt-1.hr-l) 

Algae 
Ar Ar+ 10-SM DCMU Hz Hz + 10-SM DCMU Hz + 5%02 

A. cylindrica 
{ IAM Ml) 

A, variabilis 
(IAM M3) 

70.6 

0.2 

48.0 73.3 

9.2 11.9 

Light intensity 30,000 lux, C祖 2 10%, Temp. 30°C 
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3B-12 好熱性藍条による 1K柔生産 (4)

水柔取リ込み活性について

複山裕彰，木村元彦 、宮本和久、三う希喜溢（阪人・蚤）

空素固足能を有する藍桑の窒素固走系と利用し 、よリ寄足な水素生産システム

を確立することを目的とレ、好熱性意乗Mo.stigocladus 伍如s硲 2別府温泉よ＇）分離レ、

その水素発庄 1：：ついて様淳寸して 3「二。その結果、 (1) M．伍印：IWStJSの水素発生系ld主

l：：二トロ寸ナービ‘の作用である、、と。 (2)光照射下アルゴン中で‘インキュベートす

ると I¥テロシストの形成が盛んになリ、水素発生活性も上昇すること。 (3) しかレ、

さらに長期間 ア）レゴン中におくと水索発庄祐性は低下してしようことなどを報告レ

た。、べらに、前耳度の本年会において、アルゴン中にM.l叩` nosusとお くと ヒドロサ

ナーゼ` 活性も J;:.界し、水素発エ活性が低下した碍点においても高 1,Iヒドロザナーゼ｀

活性が存在することを報告レた。これよリ、長其朋恥ァルゴ ン中のイ ン千ュベート

によ l)みが 11の水素発庄活性が低下する原因の 1つとして、ビドロテTーゼl：：よる

水素の取＇）込みが‘方えられる 。そ こで今回、 M.i.AAti.硲心の水素取リ込み活性につ い

て杓翌寸したので報告する。

M.…心泣si;J.、印巧ert).伍改‘変活地（加硝蔽r品あるいば硝酸品欠 L)中で‘3％の 二

酸化炭素を含む空気と並気レて生肯、キせた。水素およひ・酸素 の発If.Ii!、3笈の二級Ati 

炭素を含むア Iレゴン中で、水素取リ込みば水素がスを加えた窒素力｀ダ、中で、光照

射下必℃で朔j足した。元性は、 L字菅中の各気枠の変化速度ぁるい lむ逍気ガ スの 広

ロ濃度よ＇）来めた。水素および酸素 IJガス 7ロマト グラフィによ！）足量した 。

祐疏溢で•生訂レた M. L年 n.osusIJヘテロシストと形成しておらす｀、水系発庄活性

も示さな 1]‘ ったが、水素取，)込み活性/J若干存丘レ T:::.。この森体をう形条後、空素国

足条件下で‘インキュベートレたところ、 ヘテロシストの地成（救尺 5が立よで｀）、水~．
素粍屯活性の出現ぉよび水素取リ込み活性の噌人がみられた 。aた．窒朱＠忍：：よ

リ庄肴レた操l'ci、窒素 欠乏状犬態にお くと ヘテロシスト の活発でふ形成 (15~ 20劣） が‘

みられ、水素発生活在も増加した。水糸発庄歪l空IJ.約 1日のインキュベ‘-：：バンで‘

最大 (2~3.5瓜／呼埒ぱ／和） 1::.ばリ 、インキュベ‘ーションを、発11ると活性1いも下レ、

2 8目に 1ま冶以下に、 3日目以降IJほとんど水素発庄と行ばわばくなった。これら

の果の 7に表取＇）込み：：店性 1よ、』サばくとも60町翻aで1a噌ヵtJl_統げた。この時の活

性IJ. 党素国足によリ庄有レた釆の約 7厨：： も高くばってい「：：：：。

一般に 、 —酸化炭素 1a ヒドロザ T ーゼ｀の 阻筈物噸とレ て知られて いるが｀、アセ

ナレ ンも水素取リ込みを阻名すると vヽ う南告もある (Bo加ら")。そこで、 I睛間

0、5日、 I 8 、 l 、58 空索欠王状態においた藻について、アセナレン ((0%) 、 — 酸化戻
素 (O、5%）ある、は約方のガスを気栢部に加え水素発生を 行なわせたとこ ろ。各単郊

のがスではあまリ影響ばみらればヵ‘った介両方のガ｀スを加えたものでは、用いた

4種の堅素欠王状態、の乗すべ‘てにお いて水素発庄祐性が増110レた。こ の水素発 庄元

性の湘入に関して ｀水索取リ込み元＇庄と り閲ヶ尿な どについ て力魚レた V‘・
I) H.＆如 4 aし． ：内4心a 旦旦 237(Iq77) 
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38-13 工 今 オ 70ラストの 7"Dラ＊ぅ不｀テ、 4 ーに、柑今 Iて ¥I ~ 

3 6 I< G(,, 9 :;:, I¥. ?貿の仕憤： Kc.t I：：よ}1白:t'.i.

池 I勾昌丸，す寸 ..l:.'浩 （庚大，粒養，主吻）

ヱ今穴 7・ラスト内の複§宕晶 i丈｀を呈す 3 月夏復遠絆 • 7• 口ぅ*ぅ ;r、月: 1 (以下 PLB

し吟 1) には分子そ幻 3し”’り‘̀)V卜 IVのりン 1ヽ ・り噴 い灯 '36\~c;ll=j-;.Jヽ’'J 噴と硝1)

小•99 量に存在 1 3 （印植同虹瑾咋 Iq,"虹•全）． s\)S 元）アりり）レアミドゲ JV 也奴泳妙

出て＂憫べたし： 3, この '30.t:l りンハ• 7凜,-.~ PLB限りン）ヽ°り賃の 400/.w、.J:..~占めて

おり，写辺呉屯示祠I..9hとSt>Srj,,-、：永勧を紐叶合わセた 2次元屯気齊rt,i去 I：：よって少

くとも 3 つ の 速 愛 灸の呉な 3 成介に分かれた． iた PLB を Kc..tJJ..._n.哩すヽ L ，この 9

ン11.'7貸ク‘・腹つ‘ら辺紐され 3 ：：としわ b‘, T::.． （am直灼営会ャ吟0大公）

今回 I11 36 kd 9ンJ¥.'}賃の PLBij裏，，、らの i紅化、と詳細 Iこ棟ヤ＼， pB の社追 L

の閉逸を飼へ＿ E.暗 所 で 11f.!間生育さセたカポ今ャ責化う案がらエ今オフ°ラズトと

＂皇＼，イ幻廷籾瑾 (40/11¥M トリス， 1,,.M M~ tli., 1/IllM EDT A, r H 7, 6)によ，て得

られ t PLB E環度の異なさ殴；落液て・処理 lて也紅さ nてく 3りン lヽ °り憤を餌＼べ f:..

0 ~ o. I 11-1'1.―11 (1とんと逍エ責皇されす， 0.2.I-'¥以． J:.でl1Ka濃J支 の噌 加と とも に辺I饂 が 促

進これた・ lM 叫で口全腹 9 ン I ヽ•'1 噴の 2.5 ~ 30メか也龍 lた．この 9ン 1ヽ °り噴

を SPS ゲル覚尺ガ4勤て• t配· 1ことこう，央役 I司子の.,,.7・ユ＝ヽット這われ 3 バント・（

今｝ tb5 kd) も杞められたぷ、 36Kd.. りンハ゜？漢が至杖分で＇あ， E ． iE牒戎浅

の 竜気泳9hハ°りーンと比鼻．す 3こと 1：：よって 3CK4 9 ンハ°り質の半ら以上』ゞ滋虹＼

たことがわか，た． 2. 突元電永泳勧出の解．イ象定と名の~ Tc のに pl-¥ の勾配 t!.1卜さく

＼たし：：： 3' これ 1でク b、nていたつつのス不．‘.,.ト I1 さら 1こ11/¥'f・， J/1..2.つすっこみ

龍 lf::. PL8 に ft 店~して、、~ 3ヽ K4 9ン Iヽ °り喩も）で複の双力に今り‘れに以J:.の娃

柔，1, 1b kcA.. Fl > 11・ワ濱心オ叩いm ・ 虚 ff頁の表面に，f舌合＼てお'), 6つのが方 nm 
じ t うに殴処理で胡膚見すつことを示 I て、、~.

南化う葉屯光照 釈す at 36 kd 9ンハ゜り資ば l店閑復に l°;l目立., 1.矛 Iy ¥，案

知布で rl l っ T：：く記められなくな~.これ乙 lさぽ同じ吟間紅．逸て｀． PLB の規則的な格

｝揖逹が解f,f¥て不現Blな、ilil管栓迄とな＇） ／そのなわ') 1こ今ラコイドが形成され 3.

そミて・光懸、9すしていな 、、PLB ク‘らつ6kd 9 ンハ゜り慣を暗所で KU.印硬 1：：よァて這虹

さゼ f：：：乙ての PLB バ骨注定化と也万践紐銃で額ヘー「こ、単証 1r::. Pゆ ll II'¥ ViVCI て··~

f'L8 乙同じように現則的な社迂と＼て，，~.これ tl M Ka肥哩すると Pしeの務令

稚屯の間而がう更くなっ T=‘) ，不戒劇な細筈冠立 t 斥~. l た一舒，：：： 9さ直．保的な、細管

小・勿孜訳めら II¥ l. 胞理吟間が長くな 3 と腹~ 庇 0ゞ勿く~ ~. ：：： (1) ような楕；土て（e,ll

！吟閲前 ftの光翌射 lt::. 乙を 1：：斗られ 3 î  V;vo での PLB 0)キ糞逹定化に対応してお

＇） ／このことがら 36kd 9ンハ’'7賃が紐の遺具II的な1各テ惰造、の約松 1::..なんらク‘の

1"Il も兒 I て、，るものと芳えられ~.

沌在このことと不皇めるた．の 1こ， Ka 処理で立し証さ tt.r::. 36はり >)¥0り隕とは2

迎疱も した PLB 力‘5元の P山 01樟注を再樟成す 3 ことと試叶て、 1 る。
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38-14 Ave-心 柔釦年の党達にi手）脂肪諒材狂化
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38-15 応 熟ヒマ埋子におけ5トリク｀、＇）セリドの庄成 1I.` 関 連 才

（レがネラの発達

。山田見弘、村田恵涅子、年氾美兒村上1吾（東大・敷養生籾）

受情悛、 ヒマ虐手が発達し，種子内 l：：：ビのようなレ＜壮乙・油詣ャゞ｀庄危 2れ，蓄

積ュれ:i-1,'-I：：：肉 Uて 、 わルわれば紐陀分面に生化学的手法により次の、与、を明らかに

した (Iqャ！年度項物庄控尊公年昼）． フラスチ Vc・ l'i?: I（オ臼ン翻）が必心ve合灰` され亀

小陀体へ移行し、 18: Iがら OHー／8:I（リシ｝ール酸） l::: 水較イt~ れた快図（ジグリセリド）に

エステ 1レ4t:.1此 3 (i た 1ゴ I~ 、‘ l ザ｀D8-l：：：エステ 1レイt1 れだ後、水酸化2 れて OH—怜： /-D合

が‘庄森` す 3)． せして ．最桂に賭肪体 (oleosone)に樗行し．凶がら T釦こなリ雁陀体の

包硬内 1：：：：：首冷 :!'fl,~. ~の貨果がらヒマ裡手の油 If首畜清時 1こお 1 ）てアラズテド、

小柁体、荘防体の三つのオル打‘‘ネうの発甕が｀孵H寺される。 今回 1ゴ． ヒマ胚負紐船

の覧手罪阪錢観療によリ得られ F.::.捻畏にす r［二得られた庄化尊的知見に左まとめて

報告す~.

（材科および 方`法〕 ヒマ胚乳 1：：：ぢける油脂の生取過荏えみ 3ヒ ｀ 油 雌 lな手衷：：：：

←--- -・ 一 14心にし 》

戸
――ヽ

.7. — 
滋9;蓄貨饂陀

縄財償茫違糧胆

油店床盲清m肥

堪す；；；内面から糧皮 I：：苺するタト面に向っ Z 蓄清

して行く． 並当な研莉の穫子乞葦訳と、田に

示すように．油咋蓄頑の圭中のものが‘えら軋3.

国中の研の頃に組拿注麺象す 3 2 LI::.よリ｀涸

府菌頑研の紐虎内羮化、す 5わちオルが‘キラの

杞並2観療す 3：：にがて芝る。 2 の方光によ

リ、 lrJTの組諏から碍た細陀をク｀iuターII/蘇アIVテ•t: ド—

オズミウム韮匹、酢致うランークエン諒鉱浚也 l：：：：よリ

電子瞑釦錢観察レだ．

（結果J 油店の生危以前の胚含L和陀 l"l丈翌 の 洟 胞 が 中 央 に あ リ ｀ 紐 吃 麻 ば 繹 陀

壁 I之とった祁分にわずか Uャヽ む!I。 油店庄産の直前になさと 、紐陀債が‘を立し，

浚胞が多敏の Il点にわがル、ヽlヽ れは乞 H莫をもっ、ユの乞膜が店防体 oleo¥;cwte になリ、

大空の 涌胞が節埒紐 1：：杞直する。 Sc..koperSIす Cl978)油添が最祈に菖積し、伶乙を

膜ごおおわいるこしをマスタ→ドの`子葉乙綴察 uzぃ 3が、ヒマ乙・は逆に包痕恥最社に

っくら れ．位む油滸が蓄靖 2軋る。 紐陀痩 の発達ヒ芙 t::.、フ。ラスチド 、 ミ 1--:rシ

ドリア、紐面 r卜詑体ザ登直し．薮を頃す． フ。ラステドの内舒 Iとばフ°ロチラコイド、

フ・ロラメう休ウI-• 記められる。 籾面ヽIヽ 詑体が簡肪体の士わりにスリ込丑、遊証．のリ

ギソ ーゞム 1さ炉リゾ‘ームをつくる． プラズテドが大型化し、紅管の京 (7坂1--~ービュ--1v)

が訊めらいる. :2-の研釈ごば iだ賠朽毅および．＇旨壌の合応＇いは fhl ¥。 アラズテ

ド内 l：：：フ•O チラコイドしァロラメう体がを達レ｀デンフ・ン泣様の好オスミウム 1・玉果

泣が誂 めら札 5ようにはると 、咋肪庇および咋`須合穴育と七灯ふくなリ 、 府荊体内に淘

＂ャヽ ‘蓄積しば Uめる． フ。ラステドの分裂像も奸られ、分梨のくがれた部分 1：：フ・ラ

ストチュービュールが認められ3. フ・ラズチド内部の乞痩ザ‘高くなリ、プロチうコイド

フ°うヌ J-テューピュー）レが激ケし、ヤヤ＼‘ 乙̀店胆体乞ヤヽャヽえるようにのび る`。
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38-16 うン藻 Anabae匹 vamabilisの指賃 0)・温度直応

佐藻直樹，村田紅夫 （東大．政ふ．生物）

〈存＞ ぅ汲羨 Anabaonavarしabilislす3荻五生育すらと主幸雅肪雌ヒ lてIb: o, 

lb:.1、IぶI,18':2を令七ぶ， 22゚Cで生育すらとこの地にゥ量 Ol1(,:2 と大号 O')l~:3 を令
紐しれ｀々 lすこの生育温度に jら昨肪祓紐戒0¥変化が` ナうコ 4ト・膜 0)柑賃の素枷生

遠砕1-:役立っしのヒ丑えて、コていら (1,2)．今回ぷ路表か］生育温度を 3荻から ．

22''c1こシ 7 卜l「ミi友におミら！該破紐知菱に1ミつ いて穀告すら n-s-).
＜材料心び方 ・衣＞ A．vafiabi lis弓東大太淮辺り1号、箆の M-3株を用 ヽヽ，KY'a七 a吋

M戸内の C浩也中 1¾ co:z.／aiT炉直矢し， 38゚CでIJ砂 0011.,Q(, 22゚Cがコ 3000lll..x(7¥ 

匂色光連統賭、射丁培ふlT:...度恥：： I;;)ア叫湛叫lvol u..-.e. 1、い／［り汁裟朋中～後

胆のi1!1胞を用いに指賃， nい滋のが析 IJ既 紅<..0)が広1ゴ応 r:..(1, 3.4) 

〈姥果＞ 生育温度を務゜Cがら 22"'c.1ミシフトすら tPa吐..e.J ull vofu吹 0¥t曾如11

心じめ 0)2崎閑苺止＼，その ik回復 LTミ． 雅肪複叫孔の噌如 l110時閉 lもにて

肴＼く直くりりその後回復 lT:.． この 10碕閉lミIb: oの肴＼ぃi威サとこいに柑補‘9勺

rJ Ib:10)t営如ぶみらいたが、そ0¥ikこいらのMlコえ、のしべ` 心涙.,た．一方 ，

C,i,>裟のうちてhl炉 l！お知‘,18:3,31曾如 L,/8:2.,＂呈が l：：ャ曾加した浚ぼ砂 l`「こ。

沢1ミ：ぃらの麦氾暉賃:｀とにしらべた 。16:0が成少と /1,こI0> t曾如 9E)ガう

7卜雌賃 (MGDG)の21立て7心らこ-,rミ． c18破の下舵加也l1いけい 1位て-

おこっ「:.b.:::そ0)速さ Id.月旨賃ざと l：具ヤJり） 22°c叫這直に達ら碕閉1J, M 6, 1) Gj 

も 124 ~間：ノ宜う 7 日炉貨がJ /0 0叶閉 ，フォス万十ら頂ふ）セロー 1しと広｝＂

も1その中闇て` あった。

このように長も土ぃ浚ILを示す MGiDGilてつ いて分、う柱紐戒を祖べ た`。3炉Cて`

の主要分、う柱11, Iぷ 1-lt>:O (たが‘1i豆，七ぶ 2 位）（店•I。 A I ~: 2.-I h: 0 (2 31/o), I~: I -

II,: l (l/ %） ，I 8:2 -lb:l (34%）(71 4つて-あった。 22°c.への温度シつ卜rt.,o時閉ず,1.

/l?:/-lb:Oぶ6•I。 3 て‘ i灰 ‘ケした他 ， /~: 2 - lb: O (12 o/'.). /ぶ I-lbこ1（以）とうり ，3た屯

1 :. 1 S: 3-1 b: Iぶ！ ？ ％， 18': 2-1も:Iぶ44゚／。とt噌如した．

一方，ケロロ 7¥` 口邁紅遠度が品度i詞 ｝ 丘 ら ，ナうコ I）ド‘様直か這且

叩 祖度が18:Iーlb:0m助 I：印J.,て低下すら：とャ：： g月らかに→い「-:.lI,)．

＜紐恥 À variabil;sがら温への直兵にお いて．昨貿のうら i.‘1ゴMG D 6が中

心的役割を果す．特にそ o,2 I立での Ib: 0-1),らふ 1への一碕均かっ姜＼ ヽヽ下乾:f11ll'..-b,・ 

IS: I-I b: o恥峨も恥ざと，そ↓＼により十うコ AF膜バ指賃叫店枷且度の 1氏下＆

が訊管の武枷生い噌-bn砂 3お ：す。 このように＼て，知龍が1恥贔Iで？らでい

↑ミ廃にも ＞玩吟閉のうち 1ミ十うコ 4ド賤が正専ヤょ棋能を回復すら： とが可往lジJ..,

てし、ら．

（文蔽＞ 1，S叶o,Ml.,¥'(a-ta，Miuraq.. uAaしt'179)'BTsAm,,砂恥立捻l?77年12.b

2. Ono屯 Mura+a(9977) 8BA 生年LO—磁 '3.1胡ふ廿田 lI?79)昨貿主I噂 叶定竺，立7-bC・9

4.りt椒西 (I?79)月旨質む噂1孜虎互， 3ユ0-323 5 詞 o中Mura七a 諷ヰ
b．れ田 ，小野 It祗 (117?）月旨賃む噂幻虎引，？0-？3
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38-17 介加或を吏にする〗本在X’< ノイモ晨濯袖数玲め砕子を
芽め譲依稔性

呵井窄司（私荊天理•生），印俯雄（虎沈欠理·生）

XマJA毛（砂WE碑吼）が極物は東アジアt)t幕蔓虚下如控祐から比海
釦ぁ這冷麟Y-至ぅ丘,<,直炉，吃永扮れヵ今布或ともって生合して◇る。

そが成こ水らが珈も遺う）本、オ歴によフて要る，＂わ碍派帷さもって J る北

が瑶‘卯い。いわ口嘉い嘩怜繁麟知ぁみ‘‘むかゞ”とつけ這鯰)V¥. 

む t-、発釦且 I：： ぉヽ tかこのい）な｝杜柘遠ぷ這帷す各こと旦を図‘し，荻
粒の稼さり外脈性訊瀕＼危した．

直科］ 口這活以北疇加 lvJ う1/砕のうち，ああ炉そのか布式砂t
のものから峻ド豆ゥ i-ユu,かい口 Yマノ -1-t I ¥:::メ}-］ '0，カエテ1ミ

コロ 1 キク）ぐ):-J.ooib蒻切砕和っぃで潤径した。矛匂 l域＇望 i:,'免珠．し，派孜

嘉祐の可砕のものさ萩直集し，ガベでの府につぃて同じ条件も咤及した。

国にヤマノイ咤凩峨砂芝遅r叶盆悟として①材批砂冽伍9切り，＠休既

叡皮臼疇如憂宕屹り、麟蜘叩 疇＇ u,釦和虹あう砂が糾

フに。そしてゴ水い疇碕ぎ）g裕り手つて望炉JI 莉匂喜蜘琵、示した。

碩）計碍史担さし俗ぃ神3の，ぃろいう「ス澄逸fKぷ＇け i堵げ屁ぁかも

っじも沈疇わじい？う石ドコやり休拭 啜<1”K戸 ＿すいかつ1辛這I柔

沙発芽し知，厚心疇わし~;~:クパ｝— .J.- ロばな9バしか‘。? }ぅ rぶ
翁知休賊性の←ぃ庄訓位しい釈加旬 (/9始／f7い）乱社に細象士れVZ-. 印環

鰍叩む¥げい繹史恥筵麟＼』オ::::=-F J'O I ℃メド J.りカエデ、い口でSt

て？幻．ヤマ） 4叱とキクノゞド和）--s.o・c z-ぁがい治今旋＾神う l9ど長花n恥
低沿直心加豆えした。この侑均 l4，ぶ苅汀紋さ襄y、すち同-府洒汀相発達八

屁。 立）戸みに， ここバ靡租しい衣ノイ咤J祗昇し移巧む，希芽kあ‘げる涅度寿
泣）'i..l未，鉢ら疇 嘉心麟紐り這喜訟 如 旦 っ こ と が 解 っ た 。 し か

レツの性勾釈It3 -o'?ハ渇比矛、の平ふ樹末凡祠芍トお 1グが屹暉砂ぃら報告coo)
と 1令反邦碍t党も ある。 ”い心この蹂要がら ，この厖が箪的仕沈迫に廷い休鰍性t
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 ．．
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Temperature ("C) 

失った如く収といが，しかし 、え，を祖臼め洸妥財もの穆ぜ！＄環から lよ，＃の嘘 If..砕

丘 戎虹立：パ昴 虞パ叩腿＇虹臼あり ＇｛も立直5-I令嘉遺喝眠即いも末

登吋パ饂 L/I 成包レレ吋it寸日ね民かサ浅＇ぃ緑竹 KIいてい}2 ヒ応推没l2水谷。

（文数‘] ①底0f),,”L戸立＇ 31．②人＾，プふ右必，筵’鐸．③瓜血色盆ノ3可，＇70.
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3B-18 ばアぅ〇杖 0耐 凍帷遠8&OOO條ージヘ、、レリソ， 71‘ ミノ

ジソ函及ひ颯充処理0影嗜

¥fl lllJf-::.夫、各祖給夫，逍井昭 （北大 ，低温扉）

温希に桂育する紺未 1)?1 < I1、妹 1::,fふって 8ふが梃i-<. t'fみt：：つ中て外身 t形成

し，形森層 n右釦も倍止し 1” 心‘ぐ1いわ中る 負荒流胎糾2 入る。 2の琺雑て｀` ．緬吃

分俎、神-fl,肥大 A ぶ木ィtfJと←に必象な嗚憤代論稀 Iさ塙速ざ小てやか、`て偽止する。

その條，気温か流戸するにつ小て休眼か‘俯、 ,:zIこ硯 5小／同吟に他瀑千に特合も代`謝

名m合、性化が令｀こり酎凍性が増大する。 2のさうに ， 自篤休眼七黎栂 L して紐胞内

の物憤4直此質的 1項るものば戸 ≪kI 耐凍性増大と明連する一卓の 4t‘詞 3低湛

1-:. tる外砥打該がひとつ n~I ざク乙なっているよう 1:::. 見元る．植枷紬胞o 耐凍 1世増
和巧 元る 4炉羞o条バし4位す 5た加 Iさ。植開か‘書釦和れ＆-b'5党副する狗期過牲

t脊しく解析す 5必免が｀もる。しかし fJか‘-s mた、各伯下で‘̀ 13、他ぅ届I'.:-さる外邸ク‘5

0泡磁し酎凍性の雌かわや行して進tィvc銀柏が‘純しい。

2 ()葱告 1;l 、自兎虹＆ tf) 状 ~I:::. わち灼•うの勅杖t 用レl て長期 1二わたる 4釦訳

狙項‘って裾啄朋 0湛浴処錢ゃ凍耗匁環fょむ｀か物鬼的力洟 lこぷって林服を打硯した

知ゃジ｀べ‘レリ、J t5えて枕、6&t破？たと令 t：：：そ o條 If)他喝知須か｀行1凍性 l：：：対して

喜 彩穿する力‘lこク VIて迅I¥‘‘ る乙共に、 6兎林邸乞訪喜し 1 いる乙角元 5中るアづ

シジ‘ ‘J 臨豆えて人4為的 I：：イ知瓜~ ,{,休瑶を打矮さもた℃令り屈膚にクしI "¥.七述べる。

(1）温冷ろが‘ジヘ←い）ソ知頑 I2ぷる影響：自兇ルHi糾 oゼイうの切杖乞寸、゚リ 1ケ

レ‘ノ位に入小て如°C3加温浴する乙什眼 1さ1各Lんも免全 I二玖わた。令た 2XIO‘Mo 

ジベレリ、ノ (GA:i)希液tオオカ` 5吸収夕もても林脈 Iが打似ざわた。 こn5うにして

竹眼t打破してか 50も1、30B46温如蛾する乙耐魚食が釦孟兄環nガの成合ふうも

為令 5なが？た．堪浴やジバレリソ幻疱 1::.er-る材8紅1破，J叙がら灸 I二分` l戸り長期

n A釦嘉 1::. ふる林釦1石良~ IJ:債唱に衷なっているぷうである。

(2) 凍結知虹：：ぷも影噌•• -3乞て 4ゞ日閤凍結緩0°臼臼即謬灼理レf哀 n
Id-凍稀匁球也ず 1::.伯：壌知環しtもの iぅ耐凍度の蒟令りが・・iし<久きがった。令た、

-3 °C 4 B蘭の凍結により 0 °⑬08 閉 ~f\ 蛾乙同牲度 n外脈打磁効果が乃 5 出た。 ：：：

n ：：パ‘5炎期 1::. 1碍釦1s疸わたが能 o方が林8いよりも射凍住噌大知梨か次え

い-::"t, 1]\‘• ゎ 4‘ った。

(3）7プシジ｀ノ訟知理lこぷる影智： 2メ 1ざMf)7づ シジ ｀ノ訟冦凌を掠4‘ ら吸収ざ

也て今乙る乙 、o・c 3o暉 0も遥処環も枕鯨褪．が持綬紀し ，低温欠＂頭ふ汀ナの鳴合

によら I¥‘‘て酎凍度り術令りが‘Aヽ ざがった。 20 こ乙力‘5 ． ん木 884負をンgしつも． 手寺•て．

Iさイ和羞2 ぷる耐凍ヽ性増大効果が小ざし1 2 乙があがる。

A釦品にさを休脈れ磁は 1イシシ` ‘ン邸レベ lレ0化6下t件うこ乙が知` 5小ているが、

駄.to結界力‘57 づ｀シシ・・ フ蘇力‘ヽ• あ 3 レベ Iし以千 1 '-ft る :::. 乙が耐淑性増丈のた h,こ 決‘
蒋て・ゎ 5とう 1可gゎij,¥~. tいけヤそらく 1づ` シジソ紘h‘‘囮凍，性増丈〇ため 0疵f-:.

な喩倍 At‘ 謝糸 o俗嘔 1-:. ぷ：従我辺距号す tfこり1`• ある乙従元 5 れる． ら@,;;、紺束

性増大過汲て従，こ tvヽ 1..つ力言が棚債須紐］に対する 1グシジソ訴，＂について n千
傷的 4綽果も冷わ也て緑もする千祀 1‘ あ`る。
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38-19 穏杉 ァロ I-7・ ラス トの凍it（失rうとそっ掛今it...股

管凍 ~1¥11 ・ 森 友彦，•松集 久 ・ 竹内正辛（出玖屯•土'il1科）

和功 a 7° 已卜？•うストし，市店苓~ IT じめ工%す")な今叶•· "-す tり主年も研兌

巧科とな＇ lつつみ＇）， 丸りこい直 r}o みい・匁忠iRIt 屯不 I1 つ咋ぁ 1 。一~.紐肛

,、ネ令う！誼官にあ＇り 3 政（い往苓I) ＾ t 母江・\‘示•いいて b ‘ り ． 7・ロトアう人卜 Iス1れ

ぅr蔦待 q 木灼社科ャ胡 q た"q 怜七J9 Li閤ぢ釈 I.. I'l も恥汽でさ b 。

ゎにわれ 1t， 万で｀ k ほ科のキこ物フ・ロトフ・うスト。r屯 1本茎咲： 中 C-196•c) て·宝 f1 L 1与

3 ミ ヒ t 示 L K.  ：：こで 1t．再今 1t..I'~ c｛朱埠 l l= tー＝コ‘'T（ Mavc kaふa ゃ＇ッ ~I....)

の力 Iレ入°‘シ 13たフ・江トァぅスト 9 丸 i芍戌や ヒちの再な iしれとにつ LI て 訥 ì 1:. 

フ、P トァジスト Iで、 2.4 -1) (I ?P ~） とが＾ごヤ以ヤ～ぷ Co.1ゥ。） L令い M…-sh,93e. -

sk0-C,3 の実天注丸_t_z.証代｀士を巷されマいる力，レ人から今紐し 1=. 70 ロトフ。ラ ス ト q

今 紐 I1棧 セ 紐 さ ’`iえ 7~ )1 日 ¥§1 "'I 1) Iし又 1:. ュス1)r1・Selase t令 v-o. 7 Pl\ マ~ = ト ー レ

(pH知．c:;) ~が天液に 30. c.., 2吟闇い屯万 i 二とに ,i:.') 1t ~た．今韮しに フ・ロトフ・

うストとナ 1 ロニメ・？ .:S.:,.... r,, f. ひ｀ィ豆達邑 cr、o-'Iネ惰緊し ． 直ら Y、守註 I'-汲同し 'I<..

7• p..卜ァぅスト＾県3}そirilt ． ン東宅 fヤ1冴 物 喝 t信、んに加え rm． 小型 Iゞ うア IV え 11'、

ァ，しミ祐咬0),,、釆 rー入れ． 7P P 7` うムフリーナ―-、中て＂千！和 ：東令も (1℃/~：い＂ ；令 奸 邑 及

) 1な． i知本笙弄、中（国・c..),nし 、 そ ： 7. り 4朱らしに。牧恥凍 ,n_l~ Do.lie.. "'LN,_貯西

内 l.f了` ’7.1↑った．贔と合年 ,r-, 4o•c ~木汗晉牛で、急邑に '1t "} r:.. 至凸 q + ｛令ン東和し度 It

，，ヌ℃ 11'¥$0 ~か 10 7・ケ ¥l, つ一入と令ぃ冶ヰ乙｀ ン東仕 lrこt今令 ・ -30 ~ -40て百て迎¥:..,.,

＇）．西喋ー 1,・c.呑て、千 iもン?廷 L1-o-• 

今 B 1刃，，たセ` ＝つ．丁＾っ・ロトアう 又 卜...¥a'' :l．十一D (0  ~ 1 rfm)， が＾叶パサ虚

(o. I Z ）凡い 03M へ 0ぶハマ.:... =トー，レヒ令ひ M灯 -...sl-,1.jC-s~芍の実天臼史． (_o,77-)l:... 、

の 平面.),忍恙，．ー よリ ， みヽ↓ ‘i. I 迎 P."1I~ }でに紐註位， i エ ｀ 介製ゎヽ認めらに ”2 a 
P8 4ら にマン＝ トーししな ;. 1('- I I..L亨乙の Mu~し91e-s←っ っ培央 へ 元9 3 ことい ~'I 力 1し又

t引 W I K ．布 )lx l 1-:. 1> 1し'.>.. I吝 ． そ＾ ，1l._ V靖・土を欠 (1"43) へ和 L ~11 中~-:培冷り J

こし v- t‘) 寺吠4年 (1ĥ1¥＂s) と な 代 l T~ 。 凍雑 i呆伶 L r:cフ・たトフ・シスト・ヽら＂ コ tl = 

-fイ穴‘ 1 ら I"- -u l'-- 入朽六 ：`L み在ゎ‘めでわ’') 今浅、 茉 吠 佐 へ の 再 ケ （し了tに..., ヽ，て秤応て

し＼く 。
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3B-20 樹木バ飼叉餌緻‘ヵヽりの細胞i羨の分離とその性陵

麟静夫 （北大、釦記）

遥蓋 1い主育する植物碩ヤ東I生11-秀卸約 1こ犬ぎ＜変化する：：：と lい司知の通、＇）てある

このような植物の而わ東性の令節同難性の原因 1:J:.これ 1て‘にも多くの板告ヵヽみられ．

るが十分 9月りかではない ．巌追の研究成果 I::.J::.れは、` 々の原因は細膜膜の性噴が受

化することに上ると考えられる．細胞殺の性領、殊 1こ凍結 Iこよる脱免水ストレスある

いは凍結恙度それ自 1本1こ対する安定1知変化11` 甘葵を構椴 lている咲臼 、賠随なと‘

の醤的、く笥的変化に裏付 1tられうものと寿えられる。このことを明らかにするため

には子純籾の＇りなし）令叫訊度を分離することか不可欠てある ．この報告で 11.栽培ざれ

f：：：クウ（ コロウ シ品桂）の枝の靭I支紐繊‘ヵヽ り比較的純度の高い細陀源を 得る 2とが‘

てきたのてその方法とその性緒につし 1てのべ‘る。

曼の靱I支組繊は 0、75M sorbitol, o、lM Tris-H Cf (pH⑬)， /!;叩1EGTA、25□M

mer四 p七oetha.nol, ti¾ pvpを含む洛液中て海砂およひ． Pelりc-krAT t哭，：庖砕し 、通

掌の方法でマイクロソ｀・ーム画分を将昇fこ, .::、の 画分を不連続 ショ 糖浪度勾邸1こかげる

とk-M3ATf'ase (pH6、5) を持 7 1：：： ぅ炎而色の消葵画分ば 20/31% （W/w)の芥面 I::.）曰収ざ

れる．この画分は 3Y. Fico/I を含む 161,,per-coll ［このせて 76̀oooか 60分遠心するこ

と1:::J:7 て更1：：：粋裂ざれ1こ． K-内 ATPaseを符っ映画分を 分取して、 I!;~ lj6芦（％）

のショ糖平衡岱度勾紀 (f6003 ば麟）にかげ、単— /J)l ヽ｀ ント． として介緋された．
この i応騎I1ER,｝ヽ〗も ｀ コ ｀・ 1 レシ小吃 、 ミトコントリアやクロロ 7 ゜ ラストの f呵me冠
の）昆入I1-ウ‘T;＜ 電子顕徴饒レヘ lレても可成リ純度の高りものてあることかわかフ

た． ATPase(J)至逍団 li廷て 50仇 MのK十ドよ って 20~30 ¾の促進かみられた． 、

のkt-M~2t AT釦 eIiオリコマイ シン、アサ イ`ド SDACI：：：よって祖磨されなし）か‘̀

瞑 CPI：：：よ 9 て約 L/0loのf且害ヵヽ みられた。

一方、冬の校の箪諜紺椒‘てはショ植凜1度勾配ならび1::.Fi coll-Pere.oil岱度勾爾己にお

げる［雌環(/)、5、る 3し）は曼の組島‘(J)ものとい＜渓なリ、分離法を犬中 1::.政租すろ

鐸があった 。危砕液中 Iこ更にグリセ ロー Iレを o.7!; ~ I、OM追加 l、不連桃JIレヒ 卜`

-Iレ虎度勾配l-、か け、1.!; /2.2 M麟 Iミ糾る膜必分を 5沼 M/:.DTA-/OmM Tri's-MES 

(pH 7,2)て1繹処姓 l、1昇ら札るペレットを 2% Dex七raれ T40 を含も Ity.PerLOII 

液と均ー 1こ；麟 l/舒、000} 疇遠心して単一のハント｀として）目収ざれた 。この膜函

術さ更 1ミ液相分離法を）廿 I)て精裂された．

砥東I•生 の啜なる枝よリ分離された膜画分‘I｀、ついてリン薙壊、ステロール粗稲‘のち
かいや 、A丁Pa.se の遥度依稔性ならぴ 1ミ躁琉勁i戸籾達などにつ l)て検討中てある

のてこれらの結果を合せて籾昔す る千定である ．
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38-21 ッツジの紬‘を托芸にお 1十る涅冷もp樗 ピ 冷 却 ｀ 連 虐

0が 9

'生意軸‘•岩昼真環（九大・和峯・牛咋）

屯与、細を中の植物9イ本にあ•いて 、 キカの方”'1埠戌ゃ在筈が届汗印 l: - 20 ～ー 11-o•c.

I二をはぶ低温 I:.まで ⑮`;.令却 L . これによ，て ；桑紐を回凶し -Z: I るヽ 2 とか‘.a員ら令｀ピな

(1.“ 官臼礫磁の一つとして：主目されるよう 1こな， t．o tぇにあ・げる二のような迅；令

却籠力 1.1=. ？クくの広積棟キにおいてるの北方クな o ；名在台と力ゃ m:"ピよく心係する．

一方 、 紐冬花菩にお 1↑る::.の種の詞宍 l3 主だわす＂ かで• み I ) 、そ 0 涯冷却罪ヵと石す寒

佳との 南1糸13BR埠でない。そ L てその一→の 理由と L -i:: 、窄員g宝て•• の冷却速度が ．

自？．を零ゃ石キ ；桑虐。項’J定 oF登o 冷却速内に比 t. "?:、 ltるかに大きいことも一因と芸ぇ

られる。今回 1;t、 ミヤマキ II ンマ と大 オム ラサキを主なキカ料として．花某 o 』b冷却

虚に位 11-"~冷却速度 o 景社督に-,‘ ＇ て細べ t=-~き果 1二ついて邸告オる．

荘甚 o ‘、東誌涅租 1さ示差蛇分がrで狂ぃ．芸鱚il:-.乞主れた ：xt:虞ct: な荘菩をイ井辻‘した。

花吝 0-g,i6勺な凍、雑西程呈 I~ 、 一 5 ~ -10 •c で• 3オ..、 某魚店か→差，令まし．ついて•• 内在ゴる

小花が凍る．みの F緊冷去p遠虐か• 大き <t,...._ Iか． 合、卜花の ，`桑”'1連埠6勺 に 起 る が．` ，'1:員冷

し た 場含 1-::.Iょ；桑,":&I,.位立的とな、l. 1Ci1々 の、卜花 o ；壷＄畜南咋 l:.1がB寺I'』約に過逢が生ゴ・・

る． 冷 却速度の達に よ る 告 、卜花の ；桑店己湿直 o令布。栄化 1さ 下 図 に 示 し た ． 三ヤマキ

, , シ マで• l~ • 兌冷ゴると、1 、 花の；桑店温度 1さ比船• 砂堪~. -10~-/S-・cて＂よるかべ ：令去p

涅虐か• 4 、 さ< t、―るにつれて． 詮t<.過冷去p;tる、9、花 か"t曽カロゴる。長モ埠冷しむ渇含

(I ~z•c／心） l :. 1 よ 、 石台と•• 0,J ヽ花の凍埠か·-23~-z.,•c とし、うヽ茫ぃ温虐域に集中 L • 

最大 o 渥冷却虐を示ゴ 。一 方 、 オ 六 ム ⇒サキで 13：令却連濯が． II ~ 3; •c ／ぇr o t島合

にしさ各 、J` 花 0 ：東註温度 1さー '7~ -Iュ・C "'屁国であリ ． 冷却逹虐 01，.？暫 l'-lみとんど•• 江

められない．しかし I~ 2 ℃/tr て••長汲冷すると一 iワ～ー 21 °C まで• 項： ＜凸冷却するよ

うになる．イ共註‘した面、y ッジ 0 この時粗にお Itる耐 ：：東虐 13 三ヤマキリシマて.. -:ZO~ 

- ;z ヶ •e 、 オオムラサキて•、 一／ s...... -zo ·c て••あ，たことから 、 I ~ 2 ℃／が程虐に頑~ 冷

した渇合の荘其の過冷印虐心耐項虐と屯よ<.—全にする土のと茂えられる．問翼冷のも

と で の実 競 1二l2％くの B芸国を心辱

とするが、花芽の品大叩＆冷細p註
力を L るセ，，，に 1i極のてななhな方

法でふる．瑣在、？7<の生 1§.迂浬

的令布を貝 l:.する枯キ積iについて逗

冷却虐 と石キ ：桑仕との償＼イ令を 、 2 の

方 ；去て•• 誇盆中で•ある． 2 水につい

て土迄べ‘ たい•

右団 において● 11,%-小花、 )(l;J.

芽益 の‘9ゑ出i/Ill伶温度を 示4.
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3B-22 レタス程子発芽時の浸透圧額1節物質としての グ Iレタミ ン

および・グlレアミン酸

0ケケ君剛 、松原聰 （ い 府 大 ・ 応 吊 生 物 ）

レタス I幻代表的な毛発芽柱子であリ 、 jた、温度 ・植物ホ Iレ亡ン殺の影岨も践若

であるが， これうの要因 I;;:I Iずれも，胚転の伸長する力ど p曾大する、、と 1：：：よリ ，そ

の作用を表わして 11 J (PCP :io: s-1,'79)． 胚粒 tf)1申長する力の物質的甚礎lよ、以

下 I)実験争突 I：：よ＇） 、月1.東りの免鵡約 o,5mmに蓄積す 3追滋アミ）威、 とく l：：：年／～’

的であぅうとがえられ:,.

(I)発 芽の前後から ，胚 靭 Iミあ＇げる羞離アミ）酸が忍淑I：：：君ガす iが， ミの舌積ぼ

主に月耳白の先瑞約 9，戸~m に某中して I I J (下国会烈）．

（ス） ／炉Cで吸水、ナセた在チか 5`以発芽する 85，古，で 、月五粒中に歪拝す 3泣艇アミ J破

量/~ , 全 く 登芽しな 1135°C と此薮して ， 約 .20 がか 0f... I.Ji s砂 (C,-/?t. /.)がm4，令／q

7Emん）た□ナカ！） ． 亨
('3) 月耳かの先訪 {).rmが中，：：：蓄積只／ たアぐノ酸匹µが~ /;:/.、対幕上約 {),22M の浸這

圧 vt加となる． 35°C では胚粒の伸長力 lな，砂 t登§レ ヘ•• Iレに達す 3のIて約 0,Ir月

桓当分だ If不足して I) るので、 lt •c で月ろ箪由の先沈 l ：：： 舌積す 3 アミ／酵丑/~ 、 月正和1 の

伸長力 t曽ヵaをナ分迂明しう；長であ 3.

(If) 月左粒の先坊にあ 1t.3辺益アミ）鼓の蓄積が 、全穿 （月丑箪炉呻長）のお呆ではな

く原因であるミとば、社子を a3Mーマニ I--Iゾ上で吸水すセ邸．皐白の 1序長をとめて祀

芽寸せな（）湯合にも 、 /8 ゜C で lJ麿和牛に追韮ァ~ J顔が蓄積して I) ]：：：とかう祁ら

かである．

(9) 0、3M マニトー Iレ上で桟子を吸水すセた場合 、月土転中＂辺離アミ）紋そは尺尤

幌射て"t曽加し 、FR光月打ずて'4皆力0 Cす., R/FR'I可注性も成土す J.

(/,) ~ F..,（司じ 荼`で砿初ホ Iレモンの効呆をみ 3 と，＆A, /QN,,よ＇} rピ加し I ABA Iミ

よ＇）這蛙アミノ afnヵ誓れaI＃れ刀ル1:rれ J.

と、‘3 で、咬水由始吟 J:')月2和を子幸ゎ‘う切リ紐して吸水、ヤせた湯合にも ，月土わ

の1f'長とともに立舷ア S)殿とく 1：：：今／り知が消加す 3ので ，少なくとも禿4切

訳 l：： "1)'II て，こ ，月る粒 l：：：お．，73年 ，＆（^ 立秋‘が，チ党力‘）の M-イt合物の1突玲Iて依存し

たものでな（ I ミと Iむ痢 5かであ .3. flみ摩;,::お＇1↑芹笠/&I“ いわaが ，ゼっ4所 1こ

お• 9 ナ 3 タ ン パ 7 結の分所によるのか ，

それとも 、Ar3手，，転-:ti.,<よ 3 の力‘Iぶ

双在莉サ寸ヂて あ` ,1>.

／豆 レクス虚全1卒＾二＞じドリシ反応•

咽水舟始復／6hr (Iた ） に ， 3 だ

発芽して IIな II戸危チカ‘)，ク晉灰（

サ1み礼）を取除 9、 ニン t.I-''1)..).. ；磨

液 I:7ヴたもの
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第 3日 4月 8日（火）

C 会場

生長生理 III,

花芽形成とリズム



3C-1 太゚ ＇）アり‘) 1レアミド誘嘉体 1-:: ふるコカ 7• 栂、仲長四言し栓
定・：久り閑稔

吹仔、井 船、麻井＼酌喩｀ （国立公言期）

合戊吝勿吋凝集ぶl＼入迎年下水知理堵 Iミり，珀されつつあ＇）、オり）ア 9りIv了ミド

毬邊hf-(以下 PAM t鴎 1) が主 'i.. Lてm..I`れて、）ヽ。屈采 PAMな土耕祁液 、

葵杏訊駿I:あ＇‘.,て 、高埠井盈蛉 11.Iふ 11-'i. I.,'(_・言 tL、 ふぼヽ t:,. 、 う とさホて、，たが、未た•

i o校訂が不充勺‘・・r-~ ~ ~'l. オ心舷た に か祖祁丘式蛉も行った。演希よな rA M の桔

叫戌！ t筍防が:::,這遺.{在す;ため 0校定沈ヽ団発し 、2れ t‘同て PA M のう

ち力千ォン甚 tt っ製品が、コカフ•‘芽生えのオい、｛＂長を 1大凜九、で阻、言す：こ 'L ti足

めたのて‘ ：̀：こに奇即もうう。

む広な以下の選 ）`であ 3。コカア牧予年0池 t.20礼ゥ蒸芍9ktとも I:IOOl""I l吝

二伯フラズつ 12‘ ＇入、嗚fり下 30°c で 1 歴：4iキK、 L うす~.生哀の梯った／01困位、 t足版
l、pl-¥b I逹臥墾 Lた PA11遠礼gomげて抵とシ t迷札3 3. 2昼在ぷ全迅心良長，臣

長およか•新鮒勅を翌 t ；い＼定ぅ 3.maな幸緒水 'LLrし。 この方法 11. J:.). 力＋オン

り注PAバの一社（ (-2) 11.つ、，て校召しモとこ 3、 C-2か根豆？よい逗宅古 3 2 1 

戸）眼した（も茸豆）。以筏なた1翌牧り栢、バすよ宰 493 P Aバグ栖邪？消!t判約し
た。こ 0知り下てかg、ワ史炉臼奴以鯰闇 9'）1 ツ°、フラスコ間 1•· .3.S.／。社危て＂ あ）、

及采ウシャーし～ 5ぷ遠苑芽元粒紅，こよっ刊恥入た條体の，，，迂、“”"30~70°/。であ

:うに比べ、租長雇が命 .l::...Lた。

PAM~造｝ーカー各社の笈品沿給t この大
：い栓定 L1':.'l..こ3 、力千ォこ甚 (.2~及ち 3 、)な

3 伶及了ミ>)をもっ • PAM ，ょ例 9} なくつカプ·桟が‘中

長 t預宅 L~が.)ニオン吐ぉ~ 11<・ 1ニオ :l, 11'1 p 

A J'¥な言 tち、よぼヽ互かった。 1J-4 *)...`庄 PA n 
ウタ0 ん゚伸 i1且言濃衣な今～ 90 prmであ‘)、刀＋ォ

ン甚邁入牽＂志、， lr:, lj. x.・・ ~f.! i夏哀て 尼`茎 lt. tュ

苓、ア ')1)Wアミト・・ モ）で一 oSo・J．恒守 i夏庄な 220

pp..-. l."あった。 it メ"g) - Iし元叉殿さ t` ；免浄

I c~;>l\：l'、） （＼1., ＼ `〗｝＇，\、（9
＼・

50 ppm C-2 distilled water 

lた PAバ"”Al t滉合は逗ヽr'.i.が 忘 さ 3 2 1 、;,.t.,,_.逍．吝勺4::,.. -7̀ t函 l̀1五、卜i
がち、l.I苓・なヽ l こと乃） s, PAMのゑ立は製品中ゥ不訣h記）吊灼いで l士 T}<. ．忘）分+中

ゥ刀令オン甚,.,_~'S もっ辻釦 l 1'c • 

ガ今ォン｀ti.PAM な、 3て` ）ナ 1 lヽ りサ 4が良の伸 -l.__t芦、屯 L．で5 1̀-9うミ

ト、、 モナス（衿苺粒） 0 生合 t~~i夏戻 1｀ 尼言う 3 こし 、 ふやゥ紅祖ふ況、 てコカフ｀乱

にり口で シスt起こヽ t:：： L tュ t• I)9 j 、祖邪全匁に品九ヽ ttフて` ， 3可践丸か‘ら

3。下 9k知翌笑，l ）ボ 、，3木； P A M ゥ凜度がねrp石り） 5虹lorr入であ 3 ことが3 、

釦り旭邪ャ没狂，2 ぉ 、 ~Iなう F A Mの手渇}2てSIこ杓さ1l 1. 、,<メ中があ 3 と定b 入

~. 
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3C-2 ジ｀ィスをン後メキ，レエズチ，レわよびその闇逐,i~ ,合位の

ィ＾ーィ在ヤに対すゎ受 4<A足進効来

．J:__田 託 一，和森奴昨 （夭扱角K..氏・合租芯）

ち＂ら:ア^ .r(Avena竺旦匹 L. cv " Victory ")生汗 n を瓜に咲｝与すわ屯移名荘~吻
哨 を 夜名中 ． 多ガづ乏父- (Artemisia absinthium L・) n屯吃‘'fl乞を 足4足性1がin『キ丘と

訣• わに。 こ の切哨，1琥々の 7-,;J 1 トプラ 7 ィーにわ ,1ゎ苓わがら多視芯的 1-::.祈視

””の後に思わ札、矛猿レ f-:.、埓条｀ （一）ーラ・マスモ シ維メ -tIレエスチ Jしl'.'..I司免さ Jし

1こ．本貌名 lJ(:t）-；；；パス屯シ 綾メケ）レエスチ 1レがら姦視n闇連A<令 9旺孫；導し ｀イ

ゲ 1イ ジン 破を 含わて ． そ れ ら n1ヘーァ¥杵 l-:::ff1ゎ生妃ぅ足速．和条を比軟し fこもの

て.わわ．

由— 多-4 ス乏ン疏メケ｝レエスチ 1レがらの各視孫涅手 4本への詞咽，J 名＃、 1 ：： J'）行な

，，た．すなわら 加水今紺が名品にお I了ら？，レ介＇）往メ？ I 一 Jレ希づ更に 1..｀ 渥元，ュ

水桑 ,(-1_-f-~屁グト＇）ウ IA (NaBH4) て＂、 さたメケル紀 13ラ-f Jヽ9 / 7 ンに J')行 r,J'っに。

ざ '71-:.:虚 匹国Lの秘料I””3れ、戌・沿分所 1-:::.J'）碍認•ざ Jした。花、l:'.'.4知進歪庄n愈免

l::..1:l''1ヘ:1" (~ ~ L. cv " Victory ")妥庁のク d ロブ 4 9レ分1件訟涅夜を同 vヽ、戎祖

弗元 l1A -:::シ ィ，レ、．わわ vヽ ,:1ガ 41キン処移乏にわ ,`,,h叛‘f今ク V ロブ A Iレ含そ Iこ吋

すら， 、・一て ン トて．．柔示 した。

本沢絞で 1`を用した屯吻疾兇系で 11．ア 9^ -r柔庁 n花 ALI3切絵項使よヽ）ゑ速に進

行レ、 1/.8吟的をそのクロ a フ 4 Iレ合` -t,:i”"余g吃 の 約 50% I こ叔1J_,- し、ざら 1::9(,, 碕•F副

伎［：： ，1約 f0xt r5,J 、マヘ: -r¾'n-,1 虎全に南梵ずゎ． ：：：/ヽ・ ィス父ン酸メ ケルエスチ Jレ

ゎ• J びそ の閲 速に 合切の委に 4足滋祁，r主心ガ A 元ケ ンぅ口谷丘千にわ‘ vヽても訳わられわ

が、 その うる注tJ'）哨 Q(.Iこす わ た わ I'.'..、 それら咲連瓜合切しガ A 矛ケ ン じ の 租 互 4乍

1月I-::..,..,、、 1..栓訂した。 その終咲 ．っニィス乏フ紋メケ）レエス オ ルで， 3(勾冴ミS')も(-)4本

n 咋荘が存 く、 元浮 t 析すらの Ii(9)4禾 t `• あわヤが示渡~ tlに． 3f::. -,,/．．,(J..乏 シ 縫 メ

ケ ル 1 スチ Iレの '1') -1 "/.•I トい てわら '；‘ィスそン 酸 n 括ヽ浣 I :l.省レ<1氏ヵ‘-, fこ． さら

に 多 '7l'.l ペ シ ？ン肴の 3 4i tf)打，レポ シ ｝レ基の淫 危， 2位の情］饂 n鉤和． あわ v、,:lI 

il n f -<t. 1 - 卜 n涅灸 ,Jいす iしも従 A↓ 4足進祐、江 t劣レく 15,千づィに．尤鮫 nf，-わ I-::.

困ヽ ヽ f-:.f "'I. 1,f 'c,, :--絞 l-:.＾ ‘‘てもメケ↓ 11、チ Iレ1,1>-.f')矛 IJ‘.ブ') - 7 プ／．， 卜 v、くらべ｀

ゎ刀．．が 1JJ/‘.ら各 vク七，ttt示しに．以 .r...n綽床ク｀VJ. ：：/ヽ• ィスを ン 後メケルエス チ，レわ｀

.l: O＇々 の柏透 AC令 9On岳紀 4足位`名，在の梵戎し IJ 、 メ 4,レ1 ステ Iレ勾本，イfV討！ m :::.. t、括

合わ｀よけ・-f] 1し、1、．．ニ，し甚 nf}（1 鳴‘.ふ̀t--1.・ 1,わし》℃わ Jtわ．
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3C-3 ジベレリン酸で促進される fズムギ糊粉層’のフィ今ン裟

分紐に対するアフ‘‘サイジン蔵の影牢

庁叫舒康，鈴木惚外 （東挙尺•生窃）長策液火•生均）
オオムぞ積手で｀ほ、全リン蚤 1f)的 6o % P‘"糊粉層中にフィケン酸 (IP 6) と

して貝牙舷されている。この lp 6 Id半切謡胚積}を水、で活養 LZもあまリ威少しな

いが、 IO ppm のジベレリン酸（ 6-A3) 区加えて培養す 3 と発芽の際と同じよう

に弟しく病妙—可る。

仮々 1;Jすで 1こ． 屯A3 によるこのエ P6分解促進IJ, RNA合威阻塔.trlの 6ーメ

チルフ°リン (6M -P) o. I ~ I m1Mで 45~ 85 %，タ ンパク質合成？且塔斉Jのシク

ロヘヤシイミド (CH I) I ~ I O ppm で 35~ qo %、 KH2.P04 O. l M 之・,50 

％の阻塔を受 lT~.::.とを明らかにしたU)。 KH ュ P04 は糊光溝の凡含量を増加させた

が、 6M Pや C.H I lcl Iまとんど影響を与もながった。

この G-A3 の促進作用廃｀樟を解呼するために、オ Tムギ糊粉層で｀ G-A3 による

dーアミラーゼ｀誘導を抑i&ll~る（ユ）アフ・サイシン酸 (AB A) を手切熙胚種う希養糸 1こ

与え之せの影響を言周べ｀た． 3日？月の培養 z・ A B A 1J CJ o 5庁m 之‘• 3 5" %, O. 5 ppm <'.•'t 

ケ％，夕ppm で`／ 00%, / 0 f,戸 GA3 の4足進作所を抑えた。 しかレ， ¢ M Pゃ CH

I dl t易合と同様に糊粉層中の Pi量を和加させなかったの乙ぐ、この抑籾か． pしによる 1

p 6 分糀酵柔 tf)f且老，こよると IJ考えにくい。

3日閉の 十 GrA 3 培養の途中 Z‘• 5p加 ABA区悉加した場合， 1日目て。の奈加

t;t 1 P 6 の分＼解を約 qO %阻害するのに対し、 2日目の添加こは約 6a Y.の阻塔効

果にとどまフた． 3日閉 If)培養の途中之‘'ABAを取り除く笑験さは、 1日且と 2日

且乙‘‘の財たち~が｀、ほゞ同じ効果を示、した。

これらの和果から ，ABA Iな牙戻縦ん合成ないし 1Jタンパク買合→灰のレベルを介し

て、 &A3によって促一進される IP6分醇を抑飼してい 3 可fもほか月訂唆されるので、

目下 6M'Pや CHI によ 3珀堪＇J効果と比的乃存1中である．

(1) Katayama, N. & H.Suguki I 刊ant か Cell'f'h-:Jsiol.1 in r'厄 "5.

<,2J Ho, D. T-H. I), J". E.. Vo.rner. (I 9 76) Plo.nt Physiol.／認， 1'75-178.
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3C-4 コムキ環t~ におけ~ 6-A3誘壽酸磁ホス 7ァ 9ービ` 毛11吐宅

和こあヽ ぶぼ` qABAの影誓

稼 山幕 、鈴 木粽 （薮吸欠•生物）
糊粉層こおいて、ジベ‘レ 1)ン((;rA3）にざ？で誘藝さ収る d-ヤ三ラーセての合成段

び‘佃炉沢アフ＂サイジ‘贅 (ABA) にfl)阻苦さ瓜るこCLな、よく知ら瓜ている。

まピ ErA3処理1こわて、コムギ｀糊粉唐の型梵＼吐寸、ス 71'9-ビ1志 Iヽ生が＇堪ばし、回B寺

に知距タト＾の分戒、が討濤さいろこ e,I本、窃かこ緻店した．そ 6H稜の定総び二の活

吐宮大知び 分`翠が'ABA 1-::.,l:り祖害拙喘I)されるこ乙が‘甲らか℃足た。そこ c¥＼酸

岨応スフマダービ 1:::..灼窃ろ GA3の如果を明らわ＼＼こ巧ろこ乙を已約1こ、 ABA 6)阻き

パター ンと、 RNA合戌の祖‘苔斉IVぷろつ 1レジ` セピン 、9ン1ぐワ合成の祖筈智＼であ

るシワ 0 キ^ シミド｀のそ瓜らとを比較した。 コムギ無晒辛莉じ5を24時向

歪 Cで＇蒸饂 K中で前培養し｀そm後、唾．Qの処砲を行ほ，巨．ヰ繕．3h＼らのホス7

ァ9ービ｀の分泌Iさ、印A3(10―和）如理後がヽぷそ＼2.8芸向ぜおま り` lりほくとも48暁向

まび縛潟詞~. この印A玖吋理の途中乞"、ABA(lO令M)、コIレ→ヒピン

(,ooppm)、シワロヘキシ三 r(10 ppm)を名襲向姐後、 0 ・ 6 ・ 12 ・ 1'8及び Z`4-8寺向に

投5し、結巻南始後240芽尚むの学理，各中反び｀培地1こ祖必さ汎たず＼スファかせ臼舌1¥1生

を比較した。その結果、 A B A` P且言為9ともに `ErA3如理後o. b睦向℃いうぶう

ほ比較的早いB菩期に投与した湯合に｀ぷり強い阻苔が‘観禁さ汎た。 双1::...

A B A ̀  P且喜和）炉理の睦衛を一租 (l2晒向） にし、 G-A3の効果に対窃 3阻嘔蔑も比

蛉した。吟時南む1の比較かま 、1応 24痔向沢理I乙対し、0~ IZ.時南如理のちが‘、

GA3誘灘ホスファ勺ーセ吟卸生の堪欠反び冷ヨ必をよリ強く祖害した。こ如字 ctA3如理

に~I) 如粉麿糸IllR恥誘埠さ払る一湮の変化が中で 、 知らのために 1込要ほ細胞杓 6') 変
化、お1そらく 1さ襟造の助成吠、 GA3如理後12.e寺固以内に進行し、こ瓜叫 ABA` 

祖苔和）習 1こより F臣唱さ払る結果、匹晒府りまでで‘比較した場合に｀ホスファ勺ービ｀の

活雌C)溶丈乙分悲1J¥＇抑病I¥さ瓜るものと考えら瓜忍 双 1こ、憩々 0)着度の

AB A ( 168~ 10→M)をG-A3(16知） と同賭•に学環浴 1こ与え、 248芽向双吋理を符ち，た。
豆結果 、t.rA3により誘菩さ瓜るポスファ 9ービ｀の餌ら1さ、ABA の環夷が‘危くな

るに支て、ぷ 1)強く祖苔さ瓜たが‘、学理狂 6)ホスフ 1' ダービ＇のレベ lレl守 6̀-A3

の田磁逗1こ冠し、むしろ 10~2D裟氣く行，た• こ爪 1さ、 ABAが‘、6-A3Iこ~,で

誘導さ汎ろすは、 フ，， 9- ビ＼ の分泌 l&l!且苔窃るが｀、 ~I注叩喜欠 lさ、 9呑と人℃｀阻筈しな

いことを稔昧する. ::, 6)他 、6-Aいこより誘導さ払る Aーア三ラーセで）合成

分成1こ対巧ろ、 AB A、阻告吝9の影嘗 Iこついても 、合mせて緻岩巧ろ．
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3C-5 キュウリぅ奮の 70テス午ド 7／̀ （~7箔阪合に及ぼ｀す ~A
0の影響
大和麦庚，春抒危，内篇祁秀，鈴木怨 （俵浪大• 佑窃）

董4じキュウ` ） 3差をベンジ 1レアギニン (BA) を含 3せたう？紙 11べもて，緒所

i-:: /1' 吟闇．その 1皮哨所,~ 5"牙間,.,史謬を可ると 対懇、の水 (1)w) 処理のルのに

餃べて 7ロロフィルで 2~4危晨白で'/~ 2象l0 9管1JOがみられる。 )-灯毛〇

コシが1 I 午ズアラ~ f-が70ロプラストに発達する時、 1・ラ 14日夏条白 I!.

賃且量的吸勤のみられることが知られている (G-rebo.nierぶ al.I q "T q)。

青Aも知ウ 19す乗t同し'-z. BA の稔9し促進~に 4手 q う 70” 千ド告白の績的»亀的
成釦0項患、につ町いを打を行なった。

請形者をしたキュ h,11棄を哨所で 8A3た11"JIW処産をして 睛所 Ii時胤
吼,≪ 5硲闇バgm印 1?た。 こ，， J差を冷々 L這砕液とう昆合し、ワーリン

グ．．7＂しンダーと）科如てウルトぅグーラ 、、I7ズで庖砕し、 111\ ‘；ヤ浪梃~ を 1800 凡g > 

30秒-ii,じ分麒 Lた。 波、でん‘"危砕液に懸濁し >‘J,~ じ. ‘‘I l-が農角勺釈注心

分細ti子汀い イン 97卜な 'lPo -,。ラス I-111今し‘g，分を取った。 この愈品を

侭張緩衝液で＇石棗点して） 20,oooxg, 30分の這Iじ＇／分雛z・・fl滋で‘ん物を 臆画分≫

t澄を可溶↑這准とした。 を白氏‘今の 1か町：： 1T S'DS一本゚ '97りI]Iしマミドゲル

咆知中動を用いた。

切陸して fiI.,‘ そン白"う全 1シついて 工4':if..,();ラストと '7P a 7‘ ラストの月€を
包Iぐ？ーンを比較しr：：終梨> ℃‘ちらも 13 不~ Iゞ ンドが＇認められ） 1＆分ぅゑ臼が‘

1 0 O 7・ぅストで骨的に増加していた。 iたャ1J待使裳か”扮賠、射召柔ヽuしr.:”fl‘ら／分鯰 Lrこ 70ラス4い＇の腫昼白 Jぐt-ン,:.1,ーいても、 エ今11° ラストのそ

れに較＾ て` 1ら／iJ3条白 n哨noがみられた。 G-re bo.ni erら1-i: トりモ〇コシの

I午プ 7° ラストがあ 1-:J:ってグロロ 7"ラ.,_,..になる遁巽で賑径白 n史AUを詞べ‘>

引本のゑ台 Iゞ ンド "'n在 t>比較的イな分 3^ 昼白致本がエ +1アぅストに ,iなく≫

釦 61ゴがiって出現してくることを示したが‘＞‘ヽ の現象111'ュウリにおいても範原

ざれr:.．
BAが1°ラス十日照告白}こ}える影饗 1：：ついて 1tBA処祖し PW処喪とで‘

ギ，＜`ン ドの数に相立豆 rih‘った tIJ¥ (J)＞兎t](/)骨比 1：：：：柏遠が我／）られた。

これら n 親似，€、セ相達，占、 Jこついて，ょ r； 吟朋経過 I2 ({ fiうI” ーンの 笈會ヵに

ついて >ざ らに 可ノヽ落t'f昼白に ついても合わでて幸た告する。
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3C-6 重ィt'..→ h') み象 4i化過仕咽 1 うベン -J-• 1'- 7デ―::.ンし

1 ?ウム iオン，，＂I'¥.. ? Iヽ て(”)

春什危 肉属弁丸 付本名、ぽ仮浪文 i杓勺令）

訂袷 11"'苔ィt'..+ h yふ亀 4 、ベンツ ll-7デ＾ニン（吟），スベ、 1') ウムイオン

“り噂ィ遠追， P“4, R姐，蚤“"りがatいた,1 甘ヽ ia _ f1 1恥狂訊

い LE,l..よ}イ””<...犬̂ 4り、 P“A憂べ 90ず、紐泥令如促進て及吠 lて 1ヽ うか ll..

～遺t_1.11り1t...tt1i]I¥渕化を隻 l.,171除 L｀ 水 又 4、Ka，吟， Bゲ改

り如⑱炭直 l1,.aA-..t..Lt.羞べ、叫杭 Ir,ぼ弓ヽ0，靖祈 Ir、ヽr叶，$l，靖94/r峙虹り

が、直戌し 1AI1..恥叩30"（t1l/lい）し氾豆心吟の ‘-2./1l..6て 知m．敦，

匹 A 、70ロフ、止（匁）＂ 1訓べ次っ紺Aい9大・

(I) il月fが^ ｀ BA，に，1WA麦の増加 L したら L 、文なす bし曼，ふ果がお了る。

"lりりむ叩 1・`ヽJ、¢遠むn良ぶ“,J.＇）吝大て^ 1..; 11". /8 ~，日 n 鵡？h {．l 
ぃ むmゎJし、逆 t し Pが双進ぇバ 5 9 6大さくなる。研必玖望り匁麦

,a.、4所杓剋戊ず公ら 1Il,Lo‘O‘ わク 1''ii],-7-ぁ，た．

di)紐胞伍のかo,1｀災ずみ 1-tJ‘,1.促心人、 {JA1^“2人ン弔合、大ぅ，

(Iii)＆惹ホた，っ以外夏＾19..Jrr.. BAに,~促進杓久ぷ｀ビょ＇）い： 1-古る、

邸コ、年，雌9h1パ使進わ妥 9→ス 590、 ~/:I 問所＾叶 T 促道1ピオる。
(J̀V)細胞，， 1t. リの PMA麦もゴih らと，~(. I に， iJA,DA t /lJ'疋立笈，，喰It.大 2 < 

.,i } ｛澳勾が見ら .L1'1.... 

(V)に13、吋和＾，久麦，社殿、各白憶，力 13ケ I{ド麦辺iaいゼ 1、い。
げ）臼吃，，＾ ？り匁星ト 8Aり店嗜9dする．

⑲'）叫9hぼ aぅ，りで^ ．凶必1叉夏、ユ、 1を瓜ビ I1憂勾憶昼？増切會‘` 跡芸 1―ろ， A 。

u') 1 (V) よ'), 9AI1ヽ 約 1^ も緑化筏t 促`道1てうが．ビり付化促道知采9さ．祐

がぷ鼻 T 、靖所ヤり柘采，9少な...,し力ら入 ?>.(.Vii)f 1. /3,11“を破，ビロ蚤白樟妥

m眉”'1あふ l1ぃ bし丸こら人る． l q 1kn..、PAL ヒ万は紬ーイt'.1....促道1ゎ点 1̂ Iょ亀
国l.1^ れウが、 4卜月殺1(1'¥.賣ィ↓ 3点がウ n L 力人ら人~.

PMAバ式汲屯令1つ` ヵぅ .r-n如ゅtlto,.1~‘ム‘”7̂ D伶合成 i...F且＃プると ．“

麦')1いが見ら人、問 I'¥.'PAn.1- る増如 3"1衷<fil.専1 入 b。孔，～` よ‘心に r'), これ

ちれ且屯、3国1度する．今，3、（ I‘)1(_,・v) 1 1 !>ルA量の内11/}I社土~ Lてkil陀数っ度4にて`‘

,1.,I I...・蛉昨(1J”“A星の女loI'¥.J.. るもの 1̂ 1る g ぃ ．提 7 1、・紐 應1,..,D屈曼

9屯今t113. cJJ._昼い佑ら O` の和代がカ bl:...投捻 1・ そる。細胞勾 9 0VA受＾，＂ tJI1、

知陀ホ 1L.）"l 7゚ぅ 1ヶ7 J..{k ＾浅化し灯応す boが t投材ヽ fT 力る．
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3C-7 噸化子葉のベンジ I`レアテ’'ニン、IAA、GA3処理て誌導

される工今レンが緑化4足進、作用 lて果す役割 lてついて

劣井 渦 （弁、大・理・植物生能問）

希化キウリ子葉を連続？鮨月下においた際みられるグロロフ /2Iレ(Ch/）合成 Iな、

切リ離した子差を予め時所でバンジIレアデ` ニソ (BA)、0-A3、IAA、エ今レンな

℃の木）レ毛 ン処理を行な うことによリ4足進ざれることが知られている.--方、サイ

トカ A ニンセオーキ ジソヵ••IJ夕くの植物紐緩や培養綽胞のエケレ ン 生成を促進 l 、ま
たジ ペ レリンもエケレン生成 1寸影饗するという殺告か’'ある。免:て＂壽化キウリ子葉

をこ札藷箱木）レ毛ソ処理した琺冶/-;:屯工ケレ ン生成が影響されるかを謡べ、また

免のミとか‘免れらのオ、ル毛ンの Ch1 合成促進効果の 発現のう え 'Z.'• 1月らかの殺剌を果
している可能性lてつ＼）ても校討しt,。

瀦所38聞発芽ざせた芽生えよリ切隙した子索知枚を試験浪I:4ンキュベート

し、睛所中で‘のえの移Mの特定の時間帯/,3峙間悟器い灼嗚積／5仇）を索封して免

の間に届得したエケレンを 17‘1スクロマトク＂ラフィーで捉差した。なお討統れの席妹

として 11-/0,.,.Jvl /VIES buffer (pH 6.o)を用いた。木）レ毛` ノ処理閉始牧2/-2Lf時

問の3峙闇のエケレ` ／生成量て＇＇みると、 BA 1-;. 10-'lM以上、 IAA1ぶ／び知以上、

(rA31t10―知以上の濃度で免れ免｀れ促進効果を示し 、/0―知 BAで1び水対服、の約／0

倍、 10-3,.,, I A A -Z."／ぶ約 5倍、 10-3 ~ cJA3で1ぶ2~3倍の生成速度を示した． これ

らの木 Iレ毛ソによる生成促進ltlo知 AV8-(心ninoぷりox!vinyI杓cine)を共杵ざセる

ことによリほぼ＇兒全に抑えられた。なお 、BAと1A A,i ~の場合相束的 1て勧き、

BAとGA3、IAA t GA退相加的に値い t~. また BA&びIAAの効果 9ば処理閉

如皮少な くとも 3時fむ） K戸直あらわれたが、 Q-A3の効果/d,9囀以上の長ぃ

約-(/)4笈あらわれた． このこと 1なGA3のエチレ ン生成促進におげる作用椅作がBA
ゃIA Aの免れと 11,晃なることを示喉するものであろ う．

浚1-:BA、GA3、IAAのChi合厳促進作用にエケレンが関与しているかをこ

れら木）レ毛ン単絃、及び木）レ毛ンと AVCrを同時に、 免れぞれ暗所 24峰間前拠理

した祀手 4日目の手業の連統熙、9月下での Chi合成量 (6吟間連緑，` 危 8月4知の Chi蓄積

暑）を比較することによリii目べた。 これまで/,4号られたテ＇‘ ータから判断すると 、木

ル毛ソ tMES buff€rl匂う鬼かすと、携作 Iむf0月であるがME S自体9てChi合成促進

効果があ 7 てLAA 1-c.よる促進効果がみられなくなリ、 また BAf GA3による Chi
合成促進効果も AV(j茨枯立＂も床リ痰 ‘少しない。これに対し本ルモ ンを本に唸か

した条件で IょGA3による促進効凍，；； AV0-共移／てよリ汲少`するが、 BAの促進効果

lt AVG茨枯 I,よ， 2分少しな力＼ ？た．工ケレ ンによる Chi合成促進効果Iぷa.J,eの

進んだ＇子乗程増如する t1)'Z."えのような子柔1-;:ついて筏対中 である ．又、 IAA I,つ

ぃ7-1a: I A A自佐 の促進効果が1AAを？lぃ贅かした知手下 て＇`もクリ犬ぎなもので`

ない ので未だ明躇 tj.綿果を籍ていない．以..t.のことから G,A3のCh/合成促進効果lて

1ぷ師ガ的I'-エケレ ンの 作）用が朕与していることが角え られる．
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3C-8 キ1 ウリ市化子葉 (J)8 アミノレフ‘‘ リ ン 酸形成能に及,~す
ベンジ ルアテ.::::.ンと赤色光の影坪 ：ア、ッ セー系のオ魚村

辻羨矢 げ、 •K ・消 ． 植灼生應 ，研）

苛化．租坂t昨所て→サイトガイ::..ン前廷珂す｝勺‘す↑乙 93赤色光で耗吟1月前9t射す

3しむ紅狂月下 へ祁 lてり‘らの 7ロロ 7ィIレ彬成 0‘”促立され 3..,、●`， この？祠 a希i

知茂し3いす` ．」l{昨研中で §`-アミJ レフ..リン絨 CALA) の合成能 t 坪けこ 9 せ~. Lがし）

臼 l月1こ.l:a ALA令成能促逍祁猜の豆）司について 1さIさとんと‘` 知られてい T.;い．渇者

屯 I面卑因の組令せ稟 gをから 1畔因の作）月旅柏 11)t 1司Iこ関す｝知見 tiいぅ L究ぇ

r-:が， ¥の r1↑ I= 13 J h →かじの屹 4L そ•• 4L の卑因が最欠効果t 和箪す｝ようじ， 尻件

t祁の｝ことが｀I/:.専であら． そこで ，臭貌条件を神々栓討した仕渫，維合せ史貌 I:

迫当 1,t知牛 t叔めらこと勺‘ーでさ t:..それとと{l:. J このオを言寸 0\ 迅材名で‘＼勾卑 I~ 0¥効巣

の1見il1J̀ 「こについていくつ 1J‘{11迎昧 hぅ初兒 tiirこので板告すぅ．

ェイ ジ`r g (1¥ キ1 ウI) 芍化め lざえ〇‘→ -r111¥取ぅ rこ子森 tl利ぃ J ALAのアナログ｀

であウレ 7‘.，1ン酸 (LV)l I日欠集危麦荘l させ困村i す~ ALA を史量•l iこ． ALA岳積 tみ

}虎旅のタイ 7• I:. L -Zし；； J 最初 1:LVを与えてヤ吋 11f](1¥ も柑、4を澁 t立玲す}兄t,(f 
和 i) と稽々の叶、5ーでLVをキえ¥^ 1変の粍叶llfl内のも社をみら方 ；i(区 1!il注） tI利

¥‘r::.． この 2 フの方 ；,£,Iさ， それそかれー長ー娩か．h}のて， これ→を併If)L比私オ全討

l f:.. 

1)へ‘‘ンジ Iレアテ'‘ニン(BA)の北令． LVt t 4 1: BA t -{表ネJ1つ‘.:,真培浸潤させ 1!: I 

昧所中での BAlこj 3 ALA-今成熊促‘』なヵ東3BAを与えて b‘ ら芍如B令lli1 (J  ~ If問1/il)},支

I'-9いわ4¥}．睛所での長朗1月イ ンキュベ‘ー シコン中1=1k対！吃区の ALA合成能t,3麻‘々

日も下す}の Iこ1寸L ) 8x /0-tM BA I すこ ~l tぷo~ 60名，もいレベル 1:{呆↑：せら ．

叩）赤色光の場合．炉色光ゎヽ••ALA 令成 1足進 1こ対 L て 2孔者い杓果 ((1] 昨所にわ IJ

｝終末茂灼にふら ALA令成条 I:対す 17ィード Iゞ｀`・I 71且磨 t硝株す；こと I (:z) ALA 

令成尿 a舟欠） t 4つ こしが和灸されて＼I)が (Kl1/り l,d設．）1977)） [2]の効果の出

現叶見日に 7いて 1叶；1月べうれて l‘fdーい。 ホルモ ン(1¥4乍lfl杉湘 I:0¥ tt舷で 13J [2]の効果

か重要と角え ~~\)O\ で，（1J 0効果との介雛 t言式みr:.． I ;i叶 W/cmi"1赤色光 t)＼° 9レ

い既射 (tか8')L「このち自ぴ咋所へ戻：Lf :. 。）＼• Iレ又蛙射使Tこにち I=ALA i枯速戻

ll急速 l：上昇す 1..,、9) ！！射後 3研lfil1こっと。いか昨所でのレベ Iレ1二戻` 7 てしうう．

: il 1 3） 旺射 bヽ・与えうれlfこO') -t; I:.ALA合成印そ 9さ高めら 4¥}ぷ／ 自 o•• 7ィー ドバ・ック

稚恙ぷがり‘ヽて L:;t う「この ，ぁめう 4lf：合成鋲 Iむ替石化 Lr:. t名果で h3 L尻えた 。

＼ こ で， 11/＼゜＇レ又旺釦支の積女の研克で，牙 2) ヽ• Iレス t5えb ことによリその叶

立で 0) ALA合成俄 t栓出しとう L言式みTこ．｛＿名果 11J 区1日泊で I`オ） *2 Iヽ・ ルスI:さ）

て栓出さ 411 ALA合成省と I} -;t 1 I 1• Iレ入旺射猜麦夕研Ifi1 O') ところで t・ -ク t示 LI I 0叶

l直ド 1.f牙 1)＼゚＇レス直後と 1司じレベル 1:森ちつく。洪枯法で 1丸 汁 2)＼゚ Iレス t与え

3し） 牙111• Iレス後笈 111 ALA 店積ヵー 7•‘ b‘ うそれ\.. ) 急立 rdヽ烏枯噌犬がみられ;'.)‘)

、｛のぷォt立危のナ 21 ヽ• Iレス t5 i }吋•5- lこ8 }立． Lヽ Iさ／区llil泣の伐果しよく一致す

｝．ナ 2)I゚＇レス lこさ 3ALA今戒印ビのヒ° -7 lt  おそう＜牙 fI ¥0 Iレス 1こ.!)ALA令成

のpotent,atIOnh渇ば、に dLr:. a弁、tt表 Lて＼ヽ｝ 4のし寿えら 4l ~ 。
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3C-9 "”j光滋ぷ渕芝之払たサイ

リウム含量の座化』

佐野哲男，食み号 （広大・総合舛~)

サイトカイニン火I. ぅ豆により ~}-L の和度i)ッ曾すが 、 気社の 1和度の i見）主方払 le..Iぇあ

なりの内廷ヽf 残されてり 3 ． 珠内の食＆し／ユすべてー祖 1--/~ ぃ -z ¥) 3 (，，で I~ 五<. 、

／司 l‘‘ 峯の中て、も力 i りの Iヽ ・ラッ午があ 3~め、ク単の気孔の肉度を同吟 Iこ双J 主 L i 

けμ_Iダ 1し乙 V1 ．そてで軍］育醍つ Iヽ^ Iレ今ナト）ウムとカリウムの反公5の経果生じプt.

ウム） の凜瓜 t走 妥 ず a::.こ（いより、 JLユ畑

トカイ ニン によ 3足 i!-し内力

ツンヤー塩（丑硝蘊コ Iヽ• Iレ今力 y

胆内のカリウム含受り士t裕ャぇ ．

サ ン 7'ルの表皮を（たぎ｀てり、軽く水及した後， /0“ 亙球敢コハ‘̀Iレ4ナトリウム

の 7¼ 訴瓜J澤浪で生涅下 30和釦表足以J\. 双 L ぇ．邑尋 t 浮く左め ， Jo , {oノ

アセト ンず鰈＜ガむ羊 L ~ぁゞ~ ~ /0分 1旬ず｀っ没ふ， その役／れ） y.7'、')セリ ンの｀ヤに衣

皮 t つけ 、 約 l 玲（的社 ， サ ン 7• Iレl7JJ-L辺細胆に生ず‘3 フィッレヤー玄iを咤星 L え．

汎＇）定 1;..オリ ン／ぐス光 手ヽ鋭マ lレ今 i創光舷叙＆もを用ぃ、 i＜舷又海、ラ ン7‘ の巫社にク‘‘ リー

ン7イル タ ー乙 ， ざ しに肉淀 lt（ェ＄クD 穴mのフィルターて胆 VJ/2. 

1図1-,:・季ざか 3よう/, ::cンドゥ（ゥ圭みと・り） t.16•e gm立 此 失、下て‘'生自さ t

九↓の 'l.、 I和豆て‘吟firに3{,由向おりた笑の奴ぶ＿も詣＼べ J-.:.., a月所にる‘わ れ て エ ンド`

ウの方が暗社 の ものより t＆疋細脱中にカリウムを妥ぢ宜わ っ凡之らに暗fh7:没ヽ・

C、？汀紐玲A l fし力戸ャ（東まゎぼ~ 1>) の知葵 L水，ぁ 3V¥ は I砂 4カイギ今 ン

水洛決 I,t各わべ‘たものて‘‘ はユ0玲肉仕 9で釦ユ 11) ~う 1t ． カイネケ ン＆勺gLえ } 争 の 会

5し孔 辺伯照 l::.（ュカリウム含長：パ其，ぃ↓のがgあ つh. カイネケ ンか姐1とりぷ涛向目

に必 lりカ リ ウ ム 合妥の地加ぁ‘.J,..らいスが， ニ.f<..11-カ イ オケ ン 1こに 3立彩仕直ゃ釦し

伐達をひぎ お こ す 吟由と一致す 3. なお 1v`、 コ ッキ ン久^ 叔 L九気ふLで｛ュ和左の地加

ヵ y ウム呈の増加 l;t.+ t;,いなあ つ.,:_.

7 4 

グ0%

はみし Kたか、

国1 諸所（絡心エ ンドウ）

ぶ
5
f
t
d
A
J

印 t
水炉涅（ガ巧ャ臼麦）

ぷ
u
翌
ざ
こ
1

サイ iカイニ ン火涅（カホサrふ羮）

。
10 20 

カリウム丑 (Arbiもm.rグ ”'七）
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3C-10 ‘‘) ::;....クサ刹細灸皮におげる Aオンて‘｀埓導されみ俄孔の開l
孔 Iてク v‘ て

冴 J::- 弘，米往文} (喜ム丈．痘・生物）

伐々 1戊,:Jし辺紅9胞内,:存在する疾緑係切工え Iレギ‘ー状粍を核衣すみため 1：：：）

クロロフ 4 1レの呟光坊—北現象を貌魚するこしを試h て 3 f-!。兄の i祭心玲J::_）吋中

ゼ気孔と朕閉さ也る条1年が必肴丘 fわたのて‘‘，今回靖中て＿．の気孔反応 1:フ vヽ てが使討

Lr~ 。

が t.:,rolL(tion -flow和式のボロメータ（釦氣孔粒11約釦）に I _... ll免呼中

1ご岳 v、fて‘‘1.J...グサ季から約いたゑ皮 ilづざ叶，粍々の虔験汲2凌した (fill)。祝

3しの開疫にダ1応した項ぷ浪量はドロッフ゜カウンターゼぅ剰定し「：：：。すべての皮馬~,R1i:
l1 /0m M 和 s-HCt (rH 7-2)が含まれていみが‘I 以千の記述ていは囁蜂Lてある．

絆果：剃維衣皮の外浚の KCl-(あるい l1N追） i農度が増犬ずゐヒ咋屯：もかい

わりず哉孔I”月いてくる．め又移切咲崖：：：は長時朋吃定して開孔して V‘ る／奴 m M と

紅し r:::.（Fil 2) 。このよう rj_;fオンが誘斗ざれる哉孔の閣恥＃勇紅j物痘的効果

言呈五罰~：互旦五三〗□五
明中て‘‘ の祝几闇孔 i歿く 9且卑するこ

いる 1'1‘‘ サイシン駁 (I()初）はこのイオ

f:::.~Jし t吋逆的に？且塚する (I乱牛）．

伍伐 '2 (じmM)も閉孔丘？且卑ずるこしが知りれて

＼ヽ るが I l司応：：：この吋中にあ‘し1みイオン訪沿加し i？且

洛した・

庄将のエ1-Iレ＇ギ、一；原、て、` あるヒ思われる ATP({l．5ml1)

t嗜む筵加した時 1て 1す l ka中て・け初期のわずかの

閉3しt得るには4足進的て‘、 あ 7 たが‘I 光の 1支l"且名的に ．

イ印用する• N廷かわけ：A足五的，，i効果 I註；もめウれず！ ？且

名かある．このこに 1本 1homa5(I?701 タバ1柔」燦表

皮）の秤伶し嗅な｀みが‘1 和` rno(／？ヽ 71 ツユ 7す刹錐

辰役）の移琢に近い・

A オン玲瓦：：閲保していみし憩われみぼ—k+ATr心
パ且名刹ヒして知りれゐウワバイン (5x/0うM)はK⑫

中て、はl手しんし‘‘茄泉t示、Tなか 7 r：：：が‘I M逗中て・1り開

オしの誘斗終に 1-f効果 11'.見りれ fjいが` ／閉3しした時I砂茶

加するし閉孔 tもr：：ウした。

ヒが知られて

ンて^ ぷ析為され '
，
．
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3C-11 大気汚菜初賃暴露による烹叙変化におげる pH低下と

アフ"サイシ入森の関与

近，丸田一成（国立公名研•生物 1 伝吸大・環逢）
大気汚梁物賃によな拉物呪疲各 ld気孔を通しての汚梁物貿の吸収速度l3依存す

る。二姦化磁啜 (SOュ）に持欣する 'lI アブサイシン絞 (ABA) を多量に含む種

物 Iな気3し£す早く閉ざして SO年対して 5妥ぃ松派性を示す zとは既I4森澤し在が，

他の仄知耀初吼て．、ある二森化窒素 (N02)，オゾン (O3)等についても同様ti)閲

1糸が存在するか舌かにフいて 11配告されていない。本灸駿てい田景初に I SO:i.に対

する印L反応に関して丞に数租；の社初 1：：：つ いて投印すゐと共 l2J No丸 03に対す

る気孔の反応を却べて，気3し反応 tABA含省曼とを比殺した。；だいて"/ so2に対

する気孔反応の恨様り鉗8月する手がかりとして，菟釈に対する亜な滋ヒ塩緩の約聟

を編べた。

券花竺、 トマト、夕` ＇イコン，ヽ ／ウマメ，イネ，ハトムギ，コムキ＂，トウモロコ

シ／‘ノルガ` ム 1な25゚CI 湿度 70¼ に多1僻し fz ガクス室中て裂‘堵し 11. 。ク I\’' コは種
物ウィルス研究所の温窒 Iてて森‘兎したものを使用した。；弓梁ヵ＇・ス捻欣定験ば店物を

ガス暴霧用グロースキャピネット (/70x :Z30 x NO Cnt)へ移 l, 2!i°C，湿度

75%，光強度的 3o, o o o J.xの条件で"2時閲前処理した後に行なった。 SO追

z.o ppれ， NO::t.lJ4まf2↓1-8 PtJm. I 03 t;J o. !, PP""-の濃度て‘与えた。気孔運叡呪i
燻として葱脅乙ゑ度変化を済＇）定 Lた。菟脅込兎度li土壌面をおおフた鋲祖えの穏物を上

皿夭#11.fx.‘セ／重岳の変化をレコーダーて｀立録 L、をそり疫ウ速度よ？煤めた．

A'BAは数1"うムの愛をメクノー Iレ／釦蘇エチ Iレ／釦祓 (50: 50 : 1)中て^ ポリト

ロンを用いて歴砕 Lて抽仕:し／省根落妹／藩＇屠 '7ロマトク万フィーにより卸令精製

し／ジアゾメタンて` ＇メチ Iレ化した後I1, EC D 付弓ガス 7ロマト 7"う7て・定量し1-t.。

SO:z..暴真 ltよる三種のク 1¥"フの茫森変化を諏べ‘ると， ABA量のククいもの IJビ

蛭后ぢ，を蒙病少を示し f1..。また／イネ和植物についてはイネ，ハトムキ’`/コムギの

閣て・は， 1暉 11.ABA含有量に応じ fz茫者護変化を示 L1-z.ぷ，トウモロコシヒ‘ノルガ

ムttABA含省量が極めて少ないにもかかわゥず， SOュにより辟菟な忍飯f氏下が誤

められ 11.。NO:;.It対して 1a, 8 prh濃度て活花笠／ トマトのよクな ABA含有曼の

恥租物 lなSO;.の湯合幻司禄11乏敢近度の ft¥下が見られた。 O.5pp” 3゚ の場合11.

も活花生 1 トマトは同様の茫敢変化を示し 11.が， so.lの場合と 1d現なりトウ毛ロコ

シ 11 顕忍な乏森変化を示 11〗ダイコンは暴霧閉始直後から底和1氏下が見られ f1 。
SOュ(1植物煮中に侵入して 7}(11.浴I1ると亜る拉麦あるい tcf.奎亜味祓イオンとな 77I<系

イガンを生じるばすである。ィ 2 て＂ノ o. 04M亜磁酸プトリウムまた 1-;J 0.04N溢

森£落花笠，ダイフンの資面に塗、）烹散安化を却へ沼ヒノ面症綬dどちら 12も影零

を与んず，丑蔽む毎花生の亙骰を 1会下させ／ク イ`フンに 11全く影穿を示 1なかフ 11..

しか L，ダイコンに ABA を処疸し f2後/1.塩緩を与んるに烹脅文岳砂ぷ認められ 11.。

2れら遠果 tiI $0ュによる惑致変化1iむ填ィ月ンの影宵よりも pHff¥下にして

の影穿はよる 2.と2ガ、n灸している。
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3C-12 亜硫酌イオンおよ -r,..-pHのソラマメの気孔開度に艮ぽす

影響とアブサイシン酸の関与

。丸田一成近藩矩計（距紅•環境．葦国立公宅研•生咋）
了プサイシン駿 (ABA)を集1:::.今く含行する植物1t.S02.I：：梼触するとすば

やく気孔を閉じることをすでに戟告した。そこで ソラてメ o表皮切片を用いて．

SDュ持触時の閉孔運動にちける ABA闇与の生理柵横0解明を試みた．気孔を通レ

て植物に侵入したSO退気孔内涅面に溶It'HS□;.so~—. Htを生し＾るので ゾラ

マメの表皮切片の気孔闇度に及ぼす亜硫験イオンrpHおよぴABAの影害を言応

たところ ．低 pH成 -z:-ABAによる顕著tょ閣孔阻菅が願果された。そこで pH低

下にともなう ABAの孔辺細咆への蜘，）込みの変iLと言蘭へ．、さら I::.，孔辺細胞内の

；憂透圧の言Ill箭い行tJ.ぅK+. N~ およい）ンゴ歎 n 含有量に及ぼす pH -cA BAの影

誓について言周べた。

ソラマメ lt．屋、25℃．友20℃．ぅ豆度7D％に制御レ和昌室で恭穫後 6-8週間背

てた．加C．湿度布％． 30kluxの人工光皇でえー4時間前俎王里レた後．葉 n裏側の

表良 21まざ 2分間 o音汲怨理を施して礼辺細胞以外の表皮細胞を扱虔し 1041ka.

吟 M伍釦を含む各種条件の哨養液に浮ヵ‘べた。 pH IJ:主 1::,％'o5怠度のMdlvaine

の緩衝液を用い謡整した。培蚤末に丑力‘ベ・た表良切片 let,西゜t.30 ldux. 7.,-1..5 -2.0 

時間希養した後．却0倍 n縣徴銑写真を撮影し 3̀0-50個の気孔閉双の平均位を求

めた． ABAml.,辺紐胞への瓜J込みぱ． 30-40分閤各樟 pHで礼竪射下にて培を

した後．勺Cで楼諏したABAを加 1v. さらに 1時間 0培養後．試科中の放射能を創

定した． K-t およひ•N;,1 光照約した表衷切片を 5 ％硝酸を用いて 100°c で 1 時間抽

出し ．原子吸光分析を行い定量した． リンゴ酸11,?O'Y.エタ／ールを用いて 60℃で30

分間 3回抽出し． M叫ev-inがo方去で定量した。

気孔閤度に及ぼす亜硫麒イオンの長戸『 l"l.. 培養痘に ABAを加九ていない場合，

亜農度10―5から 10-3Mの質通lで閉度 1：：君干 o増ヵ0が見られたが 10-7MA BA 

存在下で 11亜硯酸の保邁％果 ll認められな b‘..た．一方、気孔閉度に艮 1ます pHの

影嗜 r1. pH3.0から'7.Oo範囲で有意 t.i差は認められず．，ABA存在下で ll醸位碩成

で気孔閉度が滋少し ．pH4.0で最AヽA直を示した． これら 0釉果Iさ．SOュ梓触時の

ABA闇与の気礼閉孔ば亜硫飴イオンによるので 11:tJ <. pH低下がABAの作

用をゥ曾帷iしたこしを示しているよう 1：：思われる． また． AB An礼辺紐R包への ax,J
込みば pH低下いともにt曾大し． pH4.D-z.,．11 pH7.D o場合の約 5倍の ABAヵ¥"ffilI l 

込 1れることがわかった。 K-t.Na＋の孔辺麺吃内含有量ち、よがリンゴ酪量は、いず

れも pH低下 LLもに我む「するしいう糸舌果を得た。す tJ.わち． pHAt下1-=-l'....もナjぃ

孔辺紅咆への沢． Na十の衿入， ＇）ンゴ殿~ の蓄積が我ケレ，低 pH成 1-:::..t•‘‘ て礼辺和
胞は浸透圧が低ヽ、レペルにある tのヒ壌冬される． また．10-6Mo A 13 A存在の場

合． ABA~加ん tJ い場合に比紋レて pH5.0. 6.0叫ぐ含有量が域ケする碩向も見＼ヽ

出された． し力‘レ tJ.がら 、ABA乞加 LtJぃ喝合には低 pl-l成で知L閉度が：廠ヽ yレ

tJ.いことから ．浸透圧以外の穿困のほl与も考んられ．ABAが pH低下に 'l-tな‘‘

孔辺ね胞 0 紐り包壁． 1-=--何~らかの影嗜を与えている可能性が考んられる．
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3C-13 ,,寸ずオ→零 0 羨火黛¥:吋ヽ ．屯示 9ト未：ぃ逐沢應討ず瓜

If~~ぅ澤。
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度赤,1---'k:；して Chlo訊式咲：℃ ¥..て tTtt こして荘畏べ咲t古いが． chLヽし式（森＼又

）て逢与 Ti-'Jt条件下て遅行マで~ 1:~-i_., て坦釈しても‘く 'C. .. 7 ~ ¥-ウローし瓦 0

沿恥<tこ耐｀して Ch.L'”文に北屑 t ＆ぽす． H、Mohてらくしq可3)95カうレ玉0予工入

℃市'-̀ て ．迎奇団桑しこ 5}布竪L~ 11"'" Ch.Lや式如也巧 ol0.8-phQse ℃素も ¥...Chl"'I 
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て m3 ̀‘~・ ーボ熙村訊 IW1 t双哀¥..そ 0 9た特条＼キ下に m• しヽて 1t ~ iJ l1,_心 4口目〇斗某；0

＆ぷ．貶℃訳べ• Tことこ 3 . 遠庄＼町で m., てヽ迩赤り卜哭 1l\ 苅迅屯岱ぁ囚ず森At 贔小も下

岱‘ ぷ• :、J. ＼ • 5 日喪言 m 布窮、内で岱下 II 下阻 1こ逹下るここ nヽ.h ヽ‘.,T--:. o ヽに＼訊ゞ 28 
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これら〇ここ t‘ ら ア寸ゞ才＼こ芍・いてし巡奇~、 9卜央〇布連m ＼こ S ヽ chl守式r、0
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3C-14 トレニア茎切片かがり花芽形感（年）
種々 り生理的杭態にある研、植片に対するポル毛ンn影響
宅本静史・原田宏（筑波穴生物）

楯物り狙翡焙雀における感長や分化にとって．外植片り生産的状態が重要な翌
因り一っであること 1ま0月ろかもある．叙々 （すこ札まf；(C．ンソ0不定芽およ 4泥芽
形応 (1911植物党会）と、 トレニマの花芽形成 (1918植物組鍬烙複シンボジウム，
削9植物生理掌会）に対して、外植片の生産的状態のおよぼす物嗜（こっ（）て叛告し

てきた．
トレニマ（丁oremaわurmerLLl.nd)9筋賜切片からの花芽形感（ま．外堵虎乞切

ばす際の極物佐上の位薩や．枡糾とする焙批降〇齢に強く景濱託札る。ずなわち．
極物体の各節闘外5外植片を切リ娯Lて焙養乞行うど．花牙形成能力0勾貌糸見ろ
乳．花芽捌謬ぱ上輝賓由来の外植片で渤人，百聘霞由来の夕遺i疇ど亥）．
ヌ． 発芽後挫々の齢にある植物体を材糾どしとの上行隙碍屏かろ夕洟直片を切リ似S
ど、花芽形麟（ま12遥前俊り植物休幻燭どしだ瘍合に狛毛斎）。こ札ろの結東（ま
ボル毛ン類乞全く含まなり知認使用して傷ら托た。そこで今回（ま、そ札ら精項0

生癖獣幾にある夕見直片にダれして、焙烙中（こ恭加 L た木 Iレ毛ン類のおよぼざ彩霊(~
つりて攣する．

Mur麟 ge&.Skoog嗜蒸輝細訊ら NH1J.NO直全妻綬）除き、さら（諷噂
釦造（滋総L、C杓（ご2% sucrose. 0、8%a,ar乞恭如Lだもの名基本焙地とし
た。椴討しだが、ル毛ン類は I A A，ヌga虹n, G-A3, ABAであリ． これらを0,01,
a 1, 1.0吻の濃度で、ミリ粛アフィルダー (0，短5メ仇）で況活iL て差広尭地I~恭加した．

発芽俊11"'¥,,1ら函の花芽色形威しも）る植物体の上告既ーおよ伏弥二節習と、下
都オ五節腫水 5外片乞切リ位した。イ氏壊度のlAAとG-A遮．上都わよ伏下枡栖
閤由来の外旭月で、花芽形成学乞共に上昇させた。煽に lAAは上部節閤由来の外
植片も形成さ札杞花芽のもの後の免泥乞善Lく促追した。急環笈のえ紺：m（如笞芽形
威乞祖営した。

発芽3~6函の花乞全く形威しで）な）植物保、の上密節盾介ろ外植片乞祝］

ばしお塀合には、基末殆地での花芽形成呑lょ10年後であるのに妓Lて． ABA
由釦葛要で拓多形成ギ乞切緊以上にJ:_号fせせた． IAAとGA（こよる促進効果l寸：顕
培を1也呑先っだ．スea芦（ま胆喝的であっだ．

発芽釦0画の植物体がら外植月乞切リ位すど． I AA1切花芽形成四翫成された

垢芽の免芝も共に若Lく促進した。 G-A』'これに次ぎ．f参復疫のヌe吐雌若千促庭
約もあっだ．L介LABA（誌課乞柔さ呑加危

以上の純果介ろ、十分な花芽形成有匂誌挫っ外槌片で（ま、 IAAlすもの花呑形
応過程もさらに促進し 、ヌe叫 l1.とABAはこ麟輝Iするものと思わ鱈．→芍．
栄菱相［口ある槌物姐から孤）似さ如允、花芽形成能炉鴻 l)界植片り易合に1ま． A
BAばイ印ち加の形で□可能力も強める 0どを．垢芽形成弟名上昇ざ仕なのもわろ
う。
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3C-15 #1-怠香a紅.6-びピの誇導4んによ 3 L←̂̂ Pい心証 l,I

(J)孔翡4-1i近咋咽］

畑ー天，ぅ屯パ牧 ，藤砂尺｀ （紅晨広1Tぶ
m (j)因鐸謹辰したように 1':rウキ 7寸L紗心ぃび必戒ふ 15'I11連紐光p 

和下 -Z``ば氏玲 t疇し Tei-l ¥ (>‘`・ 和、に B~r0J. ま T: l 1-屹の言今晶iみを加えるし凡

知疇する。今 1回11これら「(..m"“ のあ lB呼ん匹虜い：ぶ＇，戸虹：も
内府粕 1こついて戟告す~ . 

L ？ぃ必ふ~ I片＼とらHふ ut紐碕いhし Im．懇：： I打oM培丸t1詞し

かし I 6000比の連令．K兄千 7日胆培足した1筍厖見染 した．乃年名竹お殷1(/)須罪11:.11

H伽 ぷk：広~ I珀＼、 T:．こ J,¥I I屯1宅名忙IIJ'¥夭 33 ̂ ＇炭It I:. 凶冴~的沈H芽只I"}幻内噴の羨
ば、と tf知会っ‘‘ IT)クぅkて、・、 C}!. -足^切）閉 t1、す (J)1：災柔 riうも竹如い滉茂しし

こぃ fD‘,、ふ双 遺屈l因今冗 ／釦的lg}『 ！釦枯謳戸；；［iし、(J,fmい、し 2反ゎ

ざい}:::.と t和用し［： tの？あリ 渭記l:.11-

伍七＝ a凡↑ f6ャ JEp + .． ＋の心よ —- -(_I) 

邁 ]1に弐力‘一成立 すa。石，＂知 li し p似匹ぶ心 l引 か (Dグof/) 「直ギt示す湛令叫

麟心い、 C ヒし -n,1ヽニ 釈私 1こょ；疇／紅唸洛我直数と 1<.It,T:.:こ ｀T 
1こ l16e,..)がしぃ必屯母該代金窃とし 役Iての 3衣甚 I:ふ）て §1知吋心／合乃） t戊屯

に加た ｀ その屯印 I店環 I\•• F ・如}J0和 (1臼 も知‘̀‘I名 ＂9/蒻のが広和復菟 lニ

I i町はヵ東小あることが＇岳oられてい iのて、` ：：い違 Iヽ ？市ャ箇し「：．そパ諄 麻水

和こ J:1~ 1 Iヽ °うメ- 7 -z、、 あ｝元 1l-'環非,fr(!',夭ぎさ /J)沢I(, Iこ訊 5もす・` ⑱砂？

屎l滋 可;パうメー 9-?`` あior：：、し1(1\ 恥砧沿紋• も
らも＝ 2砧48o -o. 1141. 芥 。r幻 I o.:汀f ----(J.) 

という閑1手氏が得心碍閑1合数し b‘ 乃、＇）尺ぎ n‘~ Tこ。ま T:i l砂ヵ兒{:.灼lJ Iヽ°うメ

-9 -？，• あ 3 EF (1) @‘れ ＇，IドMて(Mふ臼”ぶり(/)T⑬tエ氏‘(/¥乃辺卜加入 it 

½t = 2厨 r〈-0 7¢い3M尺ナ 0.244-4 芹 。加 。：ュi ・・ ・ ・ ・ O) 

とTdl/ 1日閲i"＂t冷尺 し 杵哨偽い嘱yすi 。し T:h‘•` 1 ? Bム}mlaaA底令＃；和＼了

1 り~ ?寸 I：ぷ、＼r~氏凡｀訪埠知号 ii) 7¥.ぎ31子6とMl2I：：よ→ 2 P‘ 麻＇） 投妙に説咽 ~i
ーーと p＂でき 5小閲訂役。舟＇沿く 成 It砂 、↓こ氏薮して低く また国月甚/J)恒み喝引

竹が尺ざく ．/p¥~ ft.J{1 Ill,I、さし 1ほうか` 屯P葬内 t為めること P‘●‘わ0‘)「:。さら 1こ

。心訊，，店 l こつい？ばヽ｛ふ． K 怜＾窪牙免if~ 国じ‘ 心と し 計項す 1 と
ら"t"~ 2.g叫 6-0,‘72.3噂心，Pー I.2C70I改。ナ 02 | 03 ]。寸;71-qo .~o糾 ・ (4)

とは リ or加和焦itl:.')I I (も 5と成が肘15してあ‘l) ”必If“パむ魚i石ふ l)も／9‘}尾

莉か‘’ Ti鐸 性t1氏千ざもて ll 1-::.'c. pV‘わt‘る。

しn‘し01-1晃と ND2見［こつい<I ~ orth. oH fl凍1石を玲 ぃ？ぃす←爪↑団咲初伯にあい

マもエ疇l(J\.:t 萬 1＆ょ l| 這竹~,,｀ か「ふ ')1氏＜ その立l環『r.のとこう未第幻ぁ

み。

以 r:.の9的ん硲ん言所碁i店以外に Ii ?i⑭じ心と区叫 tJ心在以し aaん ISu叫文払仏と ac

ri b・のし° リシ` ／`t笈tもつ力 1パ｀国 ，あるいばら絨Q_I 譴払如ば 1:.b h‘「ふ＇）

胤 I凡成訪`導効用い‘‘’わら いた．
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3C-16 アオウキ /J 寸 S ダイアの花玲‘反/~について

~'I.it敏夫衷ネ蚊 （沖、大・応（打祖粉）

日本危アオウキ 7寸IJ<J_瑾的性祖々‘ら 4-タイ 7’k分的で‘13。しかも 4夕 17• 

1す迎痘的にも l1っをりと（な分在咲を埒って、')。 N-19 -iで lす北考近も‘ら九` 州 9

T広く分和 lてい 3。 N-2タイ 7,1-j山形／莉考／岐阜な t・裏日本に分年。 Kタ-1 7゚

1す方、和這様内に 0¥ サ分布 (1、I J ¥'.'.労入｝れ 3。 S タイ 711九 州印 砂‘ら呼提従

うに分布してい J。他の 3夕17° Iよ）、 L光（瑳光澤） ／令叫｀壕セで日長夕n表カ e-・Ir. 
訊 ls ＜由花す)b‘̀、S 7ィ 7° I1 日岳如~I・ 村g (/\邊度 x'n~ I ゑ統 67 1/...6で花

凡｀挽む楳めらム t化学匂埼なと‘’のク履を行りっち打、全く叩花 l凜めら小力も‘っ

t ，そのり麦サ IL和し酷，宰息念駿を .2~~0,µ-M 令 1-.Jt,$9 イアの花戒誘手か‘`
セ}ミと 4‘‘‘わり‘っち・しかし日名如9娑のみで 11俯坐切花＼ない。

粁笠状態で＄タイアが）炉花す Jわ‘みも‘を雇然 ltヒミ 3、7¥＜俣で（す 8月に， ぅ中

厨.11 S° ~ K l1f] 花 l て、， 3 ヽか訊ぃられ t 。セミて冷、 ナ、様内で• S タ 'I 7゚の自然、条件

下での l炉花を危該（右．磁剣＾六ヽy 卜に少 t誼土を入れ水を考 't;l I s夕17゚ 糸^

綬 331, J.6/ を入れ自給状終； K放知董＼ l渥II旬どと K由花年を剤定（で。勾系舷

ヒも¢ 11末ゎ、;l.fi_l花四g3り、 7月末の涙験終.J呼I:v;/ ~ 0 "-'6 o't Q¥ 由花字炉尋

られ t。次応足虔を制御 (.:u.・～汀 C) l衣ガラス吃い3表の効屎を蒟ヘッてみ石，

虹；鑓練光と項知長。 逢税 先は 旋＼ 旬坦虹澤で椅光 l衣。条税(133 / I 

よ午 I (l¥ 勾未税を l利¥,¥-r;.._。遠綬光下で (1/ 0 日目ガら肉花り祗めうれ、そのり合遺枯

的K嗜如 l｀い固内悽してけ両禿統ヒ~ 6 0 ゜ん以ヒの申花年もV得ら出 t。短3ふキ（

8埓l旬日表）で 11J) ／の社が牛 OO向で&9J)釘花 l和ぢ it1Vあっ "Ct• 
桧洸姪 t で 1す由花セす'‘ 、 t賜光をガヽヽ J セ l訂花す｝ぐとも‘~ . 光の弦度古よか‘―

屡h‘‘$？イ 7゚ の）旬た K影費 lて＼')ヽとか＇先入ら小｝。そ:て 1嶋光ぅン 7° （妥芝科

洸ラン 7° l） 4 0 0) を）月ぃ了咲舷 lてみた。 iす・テ偽9%：だのかうな条イ手を設定 1
NO) 

た．虎也 l1心⑳ク ー や 知 心 ／堕虔／;)..0 O O i,,v,,.,,運統光。溢度約 23

。とっ、‘ /l¥ JぅアJ条件下で 33 I 11 / O 日4食k約／ 00/. ＾)旬花年を示 lた，次 K

pH I.,4,1,lc..Jlが 2 I NHi/ g邑虔 /J)ぇヵ我を訓べ＇右。

p H ll'l i硯 pH ts豆 1 55  / ¢、 0 I J_ 0 と l)釦応字を )f1叶 iど P̀H s,S 

で最tJく(,0 ・fo)）炉を 1} tとも?？かっち． i衣炉1タイアの JS 3 （せ的厖

日裕粉）でも pH6, t 1"約旦・j,内花す J。

ふ匹心砂心 d J / 11培-II!?v: I,｝心⑫必立をよ入｝ t （t t人と計］花 l'J

ヽヽ。 3 S 3 で 1す＾叫⑬-~(ll 効袋 11 11'c. IA...'e訳.l,¥ られ tV1, 

lVH；の祐屎 l<N Oa を穿之 lレ ANH砂03 て甘置 z 代た｝ヒ 、 ~ J / l'J ItとI,.,_'c''

肉花 l-f Jい。 3S 3 Iす心叫心を含 i-(ol.ロ沼杷で（す全く l旬花 lないり、心 辺- を

名も西~ 1'vJ I J. 0 /. (1 ~- I月花す 3。

墜、度の効象 6 0 0 0 ~ ¥:要復を低下 1ゼふヒ 83/ 11 li t人セ＇）月花 l-+J V). 

ーる 3§ 311よ？序 (jt・花をつ lf}， 1J、1,,' ミの条絆 Tで日表に対し 1S タイ 7• もし

と"^ J‘ う I~ 私愈すうも‘ IJ 戒ん訓査中 1し玄 j 。
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3C-17 Le~a ⇔....cic. os t-,.は 67“‘ の花 ・ つロンド 'f.~ 1-:. fl I詈1

ジヘ~ V I) ンの効果．

森 薄行 （乃ズ ・頂・屯吻）

恒日咋ウキク 1 、 Le...n̂ Paいい C.OC+ata 67“d)花 咲 過 怜Iii.,"用いらいた石

氏＊ （ FL'• ） 、 花茅む f2 むの指項、で 19 13 < 、 新 l く道入さ II¥.た咲裏屯長も (a) ．

花 叡年 （O) 、 勧禎 Lむ (R) 、 桟為印（ Pり 、 花 t治9R(P4) を If/" 7. のサ 、 11

じ納て正雑で精婢 9Jtt載が可貸とであ 3ここが明らかにさ小た (H-Mo., i. ・. P 1. "'"ヤ L CA.I I 

pkysi o l.） 20, 615 -、47, 1q四） 。 これらのぃ汲駄 1こ~ 1~- す碩ゅ工 1レモン （オーキシン、

シ＂バレ リン 、カ ィキ今ン）の勅昆とれ層豆したしこう． ンバレリンが3［第”如畏 5 そ

つことが半lった，，で該弔する．

ジ‘^’V リン 1-i. 26 •c 、 史を b苗覧、 1 ；；あ｀〇‘ 小, 1 ~ ら中ク 1 の花 ・ フロ ン ド t 冷を 4た直

(f4 t灯埠． A t消ス） 1 3 • P.. a，言 、 ジ＇＾＇レリン滉凡 fll.l:. 埓ととも I~ I目箱角 1・・

つi足泣 t れ るの で． 妥ふr; L くりと l 1 、 ジ‘̂ ・・ レリン,::.よる花・フロンド冷差細月と

の夕製、 49長 Q i足心がえとられる•

没ふを長がらの＇主殖屯長への分祝の,,,令（~) ,~. ,o-r日伐九のツペレ＇） ン が

与t~れたピき、 藻そを殖 t長のえ＾頌く（中か・・スさくなる）が．瑣石のヒ：： 3.

このし(. J.t ll ク＜不咀である•

ばら力‘，，ヤ 碕嗽積の芍在が兎えられ i~,、台鼻夏月 (P,) 、 U急羞 I日 (P.. ） I) うち 、

p. 1-a う．^ ・・VI） ン にれ l "t. iia ，，没化を示~ tJ Iヽが、 PュI1 5えられたシ・パレ I} ✓ 渇凡 I こ

応し．． て廷 it."'!~3. う喜鬼にわ 13席復 i・ユヵ‘ら、 P2に 1-a腹邑希が闇与 1 3 ことが，7、b足

てれ t しI 3 f/J で、 P2に 闇 し ＇ z ，， h 、'"、 2.1. 2.,、 ?.I •c. fll.S&准凡で、ジ‘べ'v リン初畏

が 坪tl!I1:.訓^ ・・られた・

,.I¥いレリンによる P1没 4t'.Ia、 二つ，，成分 1-:.わ 1プられる. - -iO" ~、 49 濃汎ジ‘ バレ

リンに応鴻する成~ t.・・、"` fr負で櫓応 1 れ Yこ人工 n夏からのヶ• 1レコースの 1れ 1-:: I} I ま•3

シ・ベレリン虔1/畏 t 寸、すあ位 (A.Woodand L. G. Pa l e 9, • A ust. J. PLant Phy fio 1.）'’ 

~ I -40, I q 7 4-) 1:.蛉似するにの、 ~.. ベ・ レリン 1-:. エ 3 睛厖憎の浅9ヵ洩造化に起 I召する

,t也晶↓サ 、没 化が 困 L られ 3. 他方 l,l . お3見丸の ジ＇^ ザレリ ン 1:. よ 3 そので、 ジ バレリ

シ滉凡上昇 I こ 4平う凡泣化が． f~ 17. 2.{, °C Iこ-;,'11"! 、 註為 fd S'l奴‘由位 t け、すため、シ＂

ベ レりン tt名翌 7りスうり、ックタ ::.Iヽ゚ 7惰，，布在 L ． こ＂ ？ンバク情':よ 3咋噴の

護直過の訓筍がええうれ i. こ，，ことがう、 P2.の訂吟礫＇え、し口 、腹 1:; ある昨憎、タ

ンIヽ °ク賃 {f) h在奴租によって 1見良 1 れ 3 賤屯運ヽト王が闇与 13 ::. とが寸・直てれる．
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3C-18 Le一9‘.“̂ G 3 I二わ` ’7ら絲麦々 3P 9も水庄帆ふの、

既 6性 f反勧 i(：：： Jク朽紆虔‘‘

1t位 4£ (5 た｀ if . '£~り）

長日性ウキワワ Le…....，“t:¥..l;-3,,:;わ‘いて、 勺1 （細 9も賀）— N,4 D -今 PD

（グリセルアルテで c r‘ 3. ，)ン 9を此水象“L) と． 凶 （ 貴 緑 ィf) - N A c, P -

Ci-PD遠 性、9． キg王 1こ也4立雄の煉、日性“'‘9令心£ L めう。：：のを心，ヽ、た々の

9弓表".'哨．楕餌免 I;t1ヲぅ紅和代 CI/に,.._)のをりCE厄吃して V‘̂。 CM. -

NAPP-l,-POの親和性 6増90こ口るエ 7 ェクター、：： Iヽ． AT  P 、 4カにバKreゴベ

(D  T T) t: N A D P CH) がある (Gバo，に．PCPz,”3C'79)J． 本年会，：：朽 z，ヽ、 これ

ら "'I 7ェクターの c.r・ NAO-r;,po,：：：甘 1'，，乍甲 E9尻名 1ム。 4#I:! Z、 111ヽ 91-..，， 

k ̂ 4直の t“':U准けなを心のメガ,:::.ズーム 1:.，，い Z るェ g“ すう。

(1) A T P と NA D P (H),1、 Cが~— NAD-~PD の K”4亙€堵9a C渚性の玄

"T) 2,tた。 P T T,9勅名撼、 L. N A P H I3 k^  4凪Ett四 2 で 1z。 N A D H の生ィ尤

1ヵ濃Ii.19． 正佑，ヽ 0 2 分 l1..T で̂,a、 祁め 'Zィ^ V¥ ヒ号ぇられてぃる Lヽ A T P 11.t炉

1'£ f'AG E i、39，ぃ〔 k～9,T....J. H. Nふ土-＾巧s:..l.P/-7<. Y',幻⑲Jのず、磁gf乞

t“'inがJ惰r£fl_fTし、 drP D,"”位竹口 周を化 C E9：：らヲエフェクター I";J、

N A O P (H) 7`‘ あるこヒ 9ゞ示 0を工れた。,.,ら．位花屯~,.“‘なの祁叱 1/:l 11'J,r画，：ゲ

'↑る NA D P (H) ；農虐ヽ 、ヽ 国 fitg て•mg,t を 4C E L り 1 屯で＂み~,

(l) N A D屯宕心の払んが一定，砂f、9二れて いうヒ 9/i.}乞 1れ1i、 N AD P CH) 嘱た

、、 NA PP,,~,ん,,;t~ t: NA  D ヒ……の乱雇／；依存し z々 iし 1る。そ :;-('I面“長

＂シ舌性，，追位 gg象ケ牛下 I2”‘rるtE9gを 4cc埠比 L た。 0,om Tr;，-Ha, 7H?r (0．オ M

—t 令 C) バッ 7 7 ー 7‘麿吋し． 1-0 K,..＂~、戸～～の上う ic crutle.“trしるとし

た．ツ‘11.E. S e-y{t.a.ム々ぢカテム E 用い 'Z. が，05M T“'-Ha，戸？r バ ッ カ ー に I

,,~湛し ， d941“ 硲わしる とすら．両 Ifゑ、ヽ ． 払 tzg,:;. 磁 g 、ほをヽ乙€ 1る。 どの

4t祁，1、NAOP~ ぅt,,.笙，， 4 名． C T19: - C lァリ＾ f£ I9 Kr g)伯ft

NA.DL 1::-.;..り e ぅ9性の心、 CT 、: 0 0 約g戸 ぶあった．予 !3、つれ iNAP P 

（H)環尼のピ゜ー？，ヽ． C T I2 : ～ ?‘‘ h るの？ゃ． 両 ”f.項作の、¢ zg,9、 NA PP(H)吸々

，，々ヽCttb99 1 i ；；どが‘マ`` gる。 このは見，'・ cruu ~↑ハぇ必 ヒ 4c二4teノexT,.^しる

のビ＇ららの項。"11E"lflぃマ 5f9られる。 こ、 NADPplt.,,,秤んg...se951名のを必，ヽ、 NAPP

Iz ifする K-1ヽ を lit:,'E Ii.叱 L -zいた。 NA D 比a,eぅtf名 の 知JiC9‘9, 1も(i:.. t飢生
中 1・，，，る。 NA  D P 9H) の 4t̀9杓ヽ ニが＇↑る吃` tB *‘らfヽ L z. N A O P(H), NA D -

k~“0 ヒ NA D P p…I,_Jas€ が． 皿 0,tf1"カナの｝鼻 A‘ 柔象？’.あることが。子そg、2れ

ク． ；；れら，， fI:. i i む既 g,佗 f“汐 i ，，墳4 心？い？も仕栢 7 る予定で＇｀ あ~.
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3C-19 蛯荻ふ下で｀のウギクオの灯リウム吸収リズム

遥藍各冴 （ゑ歩研•いい名構）

表 9Aジ 1天グ寸 (Lem71Q”ba.G3)にい鯰埓孔 t連9t的にふえ 1洛屠しつ つ(

Fl。如グ？£必五 c辺四，が1C), /((1)吸収能を追踪すると ）ウキ 7ザ lま牝喜仮紆秒の

係中とわっ f：競店 ri内因．棧概，6リス．．レ t打、す．しり｀し，こ tJ)'）ズ f,>.Ii瀦烹、千 で`＇¥;1I 

迂々 P̀ I< ：森衰しでしまク． これ 1;1") ：：： tf)'）ズム t支酸もすヵ採化l3 n i矛レ t毛，昧すみ

(J) ?＇． 11 rJ <, Kヤ吸収租 4床1:＼も多 (J-少矛＼レや一の秘渇による係中の消沢で あ`ヵ奇條砂

が投ぃ．哨屈中 1• If) 4む杉の御 ~ 'I ゞ IV 久北による f"ガ令の駆侑n 冴 ／ 北によわ振 «n 3 

がi床＾の影l御f羨衣 t6月ウ ǹ Iくすカイ：わ IくIi, I/”” 参 t 袖玲し 1'~ 、9、千でゎ， I}
久‘ム n‘狐魚でぎ力よう 1:1カ必芽 P‘いか力．

f M C t核、頓化し，／ ％ If) シぅ瘍を加え f(烙氾 t身ぇ r: r こヵ，噸f、千でも＇）

久｀• いの観点がで｀ 3カ J うI: r;i 1 「~ .::. のな｛叱千で｀． t1)') 7-・・ ム Ii :!,-;if IV 沢`・-杉渇によっ

で消沢イカ司能悦 IiII/’fj く， ぐ吸収伶tt友秒もすわ "13 d) gn ? t， ょリ巳史に反吠

し1¥.＇力も If) t,屯われわ．分⑥，よこ If) 外：衣で` 9月ら n‘に fJ ，，， f~ K'~及収，I 7-:.ム tf) 牝芽求

梯 1くついて級珍し rこい．これまで 1'` >•人千の 4牙項が胡らが I'- r.): 1 「こ．

< g叔進 11に心甲 rj比t) 連梵咋，買、 fて．，｝ズム，1 L~ 3 ィ 4 ? IV 追われ r~ ~反，成

をし で し 衣 う ． 滑硝 (go／呟：）と与えると坂巾 Iよイ（:¥千す力が＇）久 ・ム 1.t tt~5" ザイ? Iレ

視魚で？る ．、成裟 If)Iy rよい喘足印 (ii危伶nnヽ，？い地1カfくめに 1;J: 臼 X;.人J:.d)礼屯 11,・・

必` 序で＇わ力 p‘‘‘, I ダ()0.I.,<?:- 沐):..の北芍 1‘• Ii o及り又 n‘• 紀知乳 d久し (J 力．

〈o請蘭易月＾ If)同瑣〉 0月虔月痢昨 tl2 a訂月遂ら必 r＜蜆（ 3000 ら） 9肴＂月千， ：わ` くと

ピ ーり Ii 3令ィ 4 り 1レ目 1: Lijは-ON I’、/g反レ足昴が：旺どに達tヵ． 夕90ん ，れ0t..,a,の

胡 6者）＂月も）司 f象の知柔とィ． 1． tf< 9m這 n‘ < 1 カもじ° -? I1 Lがt-ONの数埒

l机的に約卸 1カ．硬にうィ 4 7 lレの雌呼副釦いがを0"げて 1i, 0月咋痢紐 If)'

L”と-ON疇営に 支もも 2 れわ 4這 t．召、".

< ！＼° IV久花による＇）ス｀・ムの埠碕〉 I.「/)0ら 以t-If) /5今ハ゜ルズどー砂鯰面尿に与えれ

I j" €\ ir, ~ r: ;#x..灸tf) fi い＇）ズム n‘•• 関泣すね． 丘 0 伍 ZのI1° Iレスのクあ／含，1 又～3寸イグ Iレ

の介沼史 fj栴行訊の後 I) 久‘ い`が屯じ` /.). 1...ヒ.- 7 If) ¥ぷ営は 2-”印釘莉退、ィヵ． 30

伍化の 1ヽ゚ Iレス 1:r如菜o‘‘‘fJぃ・ 又，ィ、色牝 If)1ぐ IV久も 'Iズムを埠貨 4ゎ:じ n‘＂て`` ？な

〈ハ° IV久礼 I’- J 力＇）ス ・ム 1f)月？月〉 連蛾婚千 ,z・・')ズムが ：瓜名レ 1いわ ;>J ~ 7 1') Iこ1

/5 lf}ヽ ，ク'”位のハ゜ Iレスとかえ力 I'.,') ズ` f,,- 1:1角面レ 2～う サA グ 1レ埓．＜． 仁ゥ伍？＂

t ！炉j効菜も比じ｀も fくめに ,i ¥20 命ン人 L/J) 1‘゚ ¥V久が，も穿であ＇），こ oみ／含 月面レ

f-:. '）ズいの他杉ばか噂肉祈追す力 ．

〈D (.,. n u の知菜; D C, 1"1 U (I  0-1, M J稔れ千？も ／レ訊 If) 礼処現の知足は消戻

しrrぃ n‘．．，戌哨 mrJ知采 1:1船、千し， 3 000妬との北 1タ(70位 4目治 tf)知采が現われヵ．
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3C-20 娃日枝ウキ 7寸 Lemr111. pa1,Hlcost()..ta 6 746 の Potmi“”

Uptake !Vty応．

項 ィgJt （呑天り栄院大）•福不 IIIい（搭山女乍防ス）

砂 5SI“”“I'take 的右 (PUR) に閉 93店兵 I1 主 に 長 g位ウ -t7サ L.？‘I,いa

豆 を用ヽヽて 1和われ 岳、fえ8月笈月中に逗行す 3 P/J.Kのす名,}1.存 tJヽ 詞五でれて未たか． （ 

kov.doヽ Ts-udz必 IH ,知 z11ki& k。ndo’17) 我 ？ I I tt乾‘王 If'立的閏ん・かラ fL 8，はウ千 7

ワL.戸 “SicostaTaの PURにフ 1‘tt研全を閑妨した．

方丑、： 5“crose；な加 lこJ るパ？ 7'／ア汚梁＾ Pガ止のために汲西処直を寂座した

攻外I1 Lャ年 ／こ フ1‘ て伶り発？かた fI0匹佑er/、U11/1 -Cぃ／tuyeのチ；公を苓否ヒした．

逹境硝 (....,2、000／≪-X)会序て 径 Hふ ers"'e J;"-"" (1 f 夕ぃ crose ）上で•労呑，工長 L て、、~ L. 

f ^“5•Co stata (Medium 幻 ..JIこ／ C'O/,.,グ を1』、く庄ヽ たヽ後 fog を、？るたもの） と実致 1こ戌した ．

お倍，ご井祝（た加tney'SMe,J，u m (（Kt]二60/H) I: 0 ／メの 5uci-o,e~がo Cて fI°“”ed,＂m
として i史／打し V-. fl。w eel/ 内に ””(lm]（／^, tra(）のウキ？ 7 と掻、1圧さ がed,＂..11 ~ 7 

.,__//1-. 7 ；危 した．杜堪~ Iこl, 7 ー泣 i-1，こ K+の杖広かみこ'). 1全11A収 1て＃ 1 3ヵ、‘ 、

が I; Pt（だと棧どです ｝（ヽ fI釘以上占北哨受芹（こ f牙TIJ ウ千？ 7の生長/:f千ウ叩 3

ヤク fi／ぐ取込方の土度 7与 定 す 5. 8月令件の既 I1舒度、分 3.000んx の 6色 怯 光 灯 I：：

ょ3月rffを冬茶 I:: した。 1すIて官及セぬ絃＇）溢度， J2.{゚Clこ保， v...
只界； fI..,_ med.um心 lt,（yeに朽して鈴叶 l句丑、＇た明令汗（ ：保，た i妥11音条 1牛9ご衿 7

と 瑶罪I甜灼 (=0/,,..）を契衿をとして四KのI仄す191．1';;';t'). ?/,r. ～32ん に 恥 込 み の 衿 吠

9＼出現した 力＼` ：屈 我ヵ、君しく →ればrI：期角：小 3オ 3秀日の砂丈 II 知 d;“", ＇ヂの

応げ、Se滋たを噂 1J0 3 セても虚氾忠朱 ri が， K ． t • L う 5ぃcvc5e；尺度の上昇 91PIJK 0)拡

11Jと1卯割す 3吼I句＾ぁ， V-. :の B昔靭中に夕分 1旬C7) 光 I1・ルズを＃之-'}と ー版に

サ 2 各目 の 砂 文 位 か上名し.1v- で の 出 1見B1ク）に麦そ1J;b、'1しV-. 8苔靭，ヂの PU!<. の直

iうに I1メe,t,eber（み切で I]光／，` ルズ） ＾ナ之らぬ 3 、、とか必要ヒ思や小 J. 桟，，「J

名での 8苔1月の後に与か 8月令 1千に杓了ヒ ：の叶莉 'f/: J旦ゎ小 3 （注、全pgi月のサ 2 呑

gの袖たイ直，：祖当す 3) 砂 t.i追の出 l見Bう支 lj I] 睛罪 ImtPう刻 Iこ-';cIヽ ・ルズと;之レ洸

なと 11 、月1¥、RJ受れさ、千、し K. 8月らかに／；1kt.on の信告 IJ 、‘の fUkIミ f立オ肝変すヵと

よ之 3 のであ~. オ~ t,.、-I司、． I<光の序度 p、比キ2h)角^ ‘, K ために 日月靭，中のウキ

？寸の生長 Pヽ 伍追 :,,J,-¥. 8月籾，中にヒのオi度すて fURヵ、'<f11う？れて、．了かを直 1妄戟狂

す 5、、¥: /1 1困Iせ7 あ , k P、・ 心 ';j 7 J-詞条件下で,-. f(jR I7少 <t t叙サイク 1レ1J逗打

す 3ものと更あか J. 6 f31i I刃 B苔+/〗 Pう向町1( （ c6) 1ど））から [(2|）5 Jに II た 3オ手て

の日 m顆とキ之 K l宏合，： IJ 、‘U'¥Iて 1可畑（ lつ、ふ J) 1危l力のズ 37I (PUR) p、・呑g狂

でか V-. 、‘のウ千？ 7の Pukの五度伶互/・It 1-妥灯 [{,-_t:3 40℃に達す 3;正

度 T-｛這行かもであし小 k -~. 2c・ C 11 ;Jr. -r-I,、き；奴 7JiLI刀の f§ Fがみこ＇）綬、民不 il21::. 

Tl, k.  グスムの 直；70ヽ 認ら 小 K 溢度 1斗で 11. i 0 I可籾 l;I1、一定 7み，た．

こか らの只呆を L臼 ＾ Gぅの成、く姜ャ I可井にフ、、て戟そ 3小レ (O，放出 0)')

ス-ム (H;l(～＾ n '12 ) と じい桜枚けして玲じレ ヽ‘ •
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3C-21 光中助に対す 5 Lemna ~ibba Cr3の 9ヌ叶l安た答

太 田 行 人 （芸 I主石it)

M-1 %角蒋渚屯， 26•c " f告合，筈件（ヤうにほIrわり t9t, r及’J在定り含て’̀l1 7べてこの条

件：使用）下て" [9(l5)］, BT'ち 9Bテ向 8月十／58う向B合の光困スケ ジこールに f"iイ乙 f せた長

日't1ウキクサ， Lemnaf bba C,3 さ， ［12(12)]スケ ジ9::z.- Iレ下に移し サの／2吟向暗靭と 2

紆向す＇つの光ハ° Iレ スて・走査 す J と， 光 II° ルズによ；花成（足也，： 11/'J月咲 rJ7ヌ山条／空が認

められる．オー咋 I2 先行の主 9月和1南む（亙正あかつ !r,true dawn、CTo:oo)かり 、約

158うm役に位置し， 才 二 叶 I3. 1女，挽の主 8月［月終了（真正 f：そかれ ，truedush)よリわ

15 8う 同 莉 に 位 官 す 3.[ 12 (1 2)] n ft'J,: [9 (1,>],［ヽ (!ff)］み；ぃ 11[3 (21)]耳の 'f5日ぽズケ

ジ9:r..- lレを用いて t71咋ぼ花残 It答，I認 め ら れ： hし カー咋と先けの五正あ h，っ 、キ、

そ L マカニ叶と待 峠の五正たそかれとの B手向m隔 l1 主 B告忠月の廷長，：（手って f月9’l的

に紐綿、ヤ爪~. この迂 、~fli I格＇句 E 外硝｝す｝と．［0(2Y-)］ズケ シュー／レの下で 11 面叶 I.I CT 

12: 00 時、台にほぼ牧徴す 3 ことにな 5.1月し． このよ ir：光、、・ルズ｛わ入が舒 El ど長

日化す 3の 11． 光ハ°ルズととれ,:r舜1名する主 f1月助と ,z/:って形牧'、.,.れ；骨~格 8月期の

長 、ャが限界日 K(l28手(8/)さ忍え 5r易合に限らか J

佗方． 長日 l'笠スケ シこー／レ、 [I5(9)］あ J L'11 [ 18 (6)] の主 8合賄 l:1ふ入 、＋ れた 2Bぅ向

の光ハ°ルス 1'1 砂入芍~籾 I：ぼ］ 1，f rヽ ＜それそれ戊ーの花萩促也 2tt: 5す 1こ7、ギ＇ ない．

ざマ ． このウキ 7寸て.I J. 2 戸う后1 初の長日 1'笠スケシ．．ュールなう 1 ：その 1〗進 "'fPi可ど

向ゎア．26 ・c下 7 lz岳（ち 2サイクルが， 23. S ° C 下-{,.最fA3サイクルが 5えられ、T

ぇすれば花『誘＃ば立欣、.,.れ~ I 一方． ：丸らの温 l度，年件下ィ9 11叩 Ii](entrむ nment)

成 ，祝のために 11 と ん な ヌ ケ シ＇ュールにしぅ品 ff!._2サイク Iレかよ｀んられ ?J :― とか匁母マ

ぁ 3． これらの棗実 に甚いて工夫、ヤれた "min-L D 弔 ’'（太田、 1975) ど1史., 7 諏 含 し た

粒足によると、 長 B 1’t，冠日 1"fぃすれのヌケ ジ＇ュールに含 3九；主 8合靭 7"/;. そ の 約

キ秤，： f缶入ざれた光ハ＇ルヌ I;:{紐｛以たそヵ >/1, (fafsr: dusk)のイ含 58. 1友＃坪に｛毎入、ヤれ

た光ハ・ルヌ 11鬼｛Lメみ力、つぎ (false dawn) の fま 5 どをす~ . この J ぅ r、.1ii似 fgg e乾レ

件；の 11約 30分ど超ん j J、.,.の白色尤， るる L'1J，赤色尤 パ ルズ (R/FR 可;_fI'とあリ）

であリ しか t それりの光 1,• ルズか立 、iを i 7 少くとも 2サ 1 7 IV Jiぷざれた／女のご

と 7" ある．

以 上の展度から． L 9’bba 6 3 にあ lt) 花；坊＃，1. 桟本的 I:IJ’’ ク！的一致 (e汀ennal

coincidence) モ テ Iレ"I: f比って行 nわれ 、 互正ぁ JL'11粒（以ぁ n、つ、キ fggのを信かグ／ 2 

g手中は，こ、先屈受 rIの隷項 1月か拉れ 5 こと， l /J，L . 真正あかつ子と f社 1以た 1かれノ

子たば｛疑 (uぁかつうど厘正 たそ n，れ 、 の紐含せ が 、 こ 111. 5,: 11之 す；長 、9 の冗全 8月

9月と竺理的に苫 I西の様程ど営’t、とい）届1；クb7効果か f勅（ため且隼祖女l呆か 見 か If上

渥れ 3のてあ リ L かもその遅れ 11王B告9月の紅締とと t 1: t曽穴す 3且農ど rg(：と，

か祖穿、.,.r/l, 3. これ；の 1在？ ， ケうにその約ギ秤分、 か 正 し げ r/l, I l しい6ar;, 3の「E界

9月町1の終 ．#.(L 2 f月） Iz i月号祖 1こ？卜な 5 1・ 「艮界日長と 11且正ぁヵ，っ子｛言 5(L I I目）

ヵ、 5月埠祖 切 永 17・の BうIi]'81'み{I 2 IIうm) ，：外ならな L'--t 1: ti 5, ・ rR界8月!If(f).f』

迫 (LI,L2千8) ，こ`7 1, 7 t 木 m (／ 975)2る舷セ 1.. oota, Y. PCP 16; 88S'-8狂 197 5. 
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3C-22 アカ Iヽ ・ンカに、西氏年のに＋， Na＋含量のりス‘‘U と光の効果

骨 X
？た晶良近藤瓦男 三好表濤、 （東 t．魂・植吻，甚庄

研）

某店ら l3．奔年店 q キ大会て‘̀、アカ Iヽ0= h t̀ ‘(N如 OSr°~cmssa: J..-2, bot祖）

の伶屯み犯成の暖日り 7...‘‘ し 1二闇 lて

1. ：：のり匹 I1南 糸体を端か‘澤 3CIM涯良q 店・｀岱叙に見らト 3::.ら

2 ． リス‘.ムが見らト 3 紅成内て l~. 各計 lま I~下li立祖て＊あ 3 二と。

3. 蔭示砕甚許 a古＼ヽ蔚叙かつ、（）ス＾り（っ哨生 l之＼ 9 る可染性も＂、あ 3：：ヒ。

号を柏后 I r- 。そトに t きつつ‘‘き.条恙~ I直、臼い紐＾ K＋, N心イオ::.＾倉量

嘩閤 患 4t'...F,• ょが~ "這射 l＝こる"t蜘べ‘モので、租后すう。

アカペンカ t‘`（ふl,b d.抹） tl5C.ぃ¢ へ^°卜 ').lilq 息天遥辺→＆積 l｀明応‘`

12~ 24 B弄蘭名ぷ知着所 1::.~i, I f=. o官這地工 1二 Id函吋哺直＇） 面`，乍 a収集 E洛

島 l=す3と共 1::.、試料へ a忠天 aか這ぃだ。二の泉件て、成ー2,bi,“ 分屯み形

訳 l="町磁日＇）ス｀‘りこ示す。試｀和 k+.Na+ 4オ-:::..8量の哨浪 (1、6豆口

臼像さ中て＼＼ rふヽヽ泊如李た端§卜＆mぃ a雨JtE集ぬ｀二〇庄亘量心i良i良、 O.1

遅た母酸て疇し〇違い！てイオニを袖出 l` P砂"'-ER.....er 社~ 603型知虹

＂計這＼ 1-Z. 定量 If.,.。：：：心I底方シらで得ら -"'1 k1, Nバイオニ 8量1さ、細胞内

外心｛才＞＇と忌れ了疇ぇらト 3。

に量，ド↑INaT、B9所に沌 I ~サ.; Le>, 3 o函闇目にピークと m3')応豆 lE:.。

Na十皇 I~ 、ぺ直｛象的にい It, I E.. ゃ／Na.+ I::.13、屯重量選1か喉阻渇 5l W ヽヽ

のて、こ中 90') ス`し 13肴意でも 0ヒ厄えら中う。 SQay…an Clq 68) l3 ． アカ Iヽ• ::.-

ヵ"..(野虹昧）モ｀培地中 C) I<淳良乙 0、え....HI:.下 1戸 森 炸 遥 か せ 表 使 己ree
Cl) b叶炉遺 I 130m H a k戊 E加え印鳴合、 pH't~b11羨件が3. ne＋の K1-

のとりこ叶 lJ:.細廃内の心 H九．の交抱により fうなわ中 3::.とい酪居， 'Z 11 J。従

'て .t註 "'I)た`い ¥3、 に↑とNo..-tか‘` 鏡ヽ f如勺な没saこ示 7::.とから ．細吃内"'ィォ::..

煮良のもしこ胆礫 I<.. I I 3 可侮I生ザて主＼ I 。::.のイオプ/~i 0) りか`‘し` 7. ら戸形

奴 q ()ス叫と応用サ｀—む I. 明丙でa 培ふ吟 /ffi I::. t‘t‘ わらず‘. 8卵「サ S暗所へ Q 蒻

竹逗、§̀l::.. 1 て発~I. 連、紀平て遠、め 5 ← mも‘っ瓦こ""--c; I ;J. {オン 8直の

リス‘` t--¥-:.も日 6b‘a 弁S て‘• も a 払果ャ-あ i ：：：とと、手 1 1,、3。

; ::.乙いら豆研成りス{̀J)もこ＄ ；（立，用応培曲ぷ¥<:.で̀ ．（立相杵1邁，忌、啜KI t如迅．か••
h ::.る函和遥 ~'2.0 、 7wv,,,iーl，戸心と の白色も l、° lvスをふえ、も燕釦直｛豆のイオ

叶itの登＜しこeF 。 Iサ I窃ザ` ら、 lI す`中 a屯合も、イオン 6魯に存き、 r戌如3

記めらト Cb‘ っ1=.。伶生み筍応りか I3、打潅釦ょ痘 41!..であぅ F わ` ｛立相甜白七‘̀

ト‘::.i拒（キ 2” もを登、知直ftI::. l3. 3 E{i 6四 認めら小 r8、,．徒,'-{ 1::. 6隻"I'}

又`` しザ｀、祇包的噸 Sc.にE.lt I "2.（虹鴎白とを 3す3tit~仕も 3 日ギェ中てお＇），イ
ォシ8屋のりス＿、いが．も燕加fu新5l ,̀ （い坦へ討行 l 2 、,＜品羽立組べ 3必令ザ｀あ

3.::.. a互．、 につい 1 i3 蓬在性討中てあ~.
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3C-23 アカ 1ヽ゚ ンカヒ',9 分主}~/6>,_1),.. ム・位11) 1て/J1i1 1---7 [;> 

八ヤシこ＼． q 柘屎

ギL令平（甚戸t もra弁~1l). J . p El;'L叫 N :r F 

FELPM砂 ( U C S"an十a GvJ, C A)  

1 f1 Iヽ0 、／ ゎピ'(Neurosrora cras5a) o今宅｝砂氏'1.I サーカデ＇イアシ リス＇・ムを

示 q. ンゥリスム 1す bd'没仕； の存 it.z ·釦月＼て r;J~. ンれ弓て :.. ~ I) がムを杖用レ

て1,Iて固北n1くつヽ 1 てっ 没 ('i,的 f1釦 kぶけ埒れれて 1衣 ． 要r3, r＜厨其Pて示 1わクく

の的賢召ぶ今ャづれ 同粍ぅ咬戸に関与して， l るも浣,.,召(i}危の沢度休‘f31れfて

• bし>9 リズ＇ ム，オ肛~り初訂針莉‘-/J ヽ、 同 11弓 l て 1 う白れれみ r； し 、 i, 澄（i 年切応、 果 Y

含れ t て、サーカキ:・,{ 7 ン IIヌ＇ ムの祈兌に¥'..って 、:...,'t-物 11栢ヵ rすn秤と内 31' 

ぁぅう・ レ介し・ ＞れ弓て“:̀.."I I) ス',ム 11- 固 1本咋：吃て．、レ ヤヽ籾祭~ て‘' j,.., . :.. 0) 年(T7.̀ )す

了ベ 'il.. Iず、嘉窃 0 /,'Iレス 象賄ャ m-T3奴料 1バ l＜碍る＞ Y lす介可 'if'c..Iて直 ゎI っ衣．

似々 IJ ~ 1、汲印詞 1.99 b ＞りリ 7'"!、 ぶ勃〈 予 l牙t 栞め 吃 りレR臣にポ功 LTて．

以 pan2 i祈ヽ を 1ヽ•ー／トオ-, 競 t ね、，表（示 9考 fりて＇ 伐もし 倉？ 9 9乏 ~ 1) に I ヽ＇ ントテ‘:.. dlグt

含 k召同疇 t也に衿して，{， 外危 1 リス’’ム の心祁で双足 1み． ‘/，，， Jうにして沼噂嗜

り 1'.99 o l) 1‘Iムの 直 i戸打を 1る t '『 rJ〈 'l.b甚わ q)..甘閉今江｝牙ク介'1r令<

紅、/5T3，、介‘.咋匂1r-:'11専p¥¥てヽ 1 る手 i叶も見つ ITら >'t.- ヤし9 7" 1衣 ． 同じ’希 I午Fて光

印紅べ 111 る 叶 府 r3 f R C ャ伐る ン¥ bて＂？衣 ． ンの全芯庶印 1れ 1-;J、生 lてぷぺ Iて

藷物 '?11• Iしス虫貧やま 4じ1・;幻 f1和行 ってく り）に、b翌11紅粋巧 q 礁虎ぷ魯も 1'i)り し

勺 ItJ、令屯う彩叡'|1屯ゞ「3、，のて＇ 今屯うキ叡＇＼ て Jフ て宅し｀み吟急T¥'...1-J ~~/'伶匂 ~I

叩碍特閉坑翌／i じ b 私ンら 11 、 I•

怜 々 11 >の茶 tィ束印して、 オ分 シ？ P ヘキシこ卜 (• C H x)., Iヽ・ルス克 ．硫 tが可カ

、¥ ， 1 ス•’レヽの（切 芥月 の 羨'At ？額 ’^‘ fて． せの移果 (Hx /J} ／,・)しス r位雑， ．度4じ1う昨劇

(CTo5Jt屯イCし打、、呼和I( C  T I q)  -j'Jl、ある ＞¥ぶ今 -r::.. CT 1 2 1"J月呼

炉象恨 1'’あら． CH Xぶを h令臥＇ ？祁壱する二 tlてすって A訟れ ，）一度 Aじ苫 bfくら L 7 

＼ヽる＞ t ?刹べ‘る訳め 1て シ？ ？ヘキシこ｝＂印臼1紫t用，＼ 同 じ';ぅに P尺 C 苫 9田

ベ＇衣・ シう▽へ埓シこ卜｀＇和生吋 l) 1 •99 ヽ／ーム 月行っ羨' At に 1 ，て此らづれて、！る＞

＼ぶ分って、1 3、 しかし CH X 11 万蒜，てぅ1レて今＜差わて＇ あっ fて' >れ吝， t
求は一打 ぅ寸の特良，，的和） Cl T o S戸） に芍閃的 T3弔り噴 1),'令叙ェ孔ら >Yぶ

朗itり湛竹 べ、［， 哲ずある ＞¥で示して、 1 る． 、ーれ 1す A(2カ Luiar iq. Gonyau !グ )( 2“

柑直4り．られ衣蒻昂 t氾< -奴する 環巨 CHx房克）生 ¥,;j-磨そ江ん令 3り jて＂のを甘

I\‘?‘／かじ＇ を団令令' 1\‘ ダ ‘／ 万可潟荘モ~臼 Y it辰h ¥ミ --,,1て此死し 千硬 -Z..,rlる＃屠

忌6が分布 t 目托して 'I), 、
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第 3日 4月 8日（火）

D 会場

細胞・分化，

分子生物学

ー



30-1 Sacchp.rprny¢es cereviSlae におげる性的汲た集能のま令導と埒

合子形成の分5,J阻害＂ ＂ ，長谷III聡（も大 理 • 生物）
m s紅如myCtS ce叫 ISiaet1)へテロ 9') -, 7 な椋の a ,d,..細胞を混合、すると．性的

凝隻がわこり ． つつ｀いて址箕体の中で．0.. I CA(l)知胞吋が形成され この対が培合子

しこ Iよる．埓合逗柱の韮l節微揖を知るために中生的ぉt集と楼合す f成の乙つの過佳の

． それうれの啜樟 およひ面名の閉保と知る必手かあ ,Q. このような研祝の纂 ー 労

とし(. ~•生的扱集ヒ埓合、子（また i;l 0..-cJ..搾胞対）形成の面画経． E生理学的方広によ

り介 げることを訊みた．実験には 性的凝集に関して樟成性珠である Tぢ5(a)，T56

⑱)と そ れ そ れ の 言 秀喜・t生癸然度妥体である f55S-41,丁5'62s-/61 (51l.Q 1歪伝子をも っ）

を用いた．

I 性的凝集能、の t秀斗の f且言

性的凝集そのもの 13. a 、 d の綽胞表層に存在する •I生埓衷的煉蛋白唯 ， 註皇物貨の

柑椅的姐合による．惟的凝巣能（洛性ある凝簾舷が［の生産）は ． それ t・れの相午型

綽胞に由来する •I生 7ェロ毛 ン によ 7 て保進（丁55 ， 丁,6 の場合）え 11 サ導 (TSSS- 4/, 

TS-62S-161の9易合）でれる。 Triton'/...100は ． 持合 初期の性的 ；疑集の 4足進 1...I~ 猜導やざ ら

に出芽抑制を阻名したか．すでにわ，ている 右t集能を f且沼することはなか った． こ

れらの峯文は lrito>tX /00が性 7ェロモ ン の作用を阻言することを示している．番実茄ton

X100は 以左ロモンによる T朽 5-41の性的杖集能の t秀尊を阻言することがわか 7 た ．

一方 Tnton)(100店 在下で T55,T56を渚奏すると、その本糞成性の凝集能，が｀屠レ <,{き下し

た． この佗;1= した凝集能 laTritonX IOO のはいと—‘ろでそれそ’・れのれ今型~性 アェロモ ン に

ょ ，て 白収~ することがわガ ， た． なお TntonXIOO IT)埓合、子形成阻且筈作用は 拷合の初

難反応.a) p且言による綽巣であると考えられみ．

少J...L oJ鯰菓 l;1. j•生 クェ ロ七 ；、作用 t 中 Iゞとし 「：： 埓合初莉反応 i ：： LJ 細胞表層 ． 特に紐

昭暖かを手「ょ／釣きとし て いる ことを示●貸 してい わ．

Il 培合手形成の阻害

ethyl N-phe11'/lcarbamatc存在下で丁lf5と T56又は T55S-41 t. T56ZS-/61 を；昆合すると

性的 凝集 、 出芽抑制ば正学に起こゐが 持合令形成 lH且宮される．注目す べきこ

とに l1. ethyI N社enyfcarba.m a.teを丘え fよいと約 2碕間で性的 ；冦簾の進行し1 L i V) ． そ

れ 以 外をは持合子形 成 か 進 み ざ ら に 凝 集 か 中 ゐ tか 与えると 凝集か 4~p,.i 凡 上 も

進 行 レつつ｀ 1t. 凝こ 集のゆクみも認め ら れ rよ灯‘った． ］し 1. ¥(!)鯰果と して大きな 疑

集体が現れてろ r：：．この こ と lJ.ethyl N秒en炉ar如 ateか 注 的；疑釦能が記堡あるい ll言令

慕 ， 出芽 抑船lなとの 初戟持合反たには殆と影婚£牛えないか 、 i疑皇ガ‘h埒合手形成

へと進t悛階を特裏的に阻さすゐことを示違していク，

ethyl N -phen外car如 wxfeIJ 111icr-otub11/esの形成を阻 唱 す る こ と か 知 ら い て 、 ＼ ゐ nで． t生的

狂集か ら A双 綽胞対の彬成への進灯に ． "11グ 0加加9e3が重季 fょA動きをレてい h可能性

が考 1ら れゐ 。
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3D-2 Saccharo711yces cereviSiaeの吃 5発芽還祖：：お寸る性的

汲集徒＾吏仁

立山 迅，抑島 直房来（を媛大•免主， 1た大垣•生）

Saccharomyce..S cercviSiaeの）＼つ゜〇イドの a型， よ型の栄養細陀心，それ立れ."¥

相今型 紐肥と吟異的 I：：：反応して、卜生的汲集を行う槌力ともって、ヽる． こ＾＇卜王的涙集反

た Iょ蒋合 5形成 1こI沈‘り負の持令初期函粗 c7¥ lっと店えられ？いる。こ＾＇注的疑集反応

にあ・ヴる a翌とよ笠＇籾吃筒＾共異約結念 ll, >f ii¥. ・'f八＾ね吃ゑ暦 1：：を在する涙笑両

買＾相櫛的に糸も .fs--1：：：よっても tこらされることが知ら爪？ヽヽる。 デフ゜ロイド細胞 13.::.

のようも｀迂約；疑集筵と示さな、、し，そ＾紐兜反暦 1：：凝集内噴も g在して、、な、‘・丸｀

々¥;t，卜生的；疑笑貶こ f、さな、、デフ゜ O A ド総 9包が／取杖令菱 l.l!L ¥マ而成した！＼プロイド

11尼3が｀荘的凝集貶としっマ、、るか， よ T：：， 子の l¥包3が発芽， 出芽して八つ゜口 4 ドの

咲ふ紅胞が出来る過 程で 匹的 ；疑 集貶 がど のよう 1：：：吏ィこするかを汲集内貸との閲逢 Iこ

お、、て訊べ‘r：：：．

iず，デフ・ロイドの党ふ紅茫と 1 ％酢酸 7J')ウムと含む吃 3形灰培に這して

Rり取さ亡 Tて5のう 2 ザイモ‘)ェースで疋逹して＼包 3之屯紐．ミ巴，久兒とよ翌が主丘

lて、、る定3集団と母T:::.．こへ兒3の他濁液ばそ八包絞で及尖する． しかし， pHq.5

で注的及集 Id.阻宮 2 爪るが，吃各＾汲度 IJ粗 宮 コ 爪 ld-IJ‘., r:::.．さ「：：：， TV/CC'll80I Tn*oれ

)(-100 I B,,・ 5 -35のち仕下でもは的杖度 1さ起乏るが｀／記さ吋 jえ焦i点ご I5n、..,Tこ．以、A麦I

こ爪ら a 5見象と荘灼紋度と昨牲約汰集と区乃lt ?;) CJ¥ I:::.＊1＼用し T：：：．ごら 1こl[3の オ ー

トクしープ地出内中 1：： ＼す，梵度和質泡性 I3昆めらハB かった.);'J....t.の 季 史 IJ胞ふ ¥J非

柱的 fJ、汲集 t行うが‘, I卜生 i勺疑復註力ともっで、、 Tる、、ことと汗、してヽヽる．

;t Iこ陀 3LTwee'1l. 80(0.sメ）と合も東苓屯 1巴C::.0¥ 志こで IJ非罪的 Tむ・凝芙 I.J おこう芍べ）

に灼し，発芽過程にお、1る 注 的 汲 棠 伎 の 出 屯と訊べ‘T:::.。 そ＾紬果， ら計訊 Rから埠

犯 0¥ ＼卜王約凝臭が祀よ'), 8吟間]! I：：：この；艮震が最大 I：：：立した。 よT二， 8 B¥-閉 Bの牌

詑か う x息T：：：大ートクレープ地出物 L DEAEヒ 1レロースカラムで介紐：可ると久控とべ翌'.

ぃ西方の、謎集m憤ぅ固¥1王が6ためられた。 すなわら， 8玲肥 g＾紐氾 Iふ可で 1こa庄 と よ

苓土の小王的凝実如賃ともっマ、ヽることがわかった．

ジJ....t の 史 ぼ 1f、7:・Id, 2 吟閑日ふで 1::ge:r'll¥,nQt,on.,DlLt',trowth.が終 l) ， っづヽヽて最切

の出芽ヵ滋ょ I) 4玲閏目逢員籾 a 牧か茫が出廃し 1.).人 枝 栄 ふ 的 な 滸 1邑ヵ滋、くこヒ炉｀

わかっ た ． す ば わ ち，紐兒牧，3も片酌 Bで的 4倦 I::.， 8時 間 Bで約 8他 1こTJ 7 T::::., 

>'I.....t. ＾結果から、史3千のも "'1Jか主的，廷莫使 IS も 1こず， 茫 3よ＇）土芽し 1こ破如史が｀

；足集しともっことが庁、 0を3 八 1こ．
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3D-3 偽ひ・釦ス 7チロイ，，，スト，，谷史：：つ、、て

井〇呂一郊，林凪ー，度軒央美手 （茨成火 ，瑾，'!:)

磁岳 (S~^”"'が“竺竺）が細此lZ ガク、7 ムりが出t'..向令! J1<1fl 2 --ttて

厄和禾に 7ェロフ・ラス t-) "1 I 衣 3 吋 Iつ伎、s, 洛~ (pやヤplast、力”“‘.....~） 1プ`＇う`＇

潅知れて、， 3ず画生多や常、 1序和みで 1”'21づ，らc...Pュ(o,JJ1/L), H_戸Q 和．r

が）， （ivH~)ユ so" (.:z1,／',() ~含咋 0.7H ~a.,"”:tof衣 ,11'"tf <・、It "t. 、， 9 二~,又

こうして｛乍ら、11.. た厄柑 9禾 t 遠苔：稀 L~ くし Hふ··、9 r.,...gんt 1= 湛． もて 1其天培叱•:

准 <J"-i::.ilJ.'f:L-C. しolc吋を形戌す 3が，そ'>2 召 lぐ＜液ピ…心i1,a...戸 ‘0)

印こ衣々 0．戸日ら U2.t 合ぅ tてあ‘<／士零げゎ 3 ＝乙 n こク t 咋牙わ““て—

啄かも Lf':.. 

匹 t。pLa.sn•、3 …之A、ぃい中の 07 日 ~...,,..”‘•t9(，及 i;.. ·· 枯 L\" く液てド屯·吋デ

中h C)、9日臼ふ2.. 1-:. 97夫々あ 3刃のr.n.屯 ,i(戸ぁ 3 ＝てを垢わ L径 訂m = Z と

ゎつて｀’丘ので・・ニ上うの税言れ糾足，二つ 91 ←栖告し C にべ勺細胞,;t4') ~生れ1揖． 1＝つ‘’

て啜花する。
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30-4 STIGMA AND FLAGELLAR SWELLING IN RELATION TO LIGHT AND CAROTENOIDS IN 

EUCLENA GRACILIS VAR. BACILLARIS 

Osafune, Te tsuaki and Jerome A. Schiff. Institute for Photobiology, 

Brandeis University, Waltham, Mass. 02154 U.S.A. 

Wild type~, W,BUL (a mutant having lower amounts and a different mix of carotenoids), and W,n-
3 10 

BSmL (in which colored carotenoids are undetectable) were grown in light and darkness and were serial-

sectioned to ascertain the form and relations of stigma and flagellar swelling by electron microscopy. 

The length and width of the flagellar swelling in all organisms in light and darkness was the same within 

experimental error, and this structure showed the characteristic fine reticulate substructure in all cases 

The stigma is absent or is reduced to a few tiny vessicles in W,,, and shows less staining in W, compared 
10 3 

with wild type. In dark grown resting wild type and W, the stigma is rather amorphous and only becomes 
3 

a group of spheres after prolonged exposure to light. Three dimensional reconstructions of the reservoir 

region showing the relations of organelles including the stigma and flagellar swelling have been made. 

Comparing wild type Band its mutants, the presence of a normal flagellar swelling is not correlated with 

the ability to form colored carotenoids. This conclusion is supported by experiments with (4-chloro-5-

(methylamino)-2-(alpha, alpha, alpha trifluoro-m-tolyl)-3-(2H) pyridazinone (SAN 9789) a specific 

inhibitor of carotenoid biosynthesis in~ at the phytoene stage. Gr叩 ingcells of dark grown wild 

type or w3 treated with SAN show a very great reduction in the stigma, but the flagellar swelling is un-

affected. Other bodies in the cells which may be associated with hematochrome also sh叩 changeson 

illumination and on treatment with SAN, but more work is nessary to be sure of their identity and their 

relation to the stigma granules. We conclude that ability to form stigma material does correlate with 

the ability to make colored carotenoids but light is required to organize this material into the 

individual spheres characteristic of the normal stigma. NIH GM 14595 Support 
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2uglena W BUL 
3 

CV, contractile vacuole; 
FS, flagellar swelling; 

l' 
F,, locomotory flagellum; 

2' 
F;;, nonemergent flagellum; 
M; mitochondrion; 
N, nucleus; 
R, reservoir; 
S; stigma; 



30-5 質栄養下にお,rる大腸困の庄理化年的性咽

冦虹，西梵介，柳田和記 （窟山医条大・槃，愴山
欠砕）

天然水政に 1な力数の徴生如＼‘ 存`仕 L、その環境I改、駿庖内で'(1¥1行吃中より IT令

かに質` 朕沼令件であるり＼` 、`現在の徴庄物］C1)t音疱研究IJIうと人し‘'箇栄浚茶和煎桔3

れ？ヽ‘る。一方、実験I具腎用される Escherichia.coe[（ミついても 、栄危兼｛哨的に変

化させ「＝ r船令の庄埋的性哨11調査され？ ＼‘ゐが、蒼的史化により窟派危痕虎？•の性
｀つ、1?.1}11t人t"研糀され？ヽ ‘riい。ポ虎験？＇11、E.coei. K /Z t I用い て、和釈

され碍四？の性哨の変化を靡麟し「：：。

水¥Qに択リペ アトソl年酪丹工守ス r}t裔解し r：：も l7'i(pH 7、z)t窟栄屠培氾（

叩）しし、質栄養希吃1ず、、の治吃 t水？命釈 l？腿怪しにこの r品、派危舟的に

lJ 0、l勾和心` 11-1デ天然環境，這ぃ。⑬、免喰 1が自然環境に近づ け`る為、企？ Z0°C,,

で` 行フた。各角r芭？＂好気的に増殖し 2いる E．砧 0)比増殖速度()l)し昴双庄長量［内

敷他 咋 l：：培虎の命釈濃尺（月竹年）の対敦礁と比例劇和：：か T::.。光埓距微かか庸子

町凜で細胞の穴 33 t剰従すると、細胞舟蘭1(00茄希咆がら l硫吃1?’l噂々に

栽‘少するが＇、さら 1麿原危渤も「iJJとし「:いに靖加し？叩＜碩向 Iこん「：：。汀荻

訓相疇遭疇煉墾着に汀砂各種紆か子吋恥青叩砂wA,祇直に つヽ l? l}、
!00%~1%r音tむ喜門範旧？’It11(了9'一吏であっ r：：：打＼J、RNAIが朕忍が侶下 t共に統々 1ミ

我‘少` l巳次に名細胞のエネルや＇ー菖科 tiズ態．t鶉べる為に、 Iレシ 7ェラーゼぅ去にぷリ

ATP竜t剌史 LT：：。細胞当りのATP竜110、5譴 T也f<''I T-/'f/j̀＇ー戻直 (LO~Z、4-xf0-1ぃ
t 示し、乾｀y屯雙骨当，）のATP世 ti％恰氾す？‘It1テ 1う｀｀ー虎（ぷ~ ~§ 5 m molez/g-)であった。
了デニレートエネルギー伝—::.／9' の他 IJ 閉恥：：用い I硫吃濃皮＇範圏肉？｀＇ 0、 ~7~0、 98 l 

叩‘'ー記直［示 Lf:.。CN-にぷる呼D好且塔^ t t ?`’、 100％瑶兌 tI %tも地におけるATP
パ蒋過程し追跡し Tこし：：：ら、府紺される ATP量 IJ 宍に企 ATP音~90%と同じ患」合

？ヽ、あ， rこか‘̀9 ヤ(l¥1噂紅l1I゚い方が＇叩るやか？‘しあフた。文 1：：令細胞の了ミ）酪取

り込立C3H-7゚ロリ―/t1鱈）と躙査しに。骰釆り又リ込朴忠験？‘`n函t遠」じ`？` 、集

菌l?いク洲、ミか方法 2’‘I?ATP7°ー1い漱痰渭五＾変化 tもrこりすの？＂、面(}¥ t請
直袴一従:70リ` ノ渇U反応吸疇釈 l？虎粍 Lr.:.。そか，Z1i果、面(})"条件

噂下にAギフで 7゚ロリ ／`1l'取り込囀和心印るこ t囀名れられ「ふ＇＇、 t詞濃度

3笈～1％付逍？` 庄`育 l「：：：荏m曲もぁ、、取り込打が‘生［示し、単純げ相問H吝られr"’
っ「こ。

以 L <f' こtt‘ ら、栄辰痕境{f¥1に下し央に、庄長速度叩1策し＜測‘化すうことが＇

認められ「平` ’、エネルギ'-tャージ`＇序？屯聰 3れ砂叫恥恒席l釦暉持3れ？いる t
悟われる。一方、徊胞舶樗、 ATP危庄、了ミ）酸取り込汁が生苓n培祀農尺パg下
しだ(:.屯化するか''、 3%17’り0、3%付血？＇l麟ずしも退陀的 r戌化 t示3T＇ヽ‘、(}¥あた

りに袴椴rj詣節微棋かがい州起ること t平u斐し？、＼る。
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3D-6 紐面の細肥今裂にお lプる釦肥膜脂質の役割仄 つLl7 

中村運- (甲面大・理・生）

原核生物てある細菌 Kおいて，紐肥膜I式紐胞代脅寸の場として更季ば役卯」を果し

てし＼ること 1屯篠采ヵヽヮ推祭されて l¥ ~とごうてある． Lかし／ク〈の研究v、もが

がわヮ町て汎が具1序的k仰）証された事実は乏 Lしl。

細胞疇耐素1ま，その 1這虚異l•生と効字（速度）を保フため V＼ノ 1!i朗包内ては立体的
k屁晋されている。 ての様式の一っとして／展訂べ謝和＼ある， この代耕す禾て991も反］

印環い群閉一足，II尉序て＇’脂護疇号屠四噂め込まれてい 3ごとゥ＼；し」＜

っ心須狂系においてすが＜託明さ叫また他の取且について示咳さ机て口る。

フのさうr這皐鑓訊かりノゅ紅兄扉噂「和宅）生を茨足する和午としてノ

燭狂 鰭パ紐楳氏信嗣さ叫 そ洪りの秘素を亙之る脂槙膜樟‘並の意校にフ

いて1文 あま＇）ぅ 1意、、が立がけしていない。 ごの研究の且的I屯 このさうナょ営界の現状

をふまえて／町謹構造が＇紐肥今象徴揖にとのさぅ埒影柑を艮ぼ ＇［つ忌ク＼を／ ＼｛畔

kっいて語］吋 る`ことてある。

この定験に用いた紐面I屯刃腸菌 k12の野l'生型（止が）と変展型（盆企）両株て＂

あフた。匹企麦異 Iず、細胞腹タンパク賃（伍立t タンパ 7喧）の災オ員をきたしノフ

リーズ ・フラクチャーした紐肥月展ど暇．う闘像銚．て潅見寮戸と／月臭タン）＼゜ク貿位

子の応圧楳式に大き t渡化をも「：：つす。す rふわ互細胞腹パ蹟 2今3層に坪投し

戸刑粒う 1了哨矢し， 脂随麻舘瓜の音矛嘉IJ¥＇拡大している。 ーガ／ 生立¥)わ‘さび` g2A株

疇浚k舟穂燻肪酸を加えると／坐五椋ては生長祖害IJ¥＇あ‘ごる。井に／ ラウリン

酸 (Cl'2.）を作用させた時K窟Lい。した 、^フてI ~下／ ラウリン酸を所］り て戻験を

進めることにした。

“あ‘よび低迅の両株と厨輯拮足しI '~ 孔にラウリ上醍を 1吟／』の痕巖汀迄
る と／旱豆l芯ぽとんど＇母督を受 lナずに印局分裂する力＼ノ 生企株1ま1回の ，4，囲胞今

裂tぁ‘こす^ ＇；以後今裟IJP且止さ孔る。 2のさうな現象l屯 DNAぁよび ］`ンパ l隅
合恥くおいてみも汎tた。 し力＞し 脂質合応、1もあまリラウ リン祗亙炉受ナr；がフ

た。 したヵ＼＇フ てノ ラウリン酸孔印包今裂租害屯 DNA庖澄又祖害に起因すること l註月ク

臼ある。次に 1 外郁ヵヽヮ与之たプウリシ酸硲＇腹濯條（リ上脂愧）に取リ込ま汎 、る

がどうがの定策を行ばフた。 その結果1 あぅ今画 v、かな＇）の割合て ＇芦脂肱 I蒻友が取

リ込まれるミとゥゞ わ`ヵ＼フた． この 2 と1屯怪級脂肪臨、の取リ込今によジてI Dl~A 合

成に関す"“"の毛•}生ゥ＼房い彰燿を受け 3 ことを示嗅してし＼ J.
本大余て'• I屯 ミしIL0 efJ）実験データを中）＼＇1も 細胞勝代‘耕寸(DNA企叔牙）にあけ3膜

脂梢構造パ意スにつりて論畝すか
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3D-7 単i紐、牲浮ク aレラパ鵡活を国甜哨左

匂讀這 R.＆ P叫戸叫eI ~年追ー（名大／東）
印 碑直位レ テ，i核， 菜珠危 くトコ ンド＇／ァ疇 t一 つつ＇つ 有1~ぷ核f①
如‘'/ ft 立子〖的，： t従船名冬的，っ¥ょ＜哨稚す 3.m 栄が含fチTて＂パ lqilJ咳養

斥り胡嗜和戌，,.--J: ~ I目一 naIし叫バ iり度も訊し {9い、‘̀/ f乏云各f研下 -z‘‘ グ

他瑾叫—I :;;;..／戸戸＂わった、一 i,鯰りかし？のクレレプり百康往＇

11充仝杖，こつ` ＇て I1§ < ？芍む・'げ'1ん 1‘ ”̀ぢ ミトコン／•"＇／ア＇ ュ つ II で 91 テナ
が'’ ~'/ , 1 " 1> N A 1 を 4 紗9紐•紅 I.,_ 昇 7f俎j -t 9月みかず '1- み，＇。事~ / 知砂‘”T -z,. ^ ク b レう ,F} I弁公}gば／鯰咋，，加以下ず ；`； 7 （い這）／弓吋＂

嘔か l1"--z‘‘'('r̀I乙委えぅトうが ノ` ロ 守c|乙｛紐，，，心(J),.i乙L靖z噂 fo

屹へ ら^駕 I ¥噂本か｀キ`い）で 11／必象和＇；浮ゆ屹噂心囀召つこと

が斧`（つで、＇ち 。扶‘々 11ク¥;)..レ ラじ古 ’1Jミトコ ンIヽ，、＇）アの杖危又 ／ミ トつ ン）‘，、1/
匹 1--.Jf.\ 直‘応 う l1 辺研知~J 戸＂／ 訊遠r｛彗バ虚砂息子．｀立
すよ立ぶもや知,I .:_れ口試＼みた．

虹， 5和叫～～ての叩g.i和↑ □立）／ ユ／’ez・； 2 %戸--1且 ＇企

t”乙ャで• 3%包 -a{f心 急 1Jュ咋 "d"-'}I い /R..中 ，¢ 心tc叶牛）

(Kす＝紐 5)で‘’秀心叫やが→い 次，ュいぶt..,面いだ＇ゥ和半
t,., 1. ff] --v ・ "=位和(/,~％らー又為t て 坑益紐9し1叫t,、 の f叫力も和
心 lユ／yい如ftとへ心翠孫ふ丘げ う`咋 t 屁，土し伝 .::..の‘”‘/3%a四 I'v

す 32土 IKr/ 0. S%ら-Nl..て- 16士lkv の面笈庄令圧、灸代公んプ ＇I1 万研‘7i旦 7
ベ.t -xf反l司蒻令忍争 tる乍立lfつ 6 ＝の平ュつ’` ？ 'I G, /(勺c{てて＂の→チ公廷の＇炎私 I

砂も反り化ん伍'" n令べ’造程頭口栄養':E I1バ I','C...l.砂乳でいた。
3 °I。CO.,Air(G) 0.5"1.02-99,.5"1. N 
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3D-8 葉肉単紐胞条における T.-o-c.he.o.:ッ e..lement分化こ細胞周

期Z引関連一阻害利による得枡一

油田裕徳 ／駒嶺棧 （東大・理・植物）

笏紐胞生物における細胞分化と細胞周期の哀括な閉連性につ＼｀て｀主に動物の

埓姜t::.£ 用じて研究が進め 5れてさた．分化全能性に紆 5れるような、 8月5かに動

物細胞と臭なる分化能を毛っ植物紐胞ては、こうした研究はほとんどなされていな

し‘•そこて私た 5 は、ヒャクニ今ゾウし乙迫正仝型旦昇竺 q. cc,..nn0..rッb;Yd)の葉-

肉単細胞条を用し‘て、 Tr-o..che..o..rye le.me.nt (以下呼＼ ℃ TE)分化と細胞周期呪i
連牲について研究を統けてきた。その一針について IJ、先可騎尊会第牡回大会℃‘

根告したが＿今RIれ誼叙測光℃、` 得 5れた知見と阻宕剖を用いた史険結果について萩

告する。

すでに報告＼た結果は以下のように専約でさる。

1) TE分化には、オーキシン乙サイ 1-カイニンが哭に必専てあ） ｀丙植物本ル毛

ン孔激によ ')TE分化が託埠される。

2) TE分化にIJ、TE分化に先行する I)NA穫製tMitoSISも、必1月ではない。

3) TE分化と細胞周期の過程l]、I可ー紐胞にあ｀いて同睡に平行して進行し得る。

今国 1-j迂ず、 TE分化の誘導か細胞周期の特定の峙其月におこる可能性を検討す

るために朗徽規j屯によリ出虎婢胞及び分化途中 <J)TEQ)枝<i)DNA含呈ど測定し

た。その結果、出発細胞IJすべ --c.2Cであリ、ホル毛ンによる分化の旅叫lJG，期の

細胞て、おこっていることが示唆された。 TE<i)板<J)DNA含量測定の結果1J、す℃゚`

にオートうジオグラフィによ＇）得 5れた 2)、3)<J)耗果を支持する fのて` あった。

エンドウ汲叫月X?コレウスの差を用いた実験条におじて、 ONA合氏阻喀

和¥Iこよっ tTE分化が阻害される Lいう事虔がある．そして．これを tって従来1:r
DNA礼笈が丁 El'J]'化に必9臭t‘、あるとしてじた．払たち lj、薬囮単飼胞条にあいて．

DNA杖製がTEの読i1こ必娘てなヽ＾ここをすいこB月5かにした。そこて‘̀`  D N A 

礼製ではなく、分化ダ）開始に直井必要な DNA合成が存在する可it性につじて DN

A合成阻害利を用じて検討＼た。 DNA合八阻害剖の s・,deet和式が閉題となるの

て‘-、 f且胄計位ど戻にする何種類かの阻官利ー DNA([)基咽レベ Iい‘り合阪阻唐糾

と＼て S-FU、DNAボリメラービ` ol([)阻害中lとして＆YO..C, 1 Aph;dic.olin 、2皇

鍍DNA間に茉柿を形成 lてしまう M,tomyC.;nCーを用し‘た。これ5のいずれの

虹利を用じて t、DNA合成を阻害する濃度て‘̀TE形成が阻害さ八た。f且唐剖の

side, e廿江七の可能性が甘を｀とは言えないが、これ5の史験純祟ljTE分化の閉＼

始に DNA合成が閲与していることを示唆＼ている。

更に、 DNA合戎｀に応 KNA合阪、タンバク合氏と丁 E分化の関連につじて

阻害割を用じて突駿をおこなった。 R-NA合成阻轡吝lこしては、アクチ）マイニノソ

D£ 、タシ I¥'ク合八阻害利と＼て 1j、ビュロマイシンとシクロヘキシミドを用じた．

これ5のいずit¥tTE形成を祖唐し、 TE分化にはにNA合八、タンパク合パが失

に人栗てあるここが示された。
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3D-9 
A辺“ふ…との全形A`の祐Il1卸

厄 ll1ィ衣ス-}- (1lい•放ふ• 生功）
和隣ヵ寸 I)4辺必ふ心ん②-Lし（木ソエガサ） t涯冷手島 i嗜

よ＇）森隻し • :::.れと度蛯すが紐綺塁代弔養、し 生 和Xの213サむ岱乙 、`突競杵

科t. L "tみ3莉度0"が可;もにか？ T-::.。

ホソエカヴ let. 光l二ぷ？て成‘母がうながマれ 3ととも 1-=-.i,ifか進戸促進．<

孔る。長時か遠/-:..よ ）で 咋 I名鴨咋 幻 しPIぶ、こり 終も的に 1バが含しI-X 

句木 颯紐胞I貧竺えロrA3。

こ釘直紐果を刹甲して ま命‘生枝輪雌免忍した母1本と作り 尤経身寸によフて ．

がさ及 J給生枝の分化を同潤的におこなわとた。且砂 h<,x姐 射rt; I古 力＼い形衣｀

Iい民，の＂＃ぷ圧 (MaMo3)てt秀 導 マ孔貪ゲ素栄冷寿が師を枝の和l:'..が・

甘ふれる。カサ／ ）のバ l仄生9直枝玲 C'・彩命共枝可なわち栄尽紅輪l::.向楳承

1本心い疇る茎秤浅瑞t形成マ孔その発生初籾にほ両舜 1か＆別しか＇T=い。茎

押む賂か、 生殖技l咳‘化するが 原冷汲,~ ,今化するヵヽこ環吃年叶て利1卸する二と lス
可能とみられ．戎在 評紐fぷ徐ifi-:. ついし筏討 L-c.い'3.

叩かが玄己房え梵窄した斎済 E200ルヘ 、迎科寸下℃伐、ふすると豊官 fょ脊素視ふ在

在下 t もか:＾分化lmg、.:::.らfぷ W。し 力、 レこれも強む1クすと f二た ち`に同潤 L-r-

かさ形成Eるこなう。和免脊豆差い C 失われr刃馴灰功積（ム｝ム心4m叫）
疇む下て形和れるが ir2l玄．澄光 t；釦生を失？ T可釦の改疇もTて

屯Iif只れるかのいつ＇れがてある。

2ユ゚C1ユ000ムx旺射下て同悼）的にかさ形式をス こなわせると すへで＾ ；〗沐
ル

か正名形胆のがマを生し．3. 一方 ，32°C1 夕booKxてはかへ乙力1."ff多也．へがマ

し生し・る。夏索釦圭 L r-::.t•町茫，とかマヘ甚全p てtァ此レ方核片と江°C ， ユ 000ん
、口炉 t函ひかて形成とあこながと 3 と正ー栄全‘と生しる。玲竺枝蛉→ふ=も 貪`

＂閤ふ、下て＂ク枝した紐渭包を切？斯し をの府核片と含いふ下℃再ぃ倍!る

と釦哀0¥、ヤぃ母i和生 し、 内度屯酎和＼巧町げ炉籾卸してい 3屯〉が知胞項で＂

み 3::.と力 1・元啜？れる。

蒻も下 1.,・t味ぶ→沐0) 1豆託pと切町

｝兌屯レ． 呉核片~ 22°c, i.coo kx  t-:c矛クす

と麻核舌体と同様にゑ文日以内に向朗的

にかマ形荻とス・こ T~ うが生じたかマ 1本 ¢oZ

以上 い 翌 和 環 qヵヽマになる。かさの今｛し

の知 lま ． 茎炉枷したらル•U平”―
Rfil Aによって史見缶'1いれるが、かさ 0¥正索な

形衣に 1玄オ亥 1^乍用が必単t•ある。 3 2°C, 

f00 0か X°'苓｝手て• 11 . .:::. 0)ネ亥 0¥i噂 ”‘..

て1T= lTいられる o t•あ 3 ぅ。
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3D-10 アゼゴケの原条体上にみげら茎菜体形成が広望

稔、未可，）山元皓二 （東大・晨・蔑生）

吾類の原釦本上に数個の茎葉4本サ‘形成する場合茎葉体I計胞手を中心にしてJ農

状に形成される。 “HexeHring））と呼lずれらこの現象を解析するために｀杢葉体.k

1砂芽形成の位置）芽形成の能刀（ポテンジマル）について検討を行なう必甲ガあ

るヒ考えた．

本史、酸て＇は、蒼類のアゼ` ゴ ‘ケ厄ys°”itrl“m平他也竺竺を実験材料とし、芽を形

成した原条位について芽形成司（芽ザ‘/～2細吃の哺）の胞手1J‘ う忙端までの細

胞粒，胞手から芽＄での細胞数「tどを言1赴査した。他に．芽形成の『テンジマルを令

っ細胞全てを顕在にするために．芽形成を誘導するサイトカイニン（hui-zyla.如、‘ne

以下 BA と略す）で原糸体を処埋した。 処理Iさ、 IO —ヽ H の現U度の BA 溶疲0、 ZO;n/

を、原和本を希径した ジマーレに添加するこヒで行存った。原釦本1す添加した凸地

で屹のまま生脅さセ，芽形成痔l4焦処埋と同様汀詞食を行「Jった。知の際芽の教

＼二ついても調企した。

屈和本1守．主系が生長し長く伸び た`後分枝が生長を制拍した。芽形威の｛立翌

について解析を行Tずったヒこう、主系と分校（今回さ／ ；処分校に限？ t：：： )1.::lす違い

が打られることが哨らかl::::..tJった。主魚 Z‘‘ずヽ ．芽形底時の胞手1J‘ ら先咄ま之‘．の細胞

敦を X.I 胞手1J‘ ら芽までの紬胞数をグとすると 、り＝ 0．96x-E砕しいう国賜直練

が得られた。 一方．分校で＼`ず芽形脱峙の分校の基郭から先瑞までの細胞敬を之1)

分校の基祁か ら芽までの細咆数芝り1ヒすると、 g‘=0.？／之'-3.60という回漏直練ヵゞ

得られた。このぷ うに、主条と分昧支て‘り回帰直線ガ具rがった1J‘‘‘、これらの回帰直裸

＼ず共に、芽形成のrテンジャlレを令つ細咆の位置ガ‘、フィラメ ンI-の生長ヒとも 1:::

豹批することを示唆すク市のであった。 これらの国帰直線_¥-;J:、13A処哩の有焦l：：よ

って＼内受仏し Tず力‘フた。従って ．BA 1さ単rずるWJ激として像かくだ‘げて‘ヽ ．芽形成、の位

面を類す夕の＼ず、原和本の側て‘あることが示唆された。

廷 ．喝和 智e （発芽後の日数）を変え1..BA処埋を行「ずったとこう 、4固体

の傍e.が進むにつれて 、BAに反応 lて形成する芽の1割本当たリの数が増加した。

これ l"J.芽を形成するフィラメ ンl-の敬が増加 Lたことだ ljl：：よるので＼すなく、フ

ィラメ ン ト当たリの芽の教の噌加 l二令起因することが咀ら力‘1:::.「わた。す甘わち、

儘床の緊が進むにつれて 、フィラメント上で芽形成のずテンジャルを毛っ細胞の

粒が増加すると考えられた。 し1J‘t.I本(/)7ィラメント上に形成する芽ば離れ

た位置かす符く、 I矛1ずl司じ‘位置に集ずっていた。

本租Z‘は以上の姉巣に基ブ‘き、主租と分校の芽形成の位置について、芽形戚

のホ守ンジマルが原余俸の生長とと令 1：：どう変化するかという聟、も1J‘ら検討する。
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3D-11 花粉からの不定朋形阪に対す 3勾必恥且四ヒ五吋

イシン蒻直着E
今村11阻屈立（麗い巧）

麟倅細胞分鱈とそ 4しにつ 7《 2 核見月の状餞(~戸直）の花物とも＼ l,1 夕/\''
コ約を迎、困的に NぬJ且培虎上で庶養すると、約肉の花おl1植物外上と l項「よるタ

イ 7゜の分袈 fl•印始し不定品ど形成す 3 。戸国目の分裂0\·起こ 3 うでIJ.~区、皿
屈狗で IJH ぷそを Bl加賃況誘導胆が｀I~ 要である。この胆 l可に尼物 IJ 伊れ吟
I召んの発達過程から Aだ四今乞梵王へとスイッテど切り恋ぇ廷叩鰭

戸。ミのスイッ十切リ虔‘L1躙認＼し和定目をの誘導胆叶和Im13靱告 IJ. I呑

と人ど'「;さ fしてい「;し＼。

ーオ、花怖打‘ら0¥不定既形成 11 誌尊鞘の和期9：：幼四（イ炉駆豆理・迫Iじh等）
t与L;ことで｀イ足進される：とか知ら dlてしI:3。

そミで我‘々 I1誘尊印初詞：：：莉に勾砧砂 4辺“ど与し矛定胚形成争に応 /j:''す

影智に 7 いて合目へ｀｀た。うた同芍に盆以恥ん仄a4を与 iた約内の ABA号を利l定し

た。その結戻から‘I音記1-::A B A ~短見訊ヵo し不虎母形成卑｀にふヽょぼ1影咽も詢へ"た

゜ 方知勾威認俎四 l]0、豆イマニトー（しを加こ「：：：：団ttに約を一（旦詞屯が

ベ‘る、、しで‘与 Lた。約のI荏養、＼凜く水況した後述約の索和音丸上で行 9 「：：。同呵：：

勾以認心が四と与 Lた菜戊赳峙的にサンがリング‘し肉生 AB A始の変勅と測定

した。 A B A IJを0Zメタ）一｝して汗紐役酸＼‘缶l＜菟釦夜からのジクロ Iしメタン分函1とT

L e,, _(S ¥ l ¥ c.o.. 5e. ¥ 60 f込S-1.l, ~ Iしエン：誹酸エテ↓し：酢酸 4-o:S:2)で良印 L E 

。定畠 11-村‘スワロてトワ^ ラフィとイ吏IキlL た。

結果＞不定謎彬武窒ェ叩汲以ぶ池必 E24守I句から＼砂芍｛旬的に与豆：：：とで

噌nDした。 しかし 3 日南以上＾久透 lヰ甲惑ほ阻告効果と示した。 テた内生 ABA号
について 1'J、Q5Mマニトー 1しと令ふt音ttに痒わ‘べT：：：約で 11-マニト一 1レこ含 iTかし1

憶叫疇n‘ べ＇「：：，的に比較 Lて 2.4-寺向で I'10% IJ¥噌ねが｀ょら丸T：：：。つ つ‘'＜ 2牛叫刷で("J.

両闘 豆 (l¥ A B A号I:!乞鴛：：哉＇／少した。

ID-9HとぼH(/',AB Aで認碑鞘叶7J胆Iてどれいl唸芍向／ q狂訊 0)処理と行「よっ

た約においては不定吋彬餃 0¥1足遥サ` 入ら几「：：。 ｝た 1司弔1：：幼冦衿1本の出現Iご喉す 3

峙l笥I)‘、ABA灼国（四疇）によ＞て短縮さい「：：。そ：：：で力 1分袈 iでに尋了 3呼

叩麟 したとこ 3A BA処理とにおいで誌埠態疇応い：：：とか＾確認でれた。

以上げ糸石見：： tヒづ` ぎ不告/=lt:誘埠甚釦：：：トIITるAB A (1¥i乍用（：：ついて考宮す 3。
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3D-12 佐綽！包耗穐 (1:L％ふ4_ 埠ャ且、写~) <l'¥ !? ti.危d'！得た

た粉枯＋りによ‘lT る免珠イぃ戎 1~ い発£見

悟升汎天 中田和尻長尾紐食 I’I尻沖麿

（年た中研）

細記認／ふ，て よ っ 2 て，、ざた伶ふIll 胞〗を示 2... Iさ 要莉綿茫の萩とともに 細胞覧 ＾ 及

心柑秘 （要，媒伍 ミト コンド') ?，よ乙` ） t i祠峙 1：：：取，I込ょ人「：：： I手オ， c".,p._~。とこ 5

が`、 S-氏ら＾ーN;⇔ 叫9 い̂0.. 晶 吟ャ g 年 U炉ィ必Y ' 、M五込心3 ら＾トマトナ『テト，

t 収 9ミ社叉＾ク｀‘ Iし— 7 ° ,.，長 尾＾ N心~-エ玉竿込ャ且、凸年竿＾ 3荏＾偽雄肥兼荏 2̀’

Fv•へ心o "'- I 干ぶ｀入 C..f -I-p)＾下す 7’‘ ユニットとマーカー t.. I 2言凰べ‘tサうと

—在 ＾ 芙、心介迂 ：人キ、 ヵ‘祀或 I て、、は 、ヽ 0 V, ず恥おー文＾免吋パ年，吝 駐令 ~ill Rt. L碩

的体へ呉王 iる 過我 I-:::井t冷、さ人戸 - b‘7 ふふ、、,;i:. 丸il._今＾杞視が抑列 1永 Ea、
ヵ‘7.;'曼恙 Iこ 倅，翠屯雑稼¢ぁ点桑•よ 'I Z専尺孔蛉荘吻の f--l-p 

視払と訟吼りさ手》ゞ｀ヵ‘'I °'一誂と f寿た。

ねム壻

Iこ．

分芥 Iミよ '
,
 

．＇ .::: ＾ 
止エ均竿立恥ふ~ c.v、でいりは Tそl(～

Rし st:ĉ ＾倅、譴胞祉程退、1^ ざ7ヵ‘ら

に。花包，た型 ｀尭型，3

兒雑達 No,1 よ↓ーレ‘'そ^

lこ見也 tiJ、、ガ＇` No,1 1 Fュ

中田

…̂‘̂心-gり,._ヘ L

ら のう~弐＊ 1::. 交っ

凶` tab紅-心 ， 旦9 mgt心人

込肢受粉と‘‘得た Fュ ヒ氏牧囚る L

し、 Id-翠入が‘認ぁられるの

O 中階！荏と茉

に対

L
 

N冦ぷり、-← Y心 t‘<^ ←へY.

足粉札物 9ィo漆を嘩

親 2‘よ る 店 閾

た t、 足型しこ余，1

花粉槍吻ど｀ I3

し

差斐

な入

8認ぁ らト 芍 し9。

昆粉拉物］よ '1、

点、屯込 永危pとよ‘ミ ’よ う

函森し誌ぷ主 に よ

と、

') r:.-L--p i__荘箕

I卜寸 7‘‘ ユニ、，卜け亥應佳ふそ泣） ＼さ

ず 、 且 :y~"'tー、一

碑胞雉逹．ゞ

枝紐令＼しい

込．託屈-竺ヽ由え．^ ポ '1

よる箕消包 1吝

ヘ~ 7゚ 干ド‘片＇哉注

位の S令因阻ー 't

ヵ，レ市‘キシメ子 Jレ心役．箪也

＼＼牙‘Kも

絞 イ^ぷ

qィQ店

こ

且、叫＾竺竺

lこ，、る。

（茎吋沿遣ィスう？訳)t:..今芥 I ~ J/-る t....7位俗 /,I ふ

正型 こ:み l) ．之位体 1こ 且ヽ心ぷ-羽 2'、J,.. >に．しころガ｀‘ 玩に報活（た揉

に、競＾体緯肥粒祖 N・，1乙‘1J:. .ti、t心心～へ型 cr-サ 7'‘ュ＝ットのみ 9'、使出ヱトてい

-9,. この＄曳がら ：欠の 提 1こ危 之る ::..'<-b‘.、2.，、 王さ．倅ヽ韮記琺莉 し‘ 91 i’＼小 ぢ ー オ o

総芙全ィ年 泣 il_ よしゃ‘於邊—\_ Ub‘つに0--1;;,: 汽方-翁ナ案：店中ゞ心ぼり年玉生凸森ど‘

史仝 Iこ丼符 I 卜に がら 2° Ìこ rよが :,た・少くと屯 、足蛉中 I"-1;;_ z_我 の 英 合4 年 が‘ふふ

欧紐失 ¢‘ I己 凪ー、追）を中こ土花幾-芙卦遵ミガ｀、 I記弄 1：：発颯りる

—葎の要染体立危ふド｀‘ 牟聡 q る こ と Lrょ-,た n

凶、……1'，-

いた。 これ l吝

t... ，、ぅマメう ・1:1さ r↓ < 

さた

たことと寺、

下す 7"ユニット

し，、にー・ と二 ら

::.I::.. I~ 困紅こ'‘ よる巨ケ I文｀

d ヽ

219 



3D-13 偽貯睛にわげるィッマイもの払科名性の夜約 1：：： イし‘<

0名囚え／火羽炉手／瓜谷御 2 （い大・役・生化）

吋ヽ‘／ マA仁池｝いい飯か‘切的偽芍 t伶叶る乙 、ミトづ／ド I`lアの莉 1、介’'11 L-

I -Iレn生お成 1こ内身寸 6味床の生お郎及ひ‘‘ 柔‘l1 t- l -tレの生威名の瑾象ガ‘・ わこ

ん。てして：： n 1も仇I1切祐 L印§|：： -r7午｝マ Aンパて処錢すら ：乙によ＇）灯省 l
ざれるこ L介｀ら払昂レベ I`レの糾貨t屹叶ているこ乙ガ‘わかる。す f二： いjイ切釘仇

約1-:Aキぃ Riv'A逹l1tl1祐佼/l.Bな国 1で壌卯し 、J.、いし心‘か')、 pclylU) unbound ・ 

k /,/Aの右成速危Ij.切的佼IJ..“i1‘哨如 LJ.-直翁ケ L、 f°lycu) toumd KM Aの

麟速Jl,1切釘牧し匂叩 9‘‘噸印し y/...牧拉ケすらが 、 P゚l'IlUJhound 尺NAの右

恥也肉 I4が'I(U) un bo und K NAの右成速復の知絡1‘'わる こLか` jn. vi V O tJ)炭

鰊て 元`？札た。そ二で‘・｀ナ邸乳べ'、117ロマケ ン凡び尺 IVA水＇）メ 勺/どの徊力‘6::.. 
のは的低名 1-::.lt-ぅ枠径和生の呪触の総帥燦柏也伐1Al f-＂べ`‘、ご 二に積名すみ 。

粕針厖紐L切劇餡節から謡製Lt-狩何枡製7O'1ケン澳hたぴ 1れよりの司希

lt.尺NA rt•'I メ 1 -ビ邸柄 t困い 、3H-u /'1-Pが‘1'c.A子多炉距邸01こ奴 '1込iれる

移履 t衣め 、転科傘昧也諷臼ら しn庇屎 、70マ牛 ン塵Inべ‘l4切釦伶 ll睛園 i

て‘｀ん聾旦多叫1噌叩 l レい免~ Iり［名。 7l lて1の大枡柑t1K NAポ＇）メう ーゼ‘1足

びJt-1-::.Jるものであった。 1乍切印偽喝1-::-件う捗身名 ＇叱の便動Iこ吋す るC.Hエ祖理

の彬官を練炉 Lた蛉原、丸の吹勧I1CI4エ匹環IこJI) "L,lj_ I::..打拌’lでれた。そらに 7

ロやヤ ンゆ姉乙両希l区 tVA ~ ') j..勺/ゼ‘餓hの切釣偽税lっ虎ぅ捗＄鍬性の列拙t
比晩純祖 した粍東、叫いjJ也弁 し名。以 J:._の耗兄より 、切釦偽嬰じiい RrvA凡‘

11メ1- 、 じ ｀ エ丸が狐 I ~ J る賂年わII生の 1ll釈が疇 、 俎兌 ~I加の哨印より心む し ろ

IZ w Aがり メ1，也‘‘ 1江 ‘のた NAゎ成 1こItI身すみダ ン）ぐ？咽の de nova 合成によ

らしのも劣えらいる 。i乍、K NA斧 'lメう/ゼ‘JLにJる聾身豹虚 l1らい 、切釘に

庇ぅ梵勧 t7日マ介ン度なべ'1j痢簾1-::.'1‘う` なか，，セたの、PE A E -ccl/u/o rそ i
印 、（ 肥の紙i乙な緯寸み こLによ')1のt11的偽瘍に往1役割t叫磁1こし、さら 1-::.

RI/ Aボりメ 7/ビ‘の防素洋約 I性質1:::.つV‘ ても液祖する．
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3D-14 コムギ積手旺 7a -::zチ ー／咲白質について

0杉 11) 丸 ， 伯？禾喜美~ ( 北 k.3翌．紘）

ぶ和釦如 1i11るふ叫弱発規棧和糾 8月す 3-1度 't Lて. 7 Q マチ‘ノしべ IVt." 

の詞升，こ．ヽ ．点をあて苅洗す 3こと l1重 弓 で あ}.

既、 1::.、 各田らによ，てコムず月王 70 マケ ンのRNA合氏5月ぴ沿
叉 a

}'1 が‘，~牙？丹伐 l811奇

”1  1.. (1 （らく打給1J 1 れているが‘. I3 91 9。1j・人fi.gしく 9洛9Pするこ 'l, Cl/、 I入 l,.:..̀  ::.の

銑な ；切生 ぶ 主ド？、フてぅ、ノ“合の非とストッ令臼 kiによって知；｝ 1孔てい｝こ 'l:{:I-) 

ぶ f氏も 3 いて V'~. 今ヽ， ｀れ‘ q_ I!、 7 0 マチン 9 1り出ヽ に S,・....。....°"13叫 er (i't ?ヽ）

の方 ；t._-t If}い た ． ます'. ::. "方 私 り 3,,r'lf： 7 0 で分 ンの 1tすf過杜'"li 11 3 fZ N A 

令成5「空が'Lの屯ィし tt 0 3., it呆（／）し比 9這打 l｀ さら，：7 0 マケ ンにな R NA 

木・’Iメラ ー t＂によ 3R NA な成• ;~,f'土し？ 0 ?うレのオi土 9 度4し七詞べた． 1た. 7 

oマク ノ` 0) R N A §1、5丸 ｝生 ttmf l てい 3し柱江さ 4 3 ? 0 2 イン蚤臼貨 ì ? ‘`‘ て

t畑査 lfc q 1.・・ 松千 い飯／i伶づ l • 

上比のう ぅ広2・・ 14ら ム r:7 0 マ ケ`ノ ") D N A : tスト v:非ヒスト ン蛋臼笈 の 重

量 比 t;J.. I : 1.1 ~ I、J ・ ‘ヽf~^ 7 2い花牙過社 1こお 11 3屯 ,ftI 1-、卜さい。 つ＾ f'`胚牙から

飼駁 した RNAボ リメう一 t＂ドよ 3月王 7 O "l 1ノ` の R メ A なぷ鋒を迄，｝＇王 ，1． ，1tf, ・̀ 

｛fいる l <.名 9"する． こい（1乏 19 5の秘各 し一gt1 3 しこう 2"あ 3, 7 0 マケ‘ノ

に社な 1 l R N A、1.,) う- も^に よ 3R N Aな瓜・丸社 1l. j...ll:J胚とな 1128J r..旺

-z・低<.. 砕 939月1/、1;？土に噌 1JP.1 l • ;i;，社 1ヽ？2,1?o, 2-長たヒな＇）、花＃ “})11,"I di 

ィfi'"f§ 各す l • i:.:. 3が 1t 13  ～牛日，こがI12 j9,j ;； ，｝王ケ．，ぢヵa lで 、、J'"'l かか

ゎらず 7 0 ~ 7ンドな RN A,1-'リメう - C̀;i,｝生 1;1.千浜｀t7. ヽヽ t=-． このこ 1c I l. 7 ロ

？ う‘/}： 合RNA if..• 'J メう 一€｀ ；と，｝士の主ィtし？ 0 2 4 ‘ノの 鉗を ；も社 の変化 'lC I よヽ~ ;・ 

lし｝1た1ii,<f} ，．:. しt/1 •生している， 舒 q；仁社 IL じ'. 7 0 マケン社な R tJ A 

1・・'))( う一 包^；g，｝＇王¢石 （＜ 晃な 31--花チ胚し？ぇff3aj1J.えの 7 0 之ケ｀／の全9屯，｝王

1、.')ーしーリ ゾ`‘ノ し，“:ら料．` DNA分月f科素，:M11ifJ.・麦社、雹雌紅床令-3，幻名

9 枯主 的 11社 t,t9たした．その i；界． 7 9 でケ` ／ 9 体．上か花 iステー";1・妥ウ＇）、

R,.; A Ji, t ;t、}＇1:に大 1 < 1ぅ屯'l 1. い るも っ しみ i.. ~ or¥.. }.  

7 o々 ケノ` を 8度が 、 9tf過 iz.・・ も t <克拿ヵす 3 7 0 2 うツの R N A 転'~ ;~社'L

の飼祈':重要 rと役割 t；反L" てい 3....おえら＾．3. そこ z.・・. 7 0- "i! q ン か うA4N 庄訥

I・. 可ふ庄のを 0"i℃下 湛 、社 ，， 佑臼賃 t分 ゑ （、、tい屯外 tf:, D,5．不・リ 77 ,I Jレアミ ド

ゲルを負 ;"/}I：が，r．分が1t、 柁芽過庄，こ，，，げる 、文af)t 紐＾• (-:-(l/• "l. -, j!且 ．分}昏

J1、cnn,J 田、～っ ノrク、のウ のエ•ヽ1 ぺ 7• 9ドが禾咲9,玉1c7/: 1,I..り9うI日 1 2- 9 月L,:11度1,1 Iこ

科在す J,,,: 灯 l て • Iガ}{J7、- ＂ ，1` ・リ＾•7• ，，/~- It f}在セ f lら1々 9サraj•J、 fi,:

広9見1 3。 tr： 、 とストン H I.... 9届差 ，｝’£非 t. ス 1-ンを臼名が花12- 13 J公 fi斜 クヽ l て

い、 9 0・観た土いた。 このょ 9I: 1す足，会白笈氏～分は 1i1,こ-1f, ても（＜麦勧す、

合‘. :::. ＾ ぅi釦す｝ぶ分の茂りも 't..l.,: 7 0. "l,, ン') RN  A,ぇ‘；太，が£しっ fメ1Jし1;t現在

の 't- ::. 3 +-硝 1^ あ リ、 今ftり iいiでみう。 U) P|-尤 Phiが4．旦： 49?-ro/ 9ヽ97?）

(2) ibiん． 旦 ： /0 Iヽ ー／0.2／ （197 9) （3) ibid..． 4ヽ： 9 90 -？g r くヽ9? 9) 
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3D-15 葉緑体夜―そ t1)培遍1せと萩分裂用期

翌岩席祥 鈴木和•二·河野雨行（基生研 ， 紺胞生吻）

産緑｛和の発生 分裂噌碩の視様も解明すること tj. 埴吻生理浮、呼 1て光合霰主湮

浮の甚礎的且つ重卓な研究課題てあみう。本研究で11 これらの問薩の解明1-::「オ

lレ刀＇‘ネラの該と 7''Iム ..Jの概念を導入し統一的に説g月すらことを試みた。立且こ ・

約 1和祠 (lo門 Z四綱）の植吻の全｛本あらい lふ l、面片にし Ta母rJーど＇を 7'1レク Iレ了

1しテ"tドを合しTてU Buffとヤ-S (Suzuki 竺 .JI秤 o) 内て＂、おしつぷし国足レ ． 改哀

DAPI法 (Kvro:wa ヰ '11_1q四） L，＇峻邑し 、悟其衷した 。足 lて 1必写に応じて ，葉録｛本枝（

ば店を）の凶A量を定量し T<(K四 wa 立叫 1q四）。経且 ・検魚し「て全 zの碓吻のフ弓

スチド＇と母緑｛本 Iicか萩をI希しでい Tてc 叩細胞 、胚乳細胞 r/) アロフ0 7ステ f!!-JJ I｛国の

最小の ct栽（ミニ Cぇ4亥);合にて'’おリ、 その陸光量 lよT47了ー;.;',~等し＼ I fJI Ifか

に7クい程毎乙'’あん c しーの C大ーネ亥 II袢子形氏、 咋、瑕，脊弄の過杜7..''.DNA暑の心clod叩枇a・h'c.t1

Iてよゐ 7～守倍の嘩加をとも r.rいりか’'ら｛杉項を 9曽尺、rてん e 力 1く光 ǹ'賭、射ざ孔んと、

光／含坂ラメラの発達とともに、大 、キな 1｛団のは核 IJI刀汗孜し 13じ1める c 虎全に成熟し

Tく恥US'；C.aの産緑｛本 Z̀＇は約 14~2別固の ct栽ともつぷうになら， そ札ら (/)ct板IJ if札そ＇

札内ーで、直 経0、4,uい叩 1球形であリ，ミニ ct萩に酷似、してし I0,棟． 3形成、咋見淮

芽 、妹化のそ Jしそ＇礼の過程て 、7゚ラスチドの分裂ワ＼溺澤、てJしに以 .tの鈷屎ふリ ．

ミニ cK核 1J最小量の Cオーザ／ムを合にて＇いると店えら札ケ分夕国 、 ・応熊し「丑ム辿四

血 h柔緑｛本 1ぷ約 101回0¥Cf該 8待っていみが＼細爬＾庄長ととも 1て そ↓しそ'Jtm本

積が噌し ．ch10~pla叫 ki吟直前 I,'tIIしそ＇孔応氾裂をし約 4of直 「Jん c 次 1叉/0(国す'’つ

4っ疇和体1-::／分配さハん。 I繹 l棗し［ a-該1よ亜鈴形となら し稚似 .1)C.げ註It

1J. 柔和和＼＇＇ z分裂をけ脅くの陸虹植吻、 Crypr” 叩゚'1.£'パ ’.1)桑魏でもみら」し「豆

呑緑ぽ のを生と分袈用馴過mc叶＂ ／ムの考えをもとに jとめ「：：：ものが国 1である，

直：植向IJct-核のサイズ 、数 ，分布 TJヽら ';;,戻(/)>71-Ci(別さ A.I-:; (回 i)。① 世

紐和月に内一に分散し「-:::.a該をもつ硝吻 (SA-type)。力くの宦環吻と殊ふ ⑦

mo"1 ●● <>d D』v,●●on P I•• いd Diviuoo'1hlopl●●,  o,vi●loo Chlo『0pl●●t Dょv・ •1On 

知の Ct核をもつ植物 (CL-tne) " 

Cycle.  Cyc l • Cycle Cycle 

パ°ぇR,.,..＠愚
しa叫 ’um 、Iずヒにと＇’の丘呆 ，ヤ易豪、⑦ ,r虚墜⑨ SA ty匹鬱 ：：i：二1:1汀「二；；／

ヽ ．hl-S □: {os t;t.pい 9t ④に°レノイド＇の周辺 l：：：：局在し「：：：：ct該 E

@。。9ON：＝口ロ：ロニ三）
図I 兎綽｛本の椎類 、 三 二 C 在;かかいらず＇甚庄的 l"ばこと 1よ

戸 In,袈Iくとも心う (l9 し‘u9’:,•こ’9995 、OO•゚ ゃ ＿ ,.[ 「和椒手のゲ）ム 1Jい合坂霞の哨nnlて

“枝乃げ）ムの変化 Sl’-999̂ ） ＠□ 兒立つか、もしく lょヒもなって薮 IL遺
（五 山, |00倍 l＜弔袖さ札る」ということ［ある、
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3D-16 イネのリポソーム RNA遁i云子

和創恥’ム，大野哨が （国立遺伝研、ぺ表杖研）

組検た DNA枝術の育種への応用をめざし、立ち遅れている植物の it,¥.:;遺伝序

的研呪を間佑し f-::. 。 1 ず、植物の遺伝チ重榎とその構At胡べる 1~ め、隻榎の 9月り
?、 （J-̀YRNA遺伝子の検払と ／介雄を杖‘みた。イネの核ょ I}抽広精製 lf:.DNAを、

剥限嗣素巳oRIで完全In'解し、 9、ク～ ／劣ア IJ‘‘ ロ-スゲル祀気珠勧て｀、今函 tf:．ェ

ケジ` ウム・ブロマ，，ドで濃＜吸まる Iゞ ンド、 ‘ヽ¢、 r.'l． r、2 、.r.0 . /.ヽ メがダル

トン牙が検広された．将 I:::r、J. とr、0 メがダルト ンのバンドが顕着で｀あった。ササ｀’

ン•ハ 1 1‘.'}ッ ドラ去で訓べ、々 と、 イネの細胞質 UIJ'p)2夕5および／ 7Sャ RNAとハイ

7‘‘'）ッ ド形劇すみバ ンドll. !". zとs-.oメがダルト ンのバ ンドであ， f＜.、、 (7)面バ‘

ンドの ぅ農fl...比 iてイクロデ ンシ トメーターで求めると（下団参照）． r、2 メガ‘'ダル

トンベン I-‘'(1イネ全 ONA量：の約 0、og 名、 r、0 メ9，.ダルトンバンド 11、i90、I.( 劣

であ-,f<．ィキのゲ Iム量（／．わ6x /91.2ダルト ンI;:;.. ｛名伶）よ‘)｀ イネの rR N A 

遣／和子の数 (-;l;:;. i合／本当ヽ） 8四コピーと箪出でれf-::I)o 、ヽの低 l'l.ハイプリタ` ・イ乞'-

シ っンクビク心 、索より得られた他の植物の rRNA道伝すのブ C° —牧と氏べ｀ らとかな

') !奴ぃ．

一方、 ｛ネの全 DNAを同楳lミ印oRII/J'--絣して 1'it-莉すると．紅メガ｀ダルトン

の濃ぃバンドが~IJ)'Iミ検瓜され fく、 ミれは細肥賃由床の反伐嵐9,jDNAと劣ぇり A

ク． 4 弁のようり‘ 硬ぃ采がら乗緑、係~を／介蘇1 みの ll 柚めて困昨位で｀あんことが ら ：イ

矛令 DNA1~、 ""n n‘ り、 イネ梨係係P> r f<.. NA這依すを、タバノ棗緑体の (5/jip)23メ．

I 5ヽおよび f'.SRNAを7°0 - 7`、 と 1 て、サザ｀ン•ハイブリ ッ ト．． ！広て1全出を拭み fこ．

綽泉11. 7、 t メ 1J‘' ダルト ン の和oRI 凶消 I~ 3椎の rR N A這伝子が1tf土しているこ

とが明らか 1くり‘7f: :,.)． IJヽ 皮から抽広粘製した全 DNAについても、イネ ii)名合と

ab c 同梯の h＼材をし f-::とこみ ．担肥慣 rR N A 

道伝3,15.2メガ‘‘ダルトンの faoRI凶片 I:.

t f＜棄緑伶rR N A遺伝オは 7.0メがダ Iし

トン fJEco R 1約片に表-,て I'みことが明ら

か i:な 7 1~. 

1) K. Oono & M. Sugiura, Chromosoma (Berl.) 
in press. 

2) M. Sugiura & K. Oono, Plant Science 
Letters, in press. 

左図 /;J:. イネ板 DNAのEしOR1／介解牙勿のア

ガ` o-スゲ‘ル電気ぅ釆動のマイク 0 テ`＇ン ント

メータ 1：：：・よる卜しース図 a: E(..oRIーイ

ネ DNA-tE(.oRI-AD NA、 P:EしoRi

ーイネ DNA、 c : Ec.,oR1 -A DNA. J:.... 

よ‘)下へ 7永卸，
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3D-1 7 タバブ菜、綬係~ク 、 s sおよか‘`r5,｝ポソーム RNA邊I豆

の全点基飢列の決定

。あ岩交維、1炉藉昌弘（日立遣依吋介子遺伝祁）

羨緑体は紐胞質し夭 3ざの異な h7心’')が＇ヽ／ームを行してい h. この 1ポ ／` ーム

には Iヽメ 、235、 f f R N A の他にあ牙植物に粁異的なり t.SRNA穫が存 11.-L、

1t.S11小亜粒 31:23 S、 5 ＄および t,t.s,s'RN A穫 11久亜炸子に由来すみ．

教‘々 はすで 1てこれら羨緑体リボ‘ソー ム RNA遺依チの構造を緋;1fT1る日的イ、f

バつ棄緑i#’Jボ` ／ヽーム f<.NA遣／云子を大腸面 7'クスミド pMB  7をべ ク`？ーとして

シ 3 ットがン疹でク。ーニング l` ‘、 t1.'?')が／` ーム R N A遣／云子が／つ t.・ -,・つ

16 ;{...,.).3 5 →り~ 5→ r S のI,}負1:＠びJl て 1 るヽ嘉、 Iヽ Sど 235の闇 1こは、さ勺 I.2 X /0、

ダルトンのスペーサーが府在し． 235と夕、f-sの問 Iミ119. ? x /o‘9̀｀ ll..-トンのスペー

サーがれ在すみ亭などを明りが 1:（1. 9 f:. 

そこでゾ今国さりにク、夕S およが .1,s'RNA遺伝子の詳細 fJ‘筏逹およが乾視微積．

でら,~衷緑｛本の進化的起源を採ら目的で ． これら向遺伝子のみを含む紐頷た 7'クス

ミド (pT C- 7) を作奴し 、 この 79うスミド DNA  1使ヽ 1・マ キサム・斗’！レ I<’- 卜？去

で` “夕 S、 S',s'RNA遣伝子およがィの進傍の経1基ヽ乙利（約 79ヽ 点店対）の未定を

行 f，'っ 1-:... クガ “‘rS およか‘‘ .s-SRNA遣 I豆（つ-ド祁位）の正埠な位凰を決め

るため 、 ikオれの RNA  1:フいて 51瑞を 14 禾•'J ヌクレオケドペナーセ、、 と r-''P

AT Pでウベルし絨素戎て‘̀、 1端を Tlf R N A,) が｀ーゼ‘ と r— ”P- pCp fうべ IしL.

必必 令？衣で ＇ 末 瑞 構 遂 を 未 定 lf~. 

（終泉〉の L/.tS R NA  11 10J;;J,..基より、 r S R N A II I2／福碁よりで＇うており 、

ヽヽれらの南 RNA遺伝 3のr月に I'l:,dtJ少＆碁対のスベーサーがれ在すみ． s-5 RNA  

1,}-子内にはかな')(1)相楠 的`地基対をつくみ積逍が見られ 、1h'）f< f-:. 1 k fく構遂 tt 

らと思われら f'IIミ対し ． 4、tS RN  A中には相袖的点姜対は 1まとんどな ＼,.

@1/..fSRNAのコ-F祁位の下矯成に 1”"孜生灼々真板生莉のタ- ミネーク一 祁

位に椅徴的な榛遂が見られ（ぇ回国転ク寸炊、構速） 、その千戎妖 1::.11 A -T Iミ畠ん f：：：・

長、、練迅 l構 逢 、さらに 2 回虹い寸称構逍が挽`"1 、、 T：： ・

① t SR  N Aっード祁 i立上流戎ドはバクテリアの 7° O そーター 祁位に見られら綺依

的な歩基紅列 (t°Aり:...,..,- h-r.) I：：頚似し f:.槙逹が見ら rtf:. 

＠ぐ ,sRN  Aっー ド祁位下｝免玖｀にはコード部位 1こ々ってん年と？¢¢構逍、ターミネ

ーター祈3位に唸徴的なぇ国回彰、対莉構：造． そ Lて非常 IこA-, I：：喜ん「く構達が統 ぃ

1いた．従-,てこれりの疹甚紅列の決定がら 、 t'SRNA遺伝弓 I1. ti:]有の 7.o毛一

ターを有し、 サ、ts遺／云子（おそらく 235 ̀  /6 S遺伝 1を含'?)と I1修、立して彰、号

でれでいらことが千想さが f:.

でらに今国桑甚釈 ~,j f吠定 lf：：タ S RN  Aを使い 、麦矮体の進化的位置々起源を

作足すら日的で・すで 1：：絞告でいでいみ !.5RNA穫との比較 g1行， f：： ．1(T)絡泉衷

緑体 l$ RN  A は非祐 Iこう ン条の塩碁紅列と殺似 Lて いる条を知み条が T3 f:． こ

れ,1棄揉体がう ／`疫起；tr、fざとする共生説を支柑て｀う` る．
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人 名 索 弓I

沢

芸

川

山

ぁ

田
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明
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浅
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井

田
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有

見
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原
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上
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石

石
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市
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井

井

井

井
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田
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郁
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大
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大

大

大

大

大

大

大

大

岡

緒

岡

岡
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岡

岡

岡

小

奥

長

押

雅

康

祐

頼

倫

和

田

田

谷
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野
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田
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船

野

英

純
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達

真
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秀

郁
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行
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正
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俊

伸
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俊

和
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晃

達

哲

礼

雅
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夫

彦

理

究

明

司

香

人

元
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春
清

純
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多美子
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昭

也

夫

子

剛

彦

樹

男
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220 
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16 
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56 
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220 
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28 

35 

48 
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127 

75 
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70 
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117 

140 

38 
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211 

76 

野

幡

か

小

小

椛

賀

片

片

加

加

加

加

加

加

加

加

加

門

角

金

上

神

河

JII 
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田

来
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藤
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田
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米
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く
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岩

池

池

野

野

島
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藤

西
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30 

210 

64 

122, 123 
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竹
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田
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水

水
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野

田
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木

木

木

木

木
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橋

橋
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早
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加 藤 栄＊ 熊 沢 喜久夫
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村 上 浩 村 田 吉 男

山 田 晃 弘 大 浜 多美子

武 藤 尚 士ヽじ‘＊ 
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